
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　我が茜あかね台だい高校には誰もが知る有名な女子生徒がふたりいる。

　ひとりは、瀧たき浪なみ泪るい華か。

　美人系の面立ちに、手間と時間をかけてセットしたであろう長い黒髪。落ち着いた大人っぽい雰ふん囲い気きを身に纏まとう、お淑しとやかを絵に描かいたような人だ。当然、多くの男子生徒の憧あこがれの的である。

「ねぇ、真ま壁かべくん」

　その瀧浪先せん輩ぱいが今、目の前にいた。

　場所は、放課後の図書室。

　図書委員である僕ぼくは貸出カウンターの中にいて、彼女は外。僕たちはカウンターをはさんで話をしている。閉室までにはまだ時間があり、室内には数人の生徒が勉強や読書をしているので、迷めい惑わくにならないよう声のトーンはやや落とし気味。

　にも拘かかわらず、彼女は旋せん律りつ的てきで明めい晰せきな声音で話しかけてくる。

「やっぱりテストが近くなったら、ここも人が増えるのかしら？」

　そう言って閲えつ覧らん席せきへと目をやった。

　要するに、テスト勉強に図書室を利用する生徒が多くなるのか、という問いだ。

「いえ、目に見えて増える感じではないですね。……尤もつとも、それも僕のせいかもしれませんけど」

　思わず苦笑する。

　何せ図書委員は僕ひとり。おかげで図書室の開室、休室はすべて僕の都合に左右される。そんな不定休な図書室では利用だってしにくいだろう。常連の生徒は両手で数えられるほどしかいない。

「そんなことないわ。真壁くんは図書委員としてよくやってくれているもの。……そうだ。どうせならテスト前は閉めてしまったら？　真壁くんだってテスト勉強があるんだから」

「そうもいきませんよ。どっと増えないだけで、勉強しにくる生徒はいますからね」

　その中には普ふ段だん見ない顔もある。テストに向けて本ほん腰ごしを入れて勉強するなら、雑音の多い家よりも図書室がいいと思って足を運んでいるのかもしれない。

「僕なら大丈夫ですよ。カウンターの中で勉強してますから」

「あら、意外と不良図書委員」

　瀧浪先輩はくすりと笑う。

　と、そこでチャイムが鳴った。時計を見なくてもわかる。時刻は午後五時五十五分。六時のチャイムが鳴れば、特に用のない生徒は帰宅しなければならない。今のは帰り支度を促す予鈴だ。

　図書室内に残っていた生徒がそれぞれ荷物をまとめ、退室していく。その際、美び貌ぼうの最上級生に挨あい拶さつをする生徒もいた。彼女も大人っぽい笑顔とともに、手を振って応じている。

　そうして粗あら方かたの生徒が出ていったのを見送ると、瀧浪先輩がくるりとカウンターへと向き直った。

　そして──、




「それで静しず流る、夏休みだけど」




　と、実に砕くだけた口調で言うのだった。

　優等生然としたお淑やかな雰囲気はどこへやら。しかし、これこそが瀧浪泪華の素の顔なのである。

「テストの話じゃなかったのかよ」

「そんな面白くない話、どうでもいいわ」

　瀧浪先輩はあっさりとそう言ってのける。

「テストなんて余よ裕ゆうでこなす成績上位者だろうに」

　そんな彼女に対し、僕も上級生への礼れい儀ぎが吹き飛んだ。

「テストが余裕だろうが成績がよかろうが、面白くないものは面白くないわ。それにテストなんて普段授業をちゃんと聞いて、ちゃんと勉強すればできるものよ。大おお騒さわぎするほどのイベントじゃないわ」

「……」

　さすが優等生は言うことがちがう。それができないのが大半だというのに。

　とは言え、テストは勉強すればできると言ったあたり、その優秀な成績も努力あってのものなのだろう。

「まぁ、テストの話は僕も面白くないな」

　残念ながら僕は凡ぼん人じんで、毎日ちゃんと授業を受けているつもりなのにテストはいつも四苦八苦している。

「なら話は早いわ。……夏休みに向けて水着を選んでくれない？」

　瀧浪先輩は「ちょっとそれ、ひと口食べさせて」くらいの軽さで言う。

「は？　何で僕が!?」

「この前、下着を選んでくれたじゃない」

　確かにそうだが、あれは単に売り言葉に買い言葉の、勢いだけで選んだもので、二度とやりたくない。

「選んでもらったの、気に入ってるのよね。静流はわたしにないセンスがあるわ」

　いちおうもっともらしい理由を口にする瀧浪先輩。

「ちゃんとお礼はするわよ」

「お礼？」

　そのお礼次第ではやるというわけではないが、反射的に聞き返してしまう。すると、瀧浪先輩は自信たっぷりにこう答えるのだった。

「今度のデートはプールにして、水着姿を見せてあげるわ」

「断る」

　僕は努めて素っ気なく言うと、キャスター付きチェアを回転させ、体ごとパソコンへと向き直った。閉室に向けて不要なアプリケーションを順に落としていく。

「静流、あなたね──」

　そんな僕の態度にたいそうご不満な瀧浪先輩が何か言おうとしたときだった。

「ちょっとぉ、また静流を困らせてるの？　いいかげんにしなさいよね」

　図書室の出入り口から声がした。

　その声の主は、茶色がかったショートの髪に快活な印象を受けるくりっとした大粒の瞳、今どきの女子高生らしくばっちりなメイクのおかげでギャル系が入りかけている女の子──。

　蓮はす見み紫し苑おんだった。

　この茜台高校の誰もが知る女子生徒のもうひとり。彼女と瀧浪泪華──このふたりが我が校が誇ほこる美少女の双そう璧へきだ。

「あら、蓮見さん、珍めずらしいわね。あなたがこんなギリギリまで残ってるなんて」

「あ、いや、教室でしゃべってたらこんな時間になってたんで、あたしに何か手伝えることがあるかと思って帰る前にここに……って、いいのよ、あたしのことは」

　問われるまま経けい緯いを説明していた蓮見先輩だったが、はっとして慌あわてて話を戻す。

「聞いてるのはこっち。瀧浪さん、また静流に迫せまってるんじゃないでしょうね」

「失礼ね。女の武器はやたらめったら使うものじゃないわ。的確なタイミングで抜ぬくものよ」

　心外だとばかりに言い返す瀧浪先輩だが、それでも僕にとっては十分に迷惑な話である。蓮見先輩も心なしか呆あきれ顔だ。

「今は普通に相談ごとよ」

「相談？」

　訝いぶかしげな表情になる蓮見先輩。

「ええ。夏休みが近いでしょ？　だから、水着は静流が選んでってお願いしてるの」

「何でそんなこと静流に頼たのんでるのよ!?」

　そして、今度はイラッとしたような顔。

「前にも言ったでしょ。静流はセンスがいいって。自分にはこんなのも似合うんだって気づかせてくれるのよ」

　一方の瀧浪先輩はどこか自じ慢まんげに言う。

　が、僕としては別に彼女の新しい一面を演出しようと思ったわけではない。単に考えて選んだ結果がそれだっただけのこと。そもそも瀧浪泪華なら何を着ても似合いそうなものだ。

「せっかくだから蓮見さんも選んでもらったら？」

「だからいらないってば」

　僕だってそんなことをするつもりはない。それに『も』って、瀧浪先輩のほうは引き受けたみたいに言わないでほしい。

「だったら、わたしが選んであげましょうか？　そうね、三角ビキニっていうの？　あれなんてどうかしら。蓮見さんには似合うわ」

「いや、それってあれでしょ？　グラビアアイドルが着てるようなやつ。そんなの普通の人間が着ても似合うわけないでしょうが」
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　と、そのグラビアアイドルに負けず劣らずのスタイルをした蓮見先輩は言う。彼女は決して普通の人間などではなく、恵まれた側の人間なのである。

「あら、そんなことないんじゃない？　静流だって見てみたいわよね？」

「え？」

　いきなり僕に話が振られ、思わず間の抜けた発音をしてしまう。

「えっと……まぁ、ちょっと見てみたい気はしますね……」

　そして、問いについて考え、その答えを控ひかえめなトーンで口にした。

　そりゃあグラビアアイドル並みのスタイルの蓮見先輩がグラビアアイドルみたいな恰かつ好こうをするわけで、それはもうグラビアアイドルがページから飛び出してきたようなものだ。見たいか見たくないかの二に択たくなら見たいに針は振れる。

　直後、蓮見先輩は真っ赤な顔をしてカウンターの向こうから僕の胸ぐらを摑つかみ、瀧浪先輩もやはりカウンターに身を乗り出すようにして不ふ機き嫌げん顔がおで詰め寄ってきた。

「あ、あああ、あんた、なに正直に言っちゃってんのよっ!?　男なのにそういう欲望に忠実なところ恥ずかしいと思わないわけっ!?」

「自分から話を振っといてあれだけど、静流、わたしのときと反応がずいぶんちがうんじゃない？」

　次の瞬しゆん間かん、僕の頭の中でぶちっと何かが切れた。

「ああ、もう、鬱うつ陶とうしい！　聞かれたから答えたのに、それで怒るってどういう了りよう見けんだ！　罠わなか!?　ほら、もう閉室するから、ふたりともとっとと出ていけ！」





　　　　§§§






「お前、相変わらず騒がしいわね」

　僕が瀧浪先輩と蓮見先輩のふたりをまとめて図書室から放り出し、ひと息ついていると後ろから声がした。

　振り返るとそこには漆しつ黒こくの髪をなびかせた、瀧浪泪華や蓮見紫苑に勝るとも劣らない美人が立っていた。

　名前を、壬み生ぶ奏かな多たという。

「すみません。一度ちゃんと言っておきますので」

「別にいいわ。端はたから見ている分には面白い」

「いや、僕は見世物じゃありませんからね？」

　世間で起こっていることなど我関せずの世捨て人かと思いきや、意外とよく見ているな、この人は。

「お前も案外楽しんでいるのではなくて？」

「そう見えますか？」

　瀧浪先輩がわけのわからないことを言って、そこに蓮見先輩がからんでいき、結果泥どろ仕じ合あいになるのが常。それを楽しんでいるとは心外だ。

「毒をもって毒を制す。奏多先輩も加わりますか？」

「お前は私に何を求めているの？」

　奏多先輩は切れ長の目で僕を見る。相変わらずの素っ気なさ。

「帰るわ」

「お気をつけて」

　そして、毒と言われたことには何も触ふれなかった。

　奏多先輩は制せい鞄かばんを摑むと図書室から出ていった。彼女の姿が見えなくなると同時に午後六時の本鈴が鳴る。まるでチャイムが奏多先輩に合わせているかのような正確さだ。

「さて、と──」

　僕は意識的にそう発音すると、閉室作業をはじめた。
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　　　　１．






　目覚まし時計に叩たたき起おこされて目を開ければ、そこは十六年間使い慣れた部屋ではなくて──。

　とは言え、もう半月以上ここを自室としているので、さすがに慣れてきた。

　僕は体を起こすと、スヌーズになっている目覚まし時計のアラームを完全に切った。それからベッドを下り、パジャマから部屋着に着替えて部屋を出る。

　いま僕がいるのが二階。この邸やしきは広く、一階にも二階にも洗面所がある。その二階の洗面所で顔を洗うと、僕は階下へと下りた。

「おはようございます、蓮はす見み先せん輩ぱい」

　そこにいたのは蓮見紫し苑おん。

　彼女は学校の先輩であるが、同時に僕の異母姉でもあった。




　この僕、真ま壁かべ静しず流るは母とふたりだけの母子家庭で育った。

　だが、その母も先日交通事故で他界した。

　あまりに突とつ然ぜんのことで呆ぼう然ぜんとしていた僕の前に現れたのが、蓮見先輩のお父さんだった。そこで彼は自分が父親だと名乗り──僕はこの蓮見家に引き取られるに至る。

　最初は夏休みに入るころにはこの邸を出ていこうと思っていた。蓮見先輩が快く思わないのは明らかだからだ。ただでさえ同年代の異性の居候なんて受け入れがたいのに、父親の不実の証とくれば尚なお更さらだろう。

　蓮見氏のほうは、一度は手を差し延べたが僕が自分の意志で出ていったのなら、少なくとも父親の責務は果たしたと納得できるはずだと僕は考えた。

　だが、結局、紆う余よ曲きよく折せつあった末、僕はまだしばらく蓮見家に厄やつ介かいになることとなったのだった。




「おはよう。起きてきたわね」

　蓮見先輩はリビングのソファに腰を下ろし、ガラストップのローテーブルに広げた新聞を読んでいた。だけど、僕が起きてきたことで顔を上げる。

「さっそく朝ごはんにするわよ。手伝いなさい」

　そう言って立ち上がった。

　リビングにもキッチンにもおじさんの姿はない。県内のとある大学病院の勤務医であるおじさんは、当直に入ったり担当している入院患者の容態が急変して呼び出されたりで留守にしがちだ。

　おじさんがいないことは、ゆったりしたサイズのＴシャツにドルフィンパンツという蓮見先輩の服装からもわかる。いるときは親の目を気にしてか、ごく普通の普段着なのだが、いないと途端に露ろ出しゆつ度ど高めのファッションになるのだ。できれば僕の目も気にしてもらいたい。自分がグラビアアイドルにも引けを取らないスタイルの持ち主だという自覚はないのだろうか。

　蓮見先輩とともにキッチンへと移動する。

　彼女は手伝えと言うが、ダイニングテーブルを見ればもうほとんど出来上がっているようなものだった。皿に盛りつけるとか、もう一度火を入れるとか、残っているのはそんな作業ばかり。

「……」

　やはりそろそろちゃんと家の中のことを手伝うべきだろうと、僕はその光景を見ながら思う。掃そう除じ、洗せん濯たく、食事の用意。何でもいい。

　以前はいずれこの家を出るつもりだったから、赤の他人になる僕が家の中のものをあれこれさわってもと思い、遠えん慮りよしていた。だけど、まだしばらくはここで厄介になるのだから、できることをやらねば。働かざるもの食うべからず、だ。機会を見て言い出すべきだろう。

「なに、まだ寝ね惚ぼけてるの？」

「あ、いえ、そういうわけじゃ……」

　蓮見先輩の声にはっと我に返り、僕は手を動かす。ここでの僕の仕事は食パンを焼くことだ。さっそく袋ふくろからパンを二枚取り出す。と、それで袋は空になった。

「蓮見先輩、これで最後です」

「ん、わかった。今日帰りに買ってくる」

　僕が二枚の食パンをトースターの中に並べながら言えば、蓮見先輩も何やら準備をしながらといった感じの返事をした。

（買いものか……）

　考えてみれば、買いものも家事のひとつだ。

　これとこれを買ってこいと言われればいくらでも行くのだが、どうも蓮見先輩は行ってから考えるタイプのようだ。なら、僕にできそうなのは荷物持ちくらいか。

「今度休日の買いもの、一緒に行きますよ」

「そう？　男手があると遠慮なく買えていいわね」

　どうやら役に立てそうだ。

「って、ちょっと待って！」

　急に蓮見先輩が大きな声を出した。驚いて振り返れば、彼女もこちらを見ていた。

「休みの日に静流と一緒に買いものって、誰だれかに見られたら誤解されるんじゃ……？」

「誤解？」

「いや、だから同どう棲せいとか、一緒に食材の買い出しにいく仲とか……」

　ごにょごにょと、普段快活な彼女にしては不ふ明めい瞭りような発音が続く。

「ああ、そういうことですか。誤解どころか正しい認識でしょう。一緒に住んでいるわけですから同棲で間違いないです」

「ッ!?」

　蓮見先輩の口から声にならない悲鳴がもれた。

「あたしたち、どっ、同棲してたの!?」

「……」

　蓮見先輩は僕とはちがう意味で恋愛がピンとこない人だから、免めん疫えきというか耐たい性せいというか、そういうものがないのだろう。男女に関する単語に過か剰じような反応を示すようだ。

「大丈夫ですよ。傍ぼう若じやく無ぶ人じんな先輩と休日にこき使われてる後輩にしか見えませんから。ある意味それも正解です」

「あんたねぇ。……静流のベーコンエッグだけ焼きすぎるわよ」

「すみません。冗談です」

　そんなことをされたら、僕も蓮見先輩の食パンだけうっかり焼きすぎなくてはいけなくなる。そうなるともうパンのストックがないわけで、その焼け焦げた食パンは僕が食べることになる。

　程なくしてオーブントースターが甲かん高だかい音を鳴らした。僕は扉を開け、食パンの焼き上がり加減を確認する。いい感じだ。僕はそのまま庫内から食パンを取り出すと、すでにテーブルの上に用意されていた白いパン皿の上に置いた。

「こっちももうすぐだから。ちょい待ち」

　と、蓮見先輩。

「ほい、できた」

　僕が冷蔵庫からジャムを取り出したり、サラダをボウルから皿に取ったりしていると、程なくベーコンエッグが焼き上がった。

　蓮見先輩が、器用にもふたつ同時に焼いたらしいそれを皿に移し、朝食の完成だ。

「「いただきます」」

　それぞれの席につき、ふたりだけの食事がはじまる。

「そう言えば、今日あたりね」

　その途中、蓮見先輩がやにわに口を開いた。

「何がです？」

「七夕の笹」

「笹？」

　意味がわからず、僕は聞き返す。

　後の単語を先の蓮見先輩の台詞に代入すると、『今日あたり七夕の笹』となる。さっぱりわからない。

「去年見なかった？　昇降口の笹」

「あぁ」

　そこまで言われてやっと思い出した。

　僕たちが通う茜あかね台だい高校では、七夕が近くなると下げ駄た箱ばこがある昇降口の広い場所に大きな笹が立てられるのだ。そばには短冊が置いてあり、生徒は好きに願いごとを書いて笹に結びつけることができる。

　しかし、ただそれだけ。それ以上のことは何もない、イベントとは到底呼べないような恒こう例れい行事だ。まぁ、十日ほど後には期末テストの真まっ只ただ中なかということを考えればそんなものか。笹は七夕を過ぎれば、短冊ごと処分されるとのことだ。

　ただ、生徒の間ではそこそこの遊び場となっている。思わず笑ってしまうようなことを書いたり、匿とく名めいで愛を叫んだり。過去には名前つきで告白を書いた猛も者さもいたと聞いている。

「あんたも何か書いたの？」

　蓮見先輩が食パン片手に聞いてきた。

「いえ、特には。去年と言えばまだ一年ですからね。手を出していいものかどうか迷ってました」

「ま、そんなものか。あたしも一年のときは見上げるだけだった気もするし」

　彼女は納得する。

「蓮見先輩は？」

「あたしが星に願いをってガラだと思う？」

「そういうかわいい面があってもいいと思いますけど」

「かわいいって言うな」

　僕の答えに蓮見先輩は赤い顔で不ふ機き嫌げんになりながら、スリッパを履はいた足で僕の脛すねにコツンと触ふれる。

　もちろん、どういうわけか、などと言うつもりはない。蓮見紫苑という女性はかわいいと言われることにめっぽう弱いのだ。人ひと懐なつっこい性格で男女関係なくフレンドリーに接するが、決してボーイッシュでもなければ中性的でもない。かわいいと形容するのがいちばんぴったりくるので、普段からよく言われてそうな気もするのだけど、そうでもないのだろうか。

「あたし、そもそもあのイベント自体、あんまり好きじゃないのよね」

　と、蓮見先輩はわずかに顔を歪ゆがめながら言う。

「そうなんですか？」

「うん。あたしとか、あと瀧たき浪なみさんもそうなんだけど、短冊の願いごとに名前が出てくることが多いのよ」

「あぁ、なるほど」

　瀧浪泪るい華かの名前が挙がったことで、今度は僕が納得した。

　要するに、記名か無記名かはさておき、好きですと告白されることが多いのだろう。何せ我が茜台高校が誇ほこる美少女の双そう璧へきである。とは言え、本人からしたらそんなことを天の川経由で言われても困るわけだ。

「言っとくけど、あんたが思ってるようなことくらいならまだかわいいほうよ」

「というと？」

「……わりと品のないことまで書かれるのよ」

　蓮見先輩は憎にく々にくしげに言葉を吐はいた。

「やってるほうは内輪の悪ふざけでゲラゲラ笑いながらやってるんでしょうけど、こっちはたまったものじゃないわよ」

「……」

　確かに男子の中にはそういうことをやりそうなのが一定数いるか。

「それはまた我が校の男子生徒を代表して謝りたくなるような話ですね」

　さすがにこれには同情を禁じ得ない。何せ蓮見先輩にとっての最も身近な異性である父親は、母親を裏切り、外で子どもまで作っていたのだ。その上で自身も男子生徒の品のない冗談にあてられれば、男性不信になってもおかしくない。

「なに、あんたもやってるの？」

「やってませんよ」

　さすがにそんな連中と一緒にされるのは心外だ。先にも述べた通り、まっとうな願いごとすら書いていない。

「思ったことは？」

「……」

　蓮見先輩が重ねてきた問いに、僕は黙り込む。

「怒らないから言ってみなさい」

「……『いつか蓮見先輩の水着姿が見れますように』」

「ばーか」

　少し考えた末、僕がやや冗談めかして言えば、間かん髪はつ容いれず蓮見先輩も呆あきれ半分苦笑半分で返してきた。

「あんた、ホント思ったまま口にするのやめなさいよね」

「……」

　最近言えと言われて本当に言ったら、たいていろくな目に遭あわないな。

「……ま、もう夏なんだしプールに行くのもいいかもね」

　不意に蓮見先輩が、どこか言いにくそうにぽつりと口にした。そして、そのまま少し赤くなった顔で黙もく々もくと食事を続ける。

　この空気はよろしくない。

「えっと、それは過激なのを期待──」

「するなっ」

　嚙かみつきそうな勢いで蓮見先輩は吠ほえる。

「まったく、これだから男は……」

　蓮見先輩はまたも呆れ顔でため息を吐つく。

「そう言えば、今度映画鑑かん賞しようがありますね」

　さっきよりも多少空気がよくなったところで、僕は話を変えるべく新たな話題を振る。

「あったわね、そんなのも」

　蓮見先輩はセンサーが反応したかのように眉まゆをぴくりと動かしてから答えた。

　近ちか々ぢか、学校行事として映画鑑賞があるのだ。学校で見るのではなく、わざわざ三さんの宮みやの映画館を借りて行われるあたり、課外授業の一いつ環かんなのだろう。

「現地集合で、映画を一本見たら現地解散。授業もなし。ま、ボーナスステージみたいなものね」

　去年、一昨年と、すでに二回経験した最上級生は言う。

　当日は制服の着用は義務付けられていなくて、全員私服。それで昼過ぎには現地解散なら、そのまま遊びに繰くり出だすのは至極当然の流れだ。しかも、金曜日で、休みの前の日ときている。蓮見先輩がボーナスステージと表現した所以ゆえんだ。

「静流も図書室を開けなくていいから楽できるんじゃない」

「そうですね」

　もとより図書委員の業務を苦に思ったことはないのだが、ここは蓮見先輩に話を合わせておくことにした。
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　食事を終えると朝の雑事で手伝えそうなことを手伝い、それから部屋に戻って登校の準備をする。

　制服に着替え、制せい鞄かばんを持って一階に下りると、リビングではやはり制服姿の蓮見先輩が文庫本を読んでいた。

　顔には眼鏡。

　スクウェア型のフレームのそれは、蓮見先輩の相そう貌ぼうを知的なものに演出し、彼女によく似合っていた。

　蓮見先輩は朝、こうして読書をする。

　別にこれが彼女の習慣というわけではない。単に僕と一緒に登校するわけにもいかず、しかも僕がこの家の鍵かぎを持っていないので蓮見先輩が後に出なくてはいけない。時間をずらす間の暇ひま潰つぶしなのだ。

　リビングに目を向ければ、ダイニングテーブルの上には袋に包まれた弁当箱があった。蓮見先輩が作ってくれた弁当だ。

　今まではずっと母が作ってくれていた。でも、その母が亡くなって、もう弁当を食べることもないかと思っていたら、今はこうして毎日蓮見先輩が作ってくれている。自分とおじさんの分のついでだと言うが、それでも多少は手間が増えるだろうし、僕としては十分にありがたい。

「いつもありがとうございます」

　お礼を言って、それを手に取ろうとしたときだった。

「重い」

「え？」

　なぜか蓮見先輩から叱しつ責せきするような声が飛んできた。

　なぜ怒られたのかわからず、僕はリビングを振り返る。と、蓮見先輩は半眼でこっちを見ていた。

「お礼は言ってほしいけど、『いつも』はいらない。なんか重いから」

　確かに「いつもありがとうございます」は、あらたまって日ごろのお礼を言っているようにも聞こえる。

「じゃあ……ありがとうございます」

「ん。どういたしまして。これくらいお安い御ご用ようよ」

　改めてお礼を言い直せば、蓮見先輩からは軽い感じの返事が戻ってきた。

　僕は弁当を鞄の中にしまい、リビングに戻る。そのときにはもう、蓮見先輩は文庫本に目を落としていた。

「やっぱりその眼鏡、よく似合いますね」

　僕は前に一度蓮見先輩に、どうせ眼鏡をかけるのなら自分に似合うものを選べばいい、という趣しゆ旨しのことを言った。受け売りだけど、眼鏡は誰に怒られることもないアクセサリーなのだ。堂々と凝こることができるのだから凝らないと損だろう。

　だけど、今の眼鏡でも十分に彼女に似合っていた。

「自分の言ったことに責任もちなさいよね」

　蓮見先輩はぱたんと文庫本を閉じると、僕に向かって静かにそう言う。

「はい？」

「あたし、静流が似合うものを選べって言ったせいで、買いにいく気になってんだからね。あんたにはそれにつき合ってもらうわよ」

「……」

　口は禍わざわいのもと、だろうか。

「いや、そんなの自分で選べばいいじゃないですか。蓮見先輩がかける眼鏡ですよ」

「わかるわけないでしょ、眼鏡なんてどれも同じだと思ってた人間に。それに瀧浪さんも言ってたじゃない。静流はセンスがいいから意外な部分に気づかされるって。なに、あんた、下着専門なの？」

「変な専門家に仕立て上げないでください」

　矢や継つぎ早ばやに言葉を紡つむぐ蓮見先輩に、僕はようやくそれだけ言い返す。……そう言えば、売り言葉に買い言葉で僕が瀧浪先輩の下着を選んだとき、蓮見先輩も姿が見えないだけでその場にいたのだった。

「ていうか、そもそも何であんなのをしれっと選べるわけ？」

「しれっとなんて選んでませんよ」

　僕はリビングのほうに戻ると、ソファに鞄を置いた。僕自身は座りはせず、立ったまま話を続ける。

「男があんなところに踏み込むだけでも顔が引ひき攣つるのに、これでハズしたら目も当てられませんからね。頭フル回転で死ぬ気で選びましたよ」

　僕がそう白状すると、蓮見先輩は「ぶはっ」と噴ふき、笑い出す。

「そりゃそうだわね。……じゃあ、その調子であたしのも死ぬ気で選びなさい」

「下着ですか？」

「ち、ちちち、ちがうわよっ」

　蓮見先輩はそばにあったクッションを摑つかむと、それを投げつけてきた。僕のほうも慣れたもので、それを片手で受け止める。

「と、兎とに角かく、あんたには眼鏡を買いにいくのにつき合ってもらうから。いいわね」

「わかりました。……で、いつにします？」

「あ、ごめん。それはまだ。決まったらおしえるから、都合が悪かったら言って。そのときは日を改めるわ」

　こちらに拒きよ否ひ権けんがなさそうな言い方をしておきながら、ちゃんと都合は聞いてくれるらしい。自分勝手にはなり切れない人だ。

「じゃあ、僕は先に出ますので」

「ん。いってらっしゃい」

　僕が制鞄を再び手に持ちながら言えば、蓮見先輩もそう見送りの言葉を返してくる。彼女も電車一本分遅れて出発するのだけど。

　そうして僕はリビングを出た。
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　僕と蓮見先輩は同じ高校に通っているが、登校は別々。

　当然だ。姉弟になったなんて知られるわけにはいかない。理由としては、母と蓮見氏が大っぴらには言えない関係だったというのがひとつ。僕と蓮見先輩の関係を明かせば親同士の関係にも触れざるを得ない。

　もうひとつは、僕と蓮見先輩の学校での立場の問題だ。

　蓮見先輩は我が校が誇る美少女の双璧のひとりで、片や僕は特に目を引くわけでもない一いつ介かいの男子生徒。その僕たちが姉弟になったなんて蓮見先輩は知られたくないだろうし、そうなれば上を下への大騒ぎだ。

　そんなわけで僕と蓮見先輩は時間差をつけて登校している。




　私立茜台高校は神こう戸べ市し営えい地ち下か鉄てつ西せい神しん・山やま手て線せんの学がく園えん都と市しにある。駅からはギリギリ徒歩圏けん内ない。気候のいいときなら何てことはない距きよ離りだが、真夏はちょっとうんざりする、といったところか。

　僕は最寄り駅の名みよう谷だにに着くと改札からホームに下り、電車を待つ。

　路線の名称こそ地下鉄だが、ひとつ手前の妙みよう法ほう寺じから電車は地上を走っている。見上げれば初夏の青空が見えた。

「あれ、真壁か？」

　不意に名前を呼ばれた。

　振り返ると整った容姿をした男子生徒の姿があった。

　クラスメイトの直なお井い恭きよう兵へいだ。

　彼を俗な言葉で端的に表すなら、イケメンリア充、となる。成績上位で、且かつ、ハンドボール部で活かつ躍やく中ちゆうの文武両道。それでいて容姿も端たん麗れいで、校内でも有名となれば、男子生徒版の瀧浪泪華、蓮見紫苑といったところで、もうそれ以外に表現する言葉はないだろう。

「直井か。おはよう」

「おはよう」

　彼は僕の横に並ぶと、学校と部の名称が書かれたスポーツバッグを僕とは反対の肩かたに持もち替かえた。

「真壁もここだったのか？　新しん長なが田ただったと思ってたんだけどな」

「親しん戚せきがここにいてね。母が死んでからお世話になってるんだ」

　例の如ごとく、噓ではない答えを返す。

　真壁の家はこの名谷から三宮方面に三駅ほど行った新長田にある。蓮見家に引き取られたおかげで、僕の通学時間は十五分ほど短縮された。直井はどこかで僕が新長田に住んでいることを知り、覚えていたようだ。僕も直井がここを最寄り駅としていることを知っていた。クラスメイトの情報なんて何となく耳に入ってきて、何となく覚えているものだ。

「そうだったのか」

　直井はどことなくばつが悪そうだ。

「今さらだけど、お母さんのこと大変だったな」

「仕方がない。運が悪かったんだよ」

　もちろん、残された家族にとってそんな言葉では片づけられないのだが、そうとでも思わないとやってられない。

　そこで電車がホームに滑り込んできて、僕たちはいったん話を中断し、開いた扉から乗り込んだ。吊つり革かわに摑まって、並んで立つ。ここから学園都市まではふた駅だが、直井は車内の込み具合から大きなバッグが邪魔になると判断したのか、スポーツバッグを網あみ棚だなの上に押し上げた。

「まぁ、幸いにして、いろんな人が助けてくれてるからね」

　扉が閉まり、電車が加速度運動をはじめると、僕は口を開いた。

　蓮見氏は母が亡くなったと聞いて、取るものもとりあえず駆けつけてきてくれたし、蓮見先輩は僕を受け入れてくれた。おかげで今まで通り、何不自由なく学校に通い続けられる。

「真壁は周りの人に恵まれたんだな」

「直井だってそのひとりだよ」

「俺が？　俺は何もしてないよ」

　彼は、まずは虚きよを突つかれたように驚きの声を上げ、それから笑った。

「昼休み、仲間に入れてくれた」

　直井ほどの生徒ともなれば当然彼を中心としたグループがあり、母の死後、蓮見先輩に弁当を作ってもらうようになるまでの間、僕は彼のグループと一緒に学食で昼食を食べていたのだ。

「あんなの、真壁が一緒に食べようって声をかけてきたから、俺はああいいよって答えただけの話さ」

「そうか。直井にとってはその程度の話だったか」

　どうやらグループ外の人間が一緒に食べようと言ってきてそれに応じるのも、彼にしてみれば当たり前のことらしい。直井の周りには確かにグループができているが、それを囲う壁を彼は持ち合わせていないようだ。

　しかも、僕は「一緒に行っていいか？」と聞いたはずなのに、直井の中では「一緒に行こう」と声をかけてきたことになっているらしい。

「何だよ、それ」

「別に。直井はそれでいいってことだよ」

　可お笑かしそうに笑いながら聞く直井に、僕はそう答えておいた。




　電車が学園都市の駅に着けば、そこからは徒歩だ。

　夏に片足を突っ込んだような強い初夏の陽射しの下、僕たちは学校を目指す。直井は大きなスポーツバッグを担ぎながらも、苦もなく歩いていた。

「おはよう」

　そうして教室に辿り着くと、直井はクラスの全員に聞こえそうなボリュームで挨あい拶さつを口にしながら中に入った。当然のように、男女関係なくほとんどのクラスメイトから返事があった。僕にはできない芸当だと思いながら後に続く。

「おはよう、恭兵君」

　真っ先に寄ってきたのは直井グループのコアメンバーのひとりだ。直井がまだ自分の席に鞄を置いてもいないのに声をかける。

　そして、ちらと僕を見た。

「真壁と一緒だったんだ」

「ああ、電車で会った」

「ふうん」

　彼は興味なさそうに答える。僕のことなど気にも留めていないといった様子だ。もちろん、それはあくまでもポーズでしかない。直井のところに飛んでくるや否や僕のことを聞いたあたり、かなり意識している。

　僕は直井と別れると、自分の席へと向かった。机の上に鞄を置き、直井の派手さとは正反対にサイレントな二人組のところへ行く。

　刈かる部べ景かげ光みつと辺へ志し切きり桜さくらだ。

　ふたりは前後に並んで座り、ぽつりぽつりと言葉を交わしているようだった。

「おはよう」

　僕が声をかけると刈部は手を上げて応え、辺志切さんは「おはよう」と消え入りそうな声で答えた。

「言ったろ。泉いずみ川かわは真壁を敵視してるって」

　刈部はいきなりそんなことを言う。どうやら教室の入り口でのやり取りをちゃんと見ていたようだ。

　泉川とはついさっき直井に寄ってきた男子で、前々から僕に対して隠す気のない敵意を向けてきているやつだ。フルネームは、泉川寿ひさし。

　人の見た目をどうこう言うのは好きではないのだが、彼は少し太り気味だ。平均体重にプラス十キロ超といったところか。

　彼は二年に上がって直井と同じクラスになると、持ち前のひょうきんな性格を活かし、なりふりかまわない態度で直井に気に入られようとした。その甲か斐いあってうまくグループの中ちゆう核かくに滑り込み、今やその一員として華やかな高校生活を満まん喫きつ中ちゆうだ。

　だけど、泉川は自覚している。自分が直井のグループの中ではやや見劣りするということを。容姿的にも、能力的にも。直井が僕を気に入れば、その代わりに自分が弾き出されるのではないかと怖おそれているのだ。

　というのが刈部の見立てで、僕もほぼ同意見だ。

「そこまでして賑にぎやかな高校生活を送りたいかね」

　刈部は呆れたように言う。

「そこに何よりも重きを置く人間もいるということだよ。……尤もつとも、人間や学校生活を評価する絶対的基準にするのは、僕もどうかと思うけど」

「俺には理解できそうにない」

「刈部は効率重視だから」

　逆に刈部景光という生徒はその対極にある。派手な学校生活を嫌きらっていて、彼には友達同士で大騒ぎするのは無む駄だなことに見えているようだ。

「そうだな。俺の理想は時計だよ。一時間の間に一時間分の仕事しかしない。一切の無駄がなくていい」

　確かに時計ほど仕事に無駄のないものはない。張り切って十分間で十五分進まれても困るし、それはただ単に壊れているだけだ。

「真壁くん、腕……」

　刈部らしい考えに苦笑していると、辺志切さんが控えめに口を開いた。彼女の視線は僕の腕に注がれている。

　僕の左腕には包帯が巻かれていた。先日、蓮見先輩を庇かばってできた名めい誉よの負傷だ。もちろん、彼女は傷があることを指し摘てきしたいわけではない。昨日まで吊っていた腕が、今日は三さん角かく巾きんが取れていることを言おうとしているのだ。

「この前、病院で診みてもらったときに、もう適当なところで外してもいいと先生に言われてたんだ。違い和わ感かんもなくなったし、これなら自由に動かしていいかと思って今日から外すことにした」

　包帯を巻いているのも、まだ少し生なま々なましい傷を隠す意味合いのほうが強い。

「そう。じゃあ、ちゃんと治っていってるんだ。よかった」

　辺志切さんはほっと安あん堵どしたように言う。

　気持ちの優しい女の子だ。





　　　　４．






　授業は特筆すべきこともなく終わり──放課後。

　僕は図書委員をやっている。しかも、たったひとりでだ。

　仕事はいたって簡単。時間になったら図書室を開け、時間になったら閉める。開室時間中は図書の貸出、返却、予約の受付といった閲えつ覧らん業務や、図書の配はい架か、書しよ架かの整理などが主だ。

　調べてみたら、図書委員会が選書までする学校もあるらしいが、我が校ではひとりしかいない図書委員にそこまでは望んでいないようだ。もしさせてもらえるなら、僕は新進気鋭の時代小説家、士つかさ総そう一いち郎ろうの著作を購こう入にゆうするだろう。

　それはさておき、学校としてはそれなりの進学校なのに図書室が開かずの間では体裁が悪いので、開けてくれるだけでもありがたいといったところなのだろう。

　授業とホームルームが終わると、職員室へ行って鍵を借り、図書室を開ける。

　そのタイミングを狙ねらったかのように姿を現し、最初に入ってくるのは壬み生ぶ奏かな多た──奏多先輩だ。それなりに付き合いが長い間柄だというのに、僕にひと言もなくいつもの席に座って作業をはじめる。

　そこから両手の指の数ほどもいない常連の生徒がばらばらとやってきて──そして、あまり見ない顔が時々出入りする。

　そうして閉室時間である午後六時の十五分ほど前、彼女はやってきた。




「こんにちは、真壁くん」




　旋せん律りつ的てきな声音が僕の名前を呼ぶ。

　業務用の端末に向かっていた僕が顔を上げると、そこには大人っぽい美人系の相貌に、時間をかけて丁てい寧ねいにセットしたような長い髪の女子生徒がいた。

　瀧浪泪華だ。

「ああ、瀧浪先輩。こんにちは」

　閉室時間が迫ってくると、彼女は毎日のようにこうしてやってくる。それまでは教室でクラスメイトとおしゃべりでもしているようだ。

「もうすぐ閉室ね。お疲れ様」

「世はすべてこともなし。お疲れどころか楽なものですよ」

　これでお金がもらえるなら最高なのだが、残念ながら無給の奉ほう仕し活動である。

　ふと、僕は直井の『真壁は周りの人に恵まれたんだな』という言葉を思い出し、瀧浪先輩もまた、まぎれもなくそのひとりだと思った。母の葬儀が一段落して僕が学校に復帰してからというもの、彼女は何かと気にかけてくれていた。

　そんなことを考えながら瀧浪先輩の相手をしていると、程なくして午後六時五分前の予鈴が鳴った。

　こんな時間まで残っているのは常連の生徒ばかり。六時になった瞬間、僕が追い出しにかかることを知っている彼らは、さっそく退室の準備をはじめていた。

「ねぇ、静流」

　そうしてただひとりを除いて全員が帰ったところで、瀧浪先輩が僕を名前で呼んだ。




　瀧浪泪華とはこういう人である。

　普段はお淑しとやかで落ち着いた優等生然とした振る舞いをしているが、僕とふたりきりになると途端に素の顔が出る。蓮見紫苑が裏表のない人なら、瀧浪泪華は裏表がはっきりした人なのだ。

　もともと彼女は、自分や自分の周囲を客観的に見ることができ、周りの人間が自分に何を求めているかを読み取ることに長たけていた。

　周りは彼女に美しく聡そう明めいであることを求め、瀧浪先輩もそれに応え続けている。

　結果、今の瀧浪泪華が出来上がったのである。言わば、彼女は周囲の人間の理想を体現した偶像アイドルなのだ。




「何か？」

　僕は閉室に向けてカウンター周辺を片づけながら、ぞんざいに答える。

　素の瀧浪先輩の前では、僕も真面目な図書委員、或あるいは、憧あこがれの先輩を前にした一介の男子生徒を演じるのをやめる。

「さっき話してる間、何回かわたしのことを観察するような目で見てたみたいだけど、どうかしたの？」

「うん？」

　妙なことを言われ、僕は作業の手を止めて顔を上げた。

「……ああ」

　少し考え、何となくこれかなという心当たりがあった。

　すると瀧浪先輩は少しだけ顔を赤くし、周りに誰もいないにも拘らず抑え気味のトーンで囁ささやくように言う。

「その、いちおう言っておくと、今日は静流が選んでくれたやつじゃないから。じゃあどんなのって聞かれると、あんまり色っぽくないから答えに困るんだけど……」

「そんなつもりで見てたんじゃないっ」

　瀧浪先輩といい蓮見先輩といい、どうしてこんなにもこの話題を引っ張りたがるのだろうか。僕としては選んだ時点で終わりにしたいのだが。

「そうなの？　だったら何？」

　彼女は追及の手を緩めない。まぁ、不ぶ躾しつけに見られていたら、その理由が気になるのは当然のことだろう。

「ふと思ったんだ。母が亡くなって以降、僕はいろんな人に助けられてるってさ」

「そうね。言っちゃあ悪いけど、蓮見さんのお父様が静流を助けるのは親としての責務ね。でも、後は静流の人徳じゃないかしら」

「僕は周りが助けたくなるような人格者じゃないよ」

　計算高くて、何より『欠落』を抱えている。

「で、瀧浪先輩も僕を助けてくれたひとりだと思った」

「わたしが静流を助けるのも当たり前だわ」

　彼女はさらりと言う。

「だろうね。誰に対しても平等に優しいのが瀧浪泪華という人だ」

　周囲の人間がそうあってほしいと望み、彼女はそれに応えた。

「そうじゃないわ。わたしが静流の力になるのは、静流がわたしの『同類』だから。わたしと同じ目をもっていて、同じモノを見てる。わたしにとって静流は特別なのよ」

「……」

　瀧浪先輩は僕を『同類』と呼ぶ。

　僕も彼女同様、その時どきの状況を、僕自身すらも含めて客観視できる。そして、今、自分がどう振る舞うべきか、どんな表情を作るべきか──その最適解を導き出せてしまうのだ。

　だから、『同類』。

「わたしにとっては当然のことだけど、それでも感謝してるっていうのならわたしの彼氏になってくれたらいいわ」

「さすがに代償が大きすぎるな」

「あのね、静流。代償って言い方はないんじゃないかしら？」

　瀧浪先輩は半笑いでそう言う。もちろん、可笑しいわけではない。その言い方は心外だと、軽くキレかけなのだ。

「僕には恋愛なんてものは向いてないんだよ」

「またそれなの」

　僕は彼女からあからさまな好意を向けられながらも、それを素っ気なくあしらう。

　誤解のないように言っておくが、僕は瀧浪先輩のことを何とも思っていないわけではない。それどころかきっと好きなのだろうと思う。

　まだこうやって話すこともなく遠くから見ていただけのときから、大半の男子生徒がそうであるように、僕も憧れを抱いていた。そして、素の顔を知った後も、その裏表のはっきりした性格は好ましくあった。

　だけど、僕には『欠落』がある。

　その場その場で最適な振る舞いをし、表情を作ることに長けすぎたせいで、どこまでが自然発生した感情なのか、どこからが作った感情なのかわからないのだ。

　故に、瀧浪先輩が好きという気持ちにも自信が持てない。そうである以上、僕は彼女の好意に対しても軽々しく応えてはいけないのだ。

「まぁ、いいわ」

　瀧浪先輩はため息交じりに言う。

「感謝の気持ちがあるなら、今日は一緒に帰りましょ」

「まぁ、それくらいならね」

「あ、しまった」

　僕が答えた直後、彼女はそう声を発した。

「そんなにあっさり首を縦に振るんだったら、デートにしておけばよかったわ」

「……」

　逞たくましいことで。

「ねぇ、静流──」

「言っとくけど、やり直しはきかないよ」

　僕は瀧浪先輩の言葉を遮さえぎるようにして言う。

　そこでさらなる追撃を阻はばむようにチャイムが鳴った。午後六時の本鈴だ。それで気勢を削そがれたのか、瀧浪先輩はチャイムの音が鳴り響ひびく中、「まったく……」と諦あきらめのため息を吐くのだった。

「さて、じゃあ、閉室するから外で待っててくれ」

「何か手伝う？」

「大丈夫だよ。今日はたいしてやることがない」

　図書の返却が多い日だとこの時間まで配架作業が残っていることもあるが、今日はそうでもなかった。

「それに」

　と、僕は左腕を見せ、今日から両手が使えることをアピールする。尤も、片腕を吊っていたときでも彼女の手を借りたことはないけど。

「そう。わかったわ」

　瀧浪先輩は笑みをひとつ見せると、踵きびすを返して図書室を出ていった。

「さて、と」

　僕は意識的に発音してから、閲覧席に目を向ける。

　そこには本日の利用者の最後のひとりが残っていた。──奏多先輩だ。

　いつもなら時計仕掛けかと思うほど時間ぴったりに図書室を出ていく彼女も、手が離はなせなかったのか気分が乗っていたのか、今日は六時を過ぎた今もまだ荷物をまとめている最中だった。

「奏多先輩」

　そばに行って声をかける。




　壬生奏多はこの茜台高校において特殊な存在だ。

　その怜れい悧りなほどに整った面立ちと、超ちよう然ぜんとした態度によって畏い怖ふの対象となり、陰で女じよ帝ていと囁かれながらアンタッチャブルな扱いとなっている。瀧浪泪華、蓮見紫苑に勝るとも劣らない美び貌ぼうの持ち主なのだが、先のような理由でそのふたりとともに並び称されることはない。

　そして、彼女と僕は同じ中学校の出身だった。つき合いは瀧浪先輩や蓮見先輩よりも長い。




「すぐに出るわ」

「急がなくても大丈夫ですよ」

　と、僕は返すが、これは状況を見てのことだ。すでに帰り支度はほぼ終わっているので、多少急いだところでたいした差はない。これが今から片づけるところだったら、図書委員として急かしているだろう。

「瀧浪を待たせているのではなくて？」

「聞こえてたんですか？」

　てっきり世の中で起こっていることなど我関せずと、自分のやりたいことに没ぼつ頭とうしているものだとばかり思っていた。

「見ていればわかるわ」

　さすが奏多先輩。断片的な情報から答えを導き出すには、やはり想像力がものを言うのだろうか。

「お前、相変わらず瀧浪に気に入られているわね」

「いいのやら悪いのやら」

　もちろん、嫌われるよりは好かれるほうがいいに決まっている。ただ、相手があの瀧浪泪華となれば、こちらが身がまえてしまうというものだ。

「僕も彼女のことは気に入ってますよ。素直に好きだと言えれば、なおよかったのですけどね」

　僕は自じ嘲ちよう気味に笑う。

「真壁静流は恋愛に向いていない」

「そういうことです」

　奏多先輩が問うわけでもなく発音し、僕はそれにうなずいた。

「自分の感情に自信がなくても恋愛はできるわ」

「それは不誠実でしょう」

「そう？」

　奏多先輩は不思議そうに首を傾かしげる。

「どんな態度をとれば相手が喜ぶか、どんな言葉をかければ相手の心に響くかがわかるということは、むしろ恋愛に向いていると言える。そういうものではなくて？」

「それじゃ哲てつ学がく的てきゾンビですよ」

　クオリアや主観的な意思を持たず、目の前で起きた物理的現象を解析して、適切な反応を返す──それが哲学的ゾンビ。もしそんなのがいたら人間と区別がつかないだろうと言われている。

「言葉は正確に使いなさい。哲学的ゾンビは思考実験上の仮定の話よ。感情のない機械のような人間を揶や揄ゆする言葉ではないわ」

「わかってますよ」

　さすが文筆家。こういうところはうるさい。

「間違っているのを承知であえて使いますが、そんな哲学的ゾンビみたいな態度で誰かとつき合うのは誠実ではないです」

　僕が口答えするようにして反論すれば、奏多先輩は荷物を片づける手を止め、じっと僕を見てきた。

　怜悧な美貌に見つめられてたじろぎそうになる。
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「そういうことを思えるお前は、決して哲学的ゾンビなどではない」




「……」

「と言いたいところだけど、それすらもできて人間と区別がつかないのが哲学的ゾンビというものね」

「ですね」

　僕は苦笑する。

　結局のところ、そういうものなのだ。何ができるから人間だ、何ができないから哲学的ゾンビだという話ではない。何せ、人間と区別がつかないと定義されているところからはじまっているのだから。

「でも、それと同じよ。お前が自分の感情はどこまで真実かなんて問いかけても境界線の引きようがない。だからお前は考え続ければいい。そして、瀧浪に対するのと同じくらい、自分の感情にも誠実であればいい」

「……」

　絶えず考え続けろ。自分の気持ちに誠実であれ、か。

　僕は奏多先輩の言葉を心の中で復唱する。

「さしあたり、お前が考えないといけないのは言い訳のようだけど」

「はい？」

「瀧浪が目を三角にしてこちらを睨にらんでるわ」

　そうだ。瀧浪先輩を待たせているのだった。はっとして図書室の出入り口を振り返れば、そこには腕を組み、口の端を吊り上げている彼女の姿があった。苛いら々いらしているのが目に見えてわかる。

「初めての女が忘れられなくて喰くい下さがっていると、私のほうから──」

「やめてくださいよっ。話がややこしくなりますから！」

　僕の口から思わず悲鳴じみた声が出た。

　普段は世捨て人みたいな態度なのに、なんで時々積極的に火をつけて回ろうとするのだろうか。

「あー、ほら、もう閉めますから、とっとと出てください」

「横暴な図書委員もいたものね」

　奏多先輩はそう言って一度鼻で笑うと、制鞄を持って出入り口へと歩いて行った。




「悪い。遅くなった」

　僕は急いで閉室作業をすませ、待っている瀧浪先輩のもとへと向かった。

「奏多先輩、何か言っていったか？」

「……特には」

「そうか」

　ほっと胸を撫なで下おろす。よけいなことは言わなかったらしい。

　尤も、目の前には腕を組み、口を真一文字に引き締めた瀧浪先輩という大きな問題が仁王立ちになっているが。

「ずいぶんと話し込んでたわね」

　図書室の鍵を閉める僕の背中に、彼女が非難の響きを含んだ声を浴びせかける。

「哲学的ゾンビについて少々意見交こう換かんをね」

「どうやったら退室させにいって、そんなテーマでの議論になるのよ……。本当なんだか下手な噓なんだか」

　瀧浪先輩は呆れたようにため息を吐く。

　僕は鍵をかけ終えると、ちゃんと施せ錠じようがされているか確認してから歩き出した。瀧浪先輩もついてくる。

「ねぇ、静流？　本当に壬生さんとはどういう関係なの？」

「別に」

　職員室に向かいながら──瀧浪先輩が僕に問い、僕は曖あい昧まいな答えを返した。

「わたしにも言えないこと？」

「その言い方はずるいよ」

「女だもの」

　彼女はさらりとそう言う。

　この人は広い意味で女であることを武器にしてくるからたちが悪い。

「僕と奏多先輩は同じ中学の出身なんだ。そのときからの顔見知り。つき合いは瀧浪先輩の何倍も長いよ」

　そんな言い方をされれば、さすがに答えざるを得ない。

「そこがいま言える限界？」

「うん？」

「だってそうでしょう？　その程度のこと、もったいぶって隠しておくほどのものじゃないわ。ほかにも言いにくい何かがある。ちがう？」

「……」

　少し考えればわかることではある。だけど、今の僕は底の浅い誤ご魔ま化かしとともに、心の中まで見透かされたような気分だった。

「……正解」

「だと思ったわ」

　そう言って瀧浪先輩は小さく笑った。

　そして、そのまま何かを言うことも、問いを重ねることもなく、黙って廊ろう下かを歩き続ける。

「聞かないのか？」

「聞かないわよ」

　文章の体ていをなしていないような僕の質問に、瀧浪先輩は短い言葉で躊ちゆう躇ちよなく答えた。

「聞いても静流は答えない。なぜなら静流にとってわたしはまだそんなことまで話せるような相手ではないから。でも──今に見てなさい。すぐにわたしのものになってもらうから」

　彼女はそう言って、自信ありげに笑う。

　瀧浪泪華はどこまでも強い。

　断っておくが、僕と奏多先輩の間には、墓まで持っていきたいほどの秘密があるわけではない。言おうと思えば、今ここで言うこともできる。ただ、そうしてしまえば、彼女が見せた意い気き込ごみに失礼である気がしたのだ。

（自分の感情に誠実であれ、か……）

　僕は奏多先輩の言葉を思い出す。

　僕も瀧浪泪華に胸を張って好きだと言えるようになりたいものだ。





[image: ]

　静しず流るが一緒に帰ると言ってくれた。

　珍めずらしいこともあるものだと思い、図書室の外で待っていたのだけど、いっこうに出てくる様子がない。どうしたのかと中を覗のぞいてみれば、壬み生ぶ奏かな多たさんと話し込んでいた。

　談笑といった感じではない。真面目な話でもしているのだろうか。

　壬生奏多さんはいつも放課後の図書室にいる。普段から独特の雰ふん囲い気きで近寄り難いのに、図書室では何やら真しん剣けんな顔をしてノートにペンを走らせている。時々周りに資料を積み上げていることもあるので、何か調べものでもしているのかもしれない。

　そんな彼女に、静流はいつも臆おくすることなく話しかける。

　対する壬生さんは、目に見えて態度が変わったりすることはない。普段の雰囲気のまま。時々薄く笑うことがあるくらい。

　いったいふたりはどういう関係なのだろう？　いつかちゃんと聞かないと。

　それにしてもわたしを待たせてほかの女の子と話し込むなんて。腹が立ってきた。

　壬生さんに何か言われたのか、静流がはっとこちらを振り返り──直後、「げ……」といった顔。失礼な。

　やがて彼女が先に出てきた。静流に追い出されたのだろう。

「さよなら、壬生さん」

「ええ、さようなら」

　すれちがいざま、彼女と交わしたのは挨あい拶さつだけ。いつかふたりだけで話をしてみようと思う。お気に入りのカフェに行くのもいいかもしれない。




　帰り道、ようやく静流が話してくれた。

『僕と奏多先輩は同じ中学の出身なんだ。そのときからの顔見知り。つき合いは瀧たき浪なみ先輩の何倍も長いよ』

　なのだそうだ。

　少しだけ疑問が解けた。

「でも、まだ何かある気がするのよね……」

　地下鉄の名みよう谷だに駅えきで、静流が先に電車を降りるかたちで彼と別れた後、わたしはひとり考える。

　静流の言う通り単なる顔見知りなら、親しげに『奏多先輩』と名前で呼んだりはしないだろう。何かある。でも、まだわたしはそれを話せるような相手ではないのだ。早く何でも打ち明けてもらえるようになりたい。そうしたらわたしのことも名前で呼んでくれるかもしれない。『泪るい華か先輩』とか。

「ふたりきりのときはいっそ呼び捨てでもいいわね……」

　なんて考えてしまう。

　電車の窓に映る自分の顔を見れば、少しにやけている気がした。

　誰に対して取とり繕つくろうわけでもなく小さく咳せき払ばらいをしてから、わたしは再び壬生さんのことを考える。彼女の言葉の中に静流との関係を示すヒントはないだろうか。

　唐とう突とつにひとつ思い出した。

『静流は女の体なんて見慣れているのよね』

　あれは壬生さんの冗談だと静流は言っていた。

　でも、冗談ではなかったら？

「あ、れ……？」

　思考のリンク。

　或いは、連想ゲーム。

「まさかね……」

　そして、わたしはその先は考えるのをやめた。
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　月に一回、生徒会と各委員会の代表が集まる会合がある。

　内容は生徒会からの連絡や、それぞれの委員会の活動報告が主で、議論が紛ふん糾きゆうするようなことはまずない。実に事務的で、淡たん々たんとしたものだ。

　今日、その会合がある。

　そして、知っての通り図書委員会は今年から僕ひとりだ。よって、会合に参加するのも、おのずと僕になる。

　僕は本日の授業とホームルームが終わると、まずはいつものように職員室へ行き、図書室の鍵を借りた。

　それから図書室へ向かい、中に入ると用意しておいた『本日は休室です』の紙を取り出し、出入り口のドアに貼る。同様に今日の休室を告知する紙を一週間ほど前からカウンターに貼っていたので、この作業をしている間、常連の生徒はひとりも現れることはなかった。

　それが終わると、今度は会議室へと向かう。

「真ま壁かべクン」

　廊ろう下かを歩いていると、後ろから声をかけられた。

　振ふり返かえればそこにはタレ気味の目をして、おっとりした雰ふん囲い気きを纏まとった三年生の女子生徒がいた。

　鷹たか匠じよう雅みやび先せん輩ぱいだ。

「こんにちは、鷹匠先輩」

「今から委員会の集まり？」

　鷹匠先輩は僕に追いつき、横に並ぶと、そう聞いてくる。僕は少しだけ歩く速度を落とした。

「ええ。……あれ？　もしかして鷹匠先輩もですか？　でも、今まで見たことがありませんけど？」

　学年が上がって図書委員会が僕ひとりになったのはこの四月からだが、それはあくまでも名めい簿ぼの上でのこと。実際には昨年度の秋、三年生が受験で忙いそがしくなったころから僕が代表として会合に出ていた。

　そのころはどこの委員会も委員長代理、暫ざん定てい的てきな代表が出てきていたが、その多くは年度が変わってもそのまま代表となったようで、あまり顔ぶれは変わっていない。鷹匠先輩がどこの委員会に参加しているかは知らないが、彼女の姿は昨年度も、今年度も見ていないはずだ。

「真壁クンが図書委員の代表で出てくるのはわかってたから、今回はロプロスに──」

「ロプロス？」

「うちの会長です」

　普通、委員会の場合は『委員長』ではないだろうか。

「その会長に言って代わってもらったんです。真壁クンに会いたくて」

　いいのか、そんな理由で代わって。……まぁ、会長ロプロスも会合なんて面めん倒どうだから、ふたつ返事で代わったのだろうけど。

「僕なら放課後、たいてい図書室にいますけどね。……ところで、鷹匠先輩は何の委員会に入っているんですか？」

「風紀委員会」

「ぐふっ」

　思わず咽むせた。

「その反応、瀧たき浪なみさんから何か聞いてます？」

「ええ、まぁ……」

　聞いた話によると、この鷹匠先輩は顔を出しながらでは到とう底ていできないような自じ撮どり写真をＳＮＳにアップしているらしいのだ。つまり風紀とは対極にあるような人である。

「これは人の秘密を勝手にしゃべった瀧浪さんにお仕置きですね。えっちな自撮りを真壁クンに送らせましょう」

「やめてくださよ、そんなことっ」

　まさか嬉き々きとして送ってきたりはしないだろうけど、万が一のこともある。

「話の流れで僕が聞いたんですよ。瀧浪先輩はそれに答えただけです。あの人は悪くありません」

　ついでに言うと、もとを辿たどれば鷹匠先輩がそんなアカウントを持っていることを仄ほのめかしたりしなければ、僕と瀧浪先輩の間でそんな話が出ることもなかったのだ。

「冗じよう談だんですよ」

　鷹匠先輩はくすりと笑う。

「どちらかと言うとわたしは、真壁クンになら言ってもいいと判断した瀧浪さんに興味がありますね。瀧浪さんってやっぱり真壁クンのことを？」

「さぁ？　それは瀧浪先輩本人に聞いてください。尤もつとも、瀧浪先輩が僕のような普通の男子生徒を相手にするとは思えませんけどね」

　あくまでも図書室に通う先輩と図書委員の後こう輩はいという体ていで答える。

「真壁クンはそんなに悪くないと思いますよ、わたしは」

「ところで、どうしてそんなことやってるんですか？　趣しゆ味み、ですか？」

　僕は話題を変えるべく聞いてみる。

「そうですね。趣味ではある、かな？　海外にもかわいい制服は多いですから。でも、それ以上にストレス解消でしょうね」

「ストレス解消？」

「うちってそれなりに立派な家で、小さいころからいろいろ厳しいんですよ。だから、その反動なんだと思います。解放感とか、承認欲求とか」

　鷹匠先輩は淡々と語る。

　なるほど。自己分ぶん析せきはできているらしい。この人も自分のことを客観的に見ることができるのだろう。それを表すかのように、さっきまでの人をからかうような口調が少しだけ鳴りを潜ひそめている。

「仲のいい何人かは知ってますよ」

　大だい丈じよう夫ぶなのだろうかと心配になる。仲のいい振りをして裏でアカウントのことをバラすとか、そうでなくともケンカをした拍ひよう子しにとか……と考えたが、彼女の友達とは、つまり瀧浪先輩のグループということだ。何度か見かけたが、中心がお淑しとやかな瀧浪泪るい華かだけあって、テーブルの上では仲よく談笑、その下では足の蹴けり合あい、なんてことはなさそうに見えた。

「やめたほうがいいと言われます。瀧浪さんにも言われました」

「でしょうね」

　まっとうな友達ならそう忠告するだろう。何せかなり危ないことをやっている。もし悪意をもった人間が鷹匠先輩にまで辿り着いたとしたら、きっとよくない事態になるだろう。

「やめられないんですか？」

「というより、やめたくないんですよね」

　鷹匠先輩はきっぱりと言い切った。

「最初はちょっとした興味。それからストレスがきっかけで本当にやるようになって、今では立派な趣味。ぜんぶわたしがこの足で辿ってきた道ですから、自分でそれを否定したくないなって思うんです」

「そうですか」

　大事な思い出を語るような鷹匠先輩に、僕はそれしか答えられなかった。

　やはりこの人は自分のことがよく見えているし、よくわかっている。これもひとつの誠実さなのかもしれない。

「気をつけてくださいね」

「わかってます。わたしだって身バレは怖こわいですからね。おかげでいろんな知識を身につけましたよ。それはもう、今すぐにでもＩＴ企き業ぎようを設立できるくらいに」

　それが本当だったら、おっとりした雰囲気からはまったく想像がつかない。人は見かけによらないものだ。

「それにしても男の子に知られたのは初めてですね」

「そうなんですか？」

「はい。頼たのんだら着てくれそうとか、写真を撮とらせてくれそうなんて思われたら大変ですから」

　鷹匠先輩は苦笑する。

　いつの間にか悩なやみの吐と露ろみたいになっていて、少し空気が重く感じられた。

「なんだ、僕もてっきりそうだと思ってました」

「もぅ、真壁クンまで。撮さつ影えい会かいはやってません」

　僕があえて軽い調子で言えば、鷹匠先輩も笑いながら返してきた。

　和やかな空気が戻もどってくる。

「あ、でも、真壁クンにならいいかなぁ」

[image: ]

　例の如ごとくおっとりした口調が妙みような色気を醸かもし出し、まるで今にも甘あまったるくしな垂れかかってきそうだった。

「浮うわ気き相手にわたしなんてどうです？　好きな制服で放課後デートしてあげますよ」

「おっと、会議室が見えてきましたね。みんな待ってるかもしれません。急ぎましょう」

　僕は見えない手からするりと抜ぬけるように歩調を速める。後ろでは「あ、こら」と、鷹匠先輩が声を発していた。

　僕にそんなことを唆そそのかさないでもらいたい。血の業が深すぎる。
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　会合はいつも通り一時間ほどで終わった。

　時間中、僕からは図書委員会の活動報告をしただけ。尤も、放課後に図書室を開けるだけの活動なので、たいして報告するようなことはないのだけど。終わると三年の学年主任から、「悪いな、ひとりで。でも、真壁のおかげで助かってる」と声をかけていただいた。

　会合の内容については、僕の場合、情報を共有するような委員会メンバーがいないので楽なものだ。

　数日前から出していた休室の告知はしっかり周知されているようなので、今から図書室を開けたところで誰だれもこないだろう。今日はむりに開けようとせず、このまま帰ることにした。




　いつもより早い帰宅。

　名みよう谷だにの駅で電車を降り、改札を出たところでひとつ心配になった。

　僕は蓮はす見み邸ていの鍵を持っていない。僕がいつもの時間に帰ってくると思って、蓮見先輩が家に鍵をかけて出かけていたりすると、僕は中に入れず閉め出されてしまうのだ。

　出かけていなければいいけど──そう思っていたときだった。

「し……」

　不意にそんな短い発音が耳に飛び込んできた。たったこれだけでも、ここ半月ほどですっかり聞き慣れた声だとわかってしまう。

　そちらに顔を向ければ、きょろきょろと辺りを窺うかがう蓮見先輩の姿があった。

「真壁くん」

　どうやら僕を見かけて家と同じように名前を呼ぼうとしたが、まだ駅前、どこで誰が見ているかわからないと思い、改めて呼び直したようだ。

「静しず流る、どうしたのよ。いつもより早くない？」

　蓮見先輩はそばまできてから、そう問うてくる。今度は名前だ。

　今の彼女は、デニムのロングパンツに袖そでの短いカットソーというファッション。手には大きめのエコバッグを持っているので、一度家に帰ってから改めて買いものに出てきたようだ。

「今日は委員会の会合があったので。それが終わったら図書室は開けず、とっとと帰ってきました」

　答えながら僕は、蓮見先輩の手からバッグを引き取った。

「あ、ありがと。……そっか。委員会ってそんなこともやってたのね。でも、よかったわ。ここで会えて」

「すみません。ちゃんと言っておけばよかったですね」

　委員会に無関係の生徒なら、月に一回そんな会合をやっていることなど知らなくて当然だ。僕が事前にひと言言っておくだけで、この事態は回かい避ひできただろう。

　制せい鞄かばんとエコバッグを持った僕と手ぶらの蓮見先輩が並んで、黙って歩く。

「……遅くなったけど、帰ったら鍵を渡すわ。持ってなさい」

　やがて蓮見先輩がぽつりとひと言。

「いいんですか？」

「いいも悪いも、家族が家の鍵を持ってなくてどうすんのよ。誰もいなかったら閉め出されるでしょうが。あたしはいちいち静流に合わせてられないんだからね」

　僕が問い返せば、彼女はやや早口で捲まくし立たててきた。

　たぶん改めてこういう儀ぎ式しきをする気き恥はずかしさの反動なのだろう。僕としては「そ、そうですね……」としか言いようがなく、そのままふたりで黙って家路を歩いた。

「悪かったわね」

　駅前の喧けん騒そうも遠くなってきたころ、おもむろに蓮見先輩が口を開いた。

「お父さんが静流に鍵を渡そうとしたとき、横であたしがいやそうな顔をしたから受け取らなかったんでしょ」

「……」

　あのとき蓮見先輩は、いやそうとまではいかないものの、複雑な顔をしていたのは確かだった。自覚していたのか、後で気づいたのか。

「そりゃあ誰だって見ず知らずの人間に家の鍵をあずけるのはいやですよ」

　隠しても仕方がないので、僕はそう答える。

「ほかにもいろいろ気を遣つかわせてるんだと思う」

「それは蓮見先輩だって同じでしょう。赤の他人同士が一緒に暮らそうっていうんですから、少なからずそうなりますよ」

「まぁね」

　蓮見先輩は苦笑する。

　彼女とて、自分は今まで通りに振る舞うからお前が気を遣えではなく、やはり多少なりとも何か不自由を感じる場面はあるのだろう。

「でも、まぁ、今はもう見ず知らずの人間でもなければ赤の他人でもないわね」

　蓮見先輩はどこか言いにくそうに、そう言葉を紡つむぐ。

　不ふ慮りよの事故で母を亡くし、ひとり残された僕にとってはありがたい言葉だ。少しだけ胸が熱くなる。

「あんたさ、せっかく早く帰ってきたんだし、夕飯の支度手伝いなさいよね。今日はお父さんもいて三人分なんだから」

　照れ隠しなのか、蓮見先輩は一転して横暴にも見える態度で命じてきた。

「そりゃあもう、喜んで」

　親愛なる姉上の要望だ。僕はそう答えるしかない。
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「そんなわけで、家の鍵をあずかるに至ったわけだ」

　翌日の放課後の図書室、僕は昨日起きた小さな出来事を瀧浪泪華に話した。

　つい先ほど午後六時五分前の予鈴が鳴った。僕はカウンターの中で閉室に向けて片づけをしている。閲えつ覧らん席せきに目をやれば、この時間まで残っていた生徒たちは、ひとり、またひとりと退室しつつあった。六時の閉室時間にはほぼみんな出ていってくれるので助かる。

　そして、その視界を遮さえぎるようにカウンターの真ん前に立っているのが瀧浪先輩だった。

「多少なりとも家族として認められつつあるということかな」

　僕は苦笑するが、どうにも自じ嘲ちよう気味にならざるを得ない。

　何せ僕は愛人の子だ。半分血のつながりがあるとは言え、蓮見先輩にとっては受け入れ難かったにちがいない。そんなマイナスからの出発点ながら関係がよくなりつつあるのは、やはり彼女のフレンドリーな性格故だろう。

「最初からそうだったと思うけど？」

「確かにね」

　瀧浪先輩の言葉に僕は納得する。

　確かに蓮見先輩は、おじさんの過去の過ちと僕のことは切り離して考えていた。ただ生まれてきただけの僕に罪はないのだと明言もしていた。

　だからと言って、初めて会う異母弟を家族として受け入れられるかは別問題だろう。実際、蓮見先輩はその狭はざ間まで揺れたようで、その態度は非常に波のあるものだった。

「ようやく環境を整えようとしているのかしらね。……それにしても、蓮見さん、まだ渡してなかったのね。帰ったら渡すって言ってたのに」

「うん？」

「何でもないわ」

　こっちの話だとばかりに瀧浪先輩は言う。どうやら僕の知らなくていいことのようだ。知らなくていいことなら、むりに聞き出すつもりはない。

「さて、家の鍵を受け取ったのはいいんだけど、何かあったときのために蓮見先輩の連絡先くらいは聞いておきたいところだ」

「そんなの教室に訪ねていけばいいことじゃない。どのクラスか知らないわけじゃないんでしょ？」

「もちろん、知ってる。お互いが学校にいる時間ならいいんだ」

　僕がいきなり会いにいったら蓮見先輩が迷めい惑わくだろうから、その方法は最後にしておきたい。そのためにも電話番号やメールアドレス、チャットアプリのＩＤなど交換しておきたいのだ。

「例えば今、急に用事が入って帰りが遅くなっても、それを連絡する術がない」

「そうね。デートなら少し帰りが遅くなるくらいですむけど、帰らないとなったら連絡はしておかないと蓮見さんが心配するわね」

「何でそんな状況になるのか皆目見当がつかないが、まぁ、そういうことだ」

　やけに真剣な顔で言う瀧浪先輩に、僕は面倒くさくなってそう答えた。理由はさておき、状況は間違っていない。

「聞けばいいじゃない」

「まぁ、そうなんだけどね。あらたまって聞くとなると、何となく気恥ずかしくてさ」

　昨日の蓮見先輩の気持ちがよくわかる。

「これがクラスの女子とかなら、普通に聞けるんだけどな」

「待ちなさい、静流」

　何やら聞きき咎とがめたようで、瀧浪先輩が鋭するどい声を発した。

「あなた、そんなにナチュラルに女の子にアドレスを聞くの？」

「目的と流れがあればね」

　校外学習でのグループ行動のときや、授業の中で班単位で課題を出されたとき。或あるいは、何かの拍子に仲よくなったときの名刺交換代わりに。例の如く僕にはどのタイミングで、どのように聞けばいいかわかってしまうので、断られたことはない。

「わたしには聞かなかったじゃない」

「瀧浪先輩の場合、初めて話したその日から警けい戒かいすべき相手だと認識したからね。そんな考えにならなかったんだよ」

　それでも今では、僕のアドレス帳には瀧浪泪華の電話番号とメールアドレスが書き込まれていて、チャットアプリには彼女が友だち登録されているわけだが。

「まぁ、いいわ。わたしだって男の子のアドレスなんて山ほど入ってるもの。人のことを言えた義理じゃないわ」

　瀧浪先輩はふふんと鼻を鳴らし、勝ち誇ったように言う。

「そうだろうね。瀧浪先輩は人気があるから──」

「噓うそに決まってるでしょ！　あなたね、少しは自分の彼女の交遊関係くらい心配しなさいよ」

「あ、悪い。そういう流れだったのか」

　本気で気がつかなかった。瀧浪先輩と話していると、時々次元の高い展開になってついていけなくなる。

「あと、勝手に彼女を自称してくれるな」

「言うと思ったわ。まったく、もう」

　ため息を吐つく瀧浪先輩。

「盛り上がっているところ悪いのだけど」

　そこに声をかけてきたのは奏かな多た先輩だった。

「静流、これを借りるわ。まだ大丈夫？」

「もちろんです。システムは最後に落とすようにしてますから」

　まだ開室時間内だからというのはもちろんのこと、チャイムが鳴ってから慌あわてて借りにくる生徒もいる。

　僕は奏多先輩から図書を受け取る。ライブラリーカードは本の上に乗っていて、彼女の親指によって押さえられていた。

　ハンディのバーコードリーダーでカードと図書のバーコードを順に読み取る。

「返却は二週間後です」

「わかっているわ」

　体に沁しみついた流れで返却期限を告げると、奏多先輩に素っ気なく言われてしまった。

　彼女はすでに帰り支度をすませていて、僕が返した図書とライブラリーカードを受け取ると、それを制鞄の中に放り込み、図書室を出ていった。

　奏多先輩の姿が見えなくなると同時に、午後六時のチャイムが鳴る。

「相変わらず独特の雰囲気ね」

　それが鳴り終わると、音の余よ韻いんの中で瀧浪先輩がそう口にした。

「昔からだよ。生まれ持ったものなんだろうね。別にああいうキャラクターを演じてるわけじゃなくてさ」

「もしかして彼女、あんなだから人と話をしようとしないの？　周りを怖がらせないように？」

「いや、単に性格だよ」

　尤も、僕が知っているのは奏多先輩と出会った四年前からのことだけなので、もしかしたらもっと前に何かあったのかもしれないが。そして、今現在については単純にやりたいことがあって、それに没ぼつ頭とうしているだけだ。

「さて、瀧浪先輩もとっとと退室してくれないか。もう閉室だ」

「あなたは本当、上級生への敬意というものに欠けるわね」

　瀧浪先輩はため息交じりにそう言うと、踵きびすを返した。貸出カウンターにほど近い閲覧席の上に置いてあった鞄を手に取る。

「あ、そうだ、静流。蓮見さんの番号だったら──」

「いや、いいよ。自分で聞く」

　僕は彼女の言葉を遮るようにして答えた。

　瀧浪先輩が蓮見先輩のアドレスを知っているのはわかっているが、これは自分の口で本人に聞くことにしよう。これでも家の鍵をあずかる身なのだから。

　ところが、僕の返事を聞いた瀧浪先輩は、どういうわけか目をぱちくりさせていた。

「何か？」

「ううん、何でもない。面白そうだから黙っておくわ」

　何やら不ふ穏おんなことを言っている気がするが──知らなくていいことと一緒。言おうとしないことをむりに聞き出す趣味はない。

　そうして瀧浪先輩は帰っていった。
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　いつも通りの手順で、滞とどこおりなく図書室を閉める。

　次なる問題は蓮見先輩に連絡先を聞くことなのだが、

「ま、なるようになるか」

　電車に乗り、名谷の駅で降りるころには、そう気楽に考えていた。

　要するに障しよう壁へきになっているのは、あらたまって聞く気恥ずかしさの一点なのだ。逆に言えば、それしかない。しかも、イチかバチかのナンパじゃないのだから、断られる心配もない。恥ずかしさも一過性のもの。ならば難しく考えることはないだろう。

「真壁」

　そう結論しながら改札を出たところで、名前を呼ばれた。

　まるで昨日の再現。

　だが、振り返ったそこにいたのは蓮見先輩ではなく、直なお井い恭きよう兵へいだった。

「一緒の電車だったんだな」

　彼かれは笑みを見せながら寄ってきた。

　恰かつ好こうは制服ではなく、クラブのジャージに練習用のＴシャツだ。運動部の練習は十九時まであるのが普通だと聞くので、今日は早く切り上げたのかもしれない。

「真壁は今日も図書委員か？　ひとりしかいないのに毎日大変だな」

「それが仕事だからね」

「でも、誰にでもできることじゃない。頭が下がるよ」

　直井と並んで歩く。

　彼がどこに住んでいるかは知らないが、少なくとも駅から徒歩圏けん内ないで、しばらくは同じ方向のようだ。

「ところで、昨日真壁がここで蓮見先輩と一緒にいるのを見たんだが」

　少し歩いたところで、直井がそう切り出してきた。わずかに緊きん張ちようの色を帯びている。

　昨日のここでというと、買いもの帰りの蓮見先輩とばったり出くわした件か。どうやら直井もあの場にいて、僕たちを見ていたらしい。今日以上に早く練習が終わったのか、それともそもそも休みだったのか。

「真壁は蓮見先輩と知り合いなのか？」

「前に話しただろ、こっちにいる親しん戚せきのところに厄やつ介かいになってるって。その親戚の家が蓮見先輩の家と近いんだ。それで会えば話すようになってね」

　僕はこういうときのために用意しておいた噓の設定を直井に聞かせた。

「そうだったのか。それはラッキーだったな。男としちゃ羨うらやましいよ」

　彼はこれで納得がいったと笑う。少しだけ申し訳ない気持ちになった。

　僕たちは歩き続ける。

　だけど、僕からも直井からも言葉はなく、黙ったまま。僕が口を開かないのは、先ほどの直井に悪いと思う気持ちを引ひき摺ずってしまっているせいなのだが、直井は珍めずらしいと思う。彼は決してよくしゃべるほうではないのだが、グループの中心にいるだけあって普段から話題の提供はうまい。

　不意にスラックスのポケットに押し込んでいたスマートフォンがメロディを奏で出した。音声通話の着信だ。

「ちょっとごめん」

　ひと言断りつつ端末を取り出し、ディスプレイを見てみる。

　そこにあったのはアドレス帳に未登録の番号だった。が、まるっきり見たことのない数字の並びというわけでもなかった。どこで見た番号だろうか？

「じゃあ、俺は先に帰るよ。また明日な」

　その記憶を手た繰ぐり寄せる姿が、そばに人がいて出るのを遠えん慮りよしているように見えたのか、それとも出られずに困っているように見えたのか、直井は短く別れの挨あい拶さつを口にすると、早足で歩いていってしまった。

　こうなってしまっては気を遣ってくれた彼に悪い気がして、相手が誰だかわからないが、通話ボタンをタップしてから電話に出た。

「もしもし？」

『あ、静流？　いま駅の近くにいる？　ちょっと買ってきてほしいものがあるんだけど』

　蓮見先輩だった。

　そして、僕は膝ひざから崩くずれ落おちそうになった。

　見覚えがあるはずだ。前に僕はこの番号を瀧浪先輩に見せられ、自ら電話をかけているのだから。そして、先ほど瀧浪先輩が言わんとしたこともわかった。わざわざ聞かなくても電話番号なら履り歴れきを辿れば出てくるのではないか。そう言いたかったのだろう。

　今まで悩んでいたのは何だったんだ……。
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　その日の夜、

「あ、そうだ、蓮見先輩。テキチャのＩＤ、おしえてもらっていいですか？」

　僕がリビングにいると蓮見先輩がスマートフォンを操作しながら二階から下りてきたので、そう切り出した。

「ん？　……あ、そうね。電話よりそっちのほうが便利なときもあるわね。おけおけ」

　蓮見先輩は「ちょい待ち」と言うと、素早く端末に指を走らせる。

「ＩＤから検索して登録するよりも、こっちのほうが早いわ」

　そうして差し出してきたディスプレイにはＱＲコードが表示されていた。確かに友だち登録したい相手が目の前にいる場合はこのやり方がいちばん簡単だ。僕はカメラ機能を起ち上げ、そのＱＲコードを読み取った。

「できました」

「こっちもよ」

　蓮見先輩はぼすんとソファに腰こしを下ろした。

　蓮見邸のリビングには、三人は掛けられる長いソファと、ひとり掛けのソファがある。長いほうは僕の定位置、ひとり掛けのほうは蓮見氏の定位置となる。蓮見先輩はおじさんがいれば長いソファに座るし、いなければひとり掛けのほうを使う。

　今はおじさんがいないので、ひとり掛けのソファに座った。

「へぇ、なんか新しん鮮せんね」

　そして、スマートフォンの画面を矯ためつ眇すがめつしながらそんなことを言う。きっとそこには僕が友だち登録されたばかりのチャットアプリが映し出されているのだろう。

「蓮見先輩ならいっぱい友達がいるでしょうに。ひとり増えたくらいで何を感動してるんですか」

「ま、確かにね。でも、実は男友達はほとんどいないのよね、これが」

「そうなんですか」

　ちょっと意外だった。

　それが顔に出ていたのか、蓮見先輩がむっとした顔で聞いてくる。

「なに、あたし、そんなにオトコ多そうに見えるわけ？」

「い、いえ、そういうわけでは……」

　もちろん、自分に気のある男を大量にキープしているようなイメージはない。単に男女関係なく友達が多いのだろうと思っていただけだ。

「まぁ、いいわ。何かあったらこれで連絡しなさい」

「わかりました」

　これで連絡手段は確保できた。

「あのさ……」

　と、そこで蓮見先輩が言いにくそうに切り出してきた。

「やっぱり静流も瀧浪さんとチャットしてるの？」

「いえ、特には。こういうので何往復もやり取りをしてると電話のほうが早いだろって思いはじめるので」

　テキストチャットというかたちに拘こだわる理由がわからないのだ。

「あ、そうなんだ。なんか、こう、テキチャでしか言えないようなことを言ってたりするのかなと思って……」

「何ですか、それ？」

「ほ、ほら、あるじゃない、『今どんな恰好してるでしょう？』とか『どんなの穿はいてると思う？』とか……」

「……」

　いや、ない。そんなのはそうそうない。

「ちょ、ちょっと、かわいそうな子を見るような目で見ないでよっ」

　しまった。思わずそんな目をしていたか。蓮見先輩も僕とはちがう意味で恋愛わからんの人だからな。

「さすがにそんな女の子は──」

「瀧浪さんならやりかねないわ」

　言いかけた僕の言葉を遮り、断言する蓮見先輩。

「……あり得ますね」

「……でしょう？」

　思いがけず姉弟の意見が一致したのだった。瀧浪先輩はこんなことを言われているとは夢にも思わないだろう。
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　まだ七月にも入っていないというのに、その日、学校へ行くと昇降口を入った吹き抜けの部分に笹が立っていた。

　この茜あかね台だい高校は、何年か前までは女子校だった。最後の方はかなり生徒数が減っていたらしく、入学希望者獲かく得とくのため制服のリニューアルや建物の増改築、設備の拡充など、いろいろやったらしい。だが、努力も虚むなしく生徒数は減少の一途を辿り、その打破のため現在のように共学校になったのだ。

　そのときの増改築の影響で、校内には女の子受けしそうな小こ奇ぎ麗れいな場所がいくつかある。ここもそうだ。昇降口を入り、下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえると、そこには三階まで吹き抜けの空間が広がっている。

　そこに七夕の笹が立っていた。

　昨日僕が帰るときにはまだなかったので、午後六時を過ぎてから生徒会あたりがせっせと立てたのだろう。

　今年もこの時期がきたか、という思いはなかった。何せ去年は一年生で、入学してまだ三ヶ月。学校行事はすべてが初めてだったので、あっという間に過ぎ去っていった。来年には先のように思えるのかもしれない。

「真壁くん」

　その笹を眺ながめていると、後ろから声をかけられた。瀧浪泪華だ。

「ああ、瀧浪先輩。おはようございます」

「おはよう」

　互いに外面のいい表の顔で挨拶を交わす。

　瀧浪先輩は応えながら僕の横に並んで立ち、やはり同じように笹を見上げる。

「今年も立ったわね」

「そうですね」

　もちろん、僕には瀧浪先輩ほどの感かん慨がい深ぶかさはない。

　辺りを見回せば壁際に机が置かれていて、その上に短冊と何本かのペンが入ったペン立てがあった。これで好きに願いごとを書いて笹に括くくりつけろ、ということなのだろう。考えれば考えるほど、投げやりなイベントだ。

　再び笹に目を戻せば、すでにいくつかの短冊がぶら下がっていた。見たところ成績や受験関係のようだ。期末テストが近いせいだろう。真面目だ。でも、これから不真面目な、悪ふざけのようなものも増えていくにちがいない。

「瀧浪先輩も何か書いたりするんですか？」

「内ない緒しよ」

　ふと気になって問うてみれば、瀧浪先輩はいたずらっぽく笑いながらそう返してきた。

「こういうのは人に言うものじゃないわ」

　書くかもしれないし、書いても言わないということか。

「そういう真壁くんは？」

「いえ、特には」

　蓮見先輩じゃないけど、僕もそんなガラではない。

「書けばいいのに。素敵な彼女ができますように、とか」

　くすりと笑う瀧浪先輩。

「そこは織おり姫ひめに頼まず、自力で何とかしたいところですね」

「そうね。確かにわざわざお願いしなくても案外近くにいるかもしれないものね。すぐ隣とか」

　瀧浪先輩は意味ありげにそんなことを言う。

　僕は隣を見た。もちろん、彼女がいるのとは反対のほうだ。

「残念ながら、隣には誰もいませんね」

「静流、あなたね……」

　瀧浪先輩は僕にしか聞こえない声で、ぼそっとつぶやく。こちらに向けているのは素の顔だ。ふたりきりのときと周りに人がいるときで、顔つきが変わるわけではないのだが、何となく今はそうだと思った。

　そんな彼女の顔を横目で見ながら、僕はふと奏多先輩の言葉を思い出していた。

「己の気持ちに誠実であれ、か……」

「何か言った？」

　瀧浪先輩が首を傾かしげる。

「真面目な話──」

　彼女のその問いに対する返答は不要と判断し、僕は切り出す。

「隣にいるのはわかってるんだ。だからわざわざお願いするまでもない」

「え……」

　こちらも周りに聞こえないように返せば、瀧浪先輩は固まってしまった。

　七夕において願いごとを伝えるのは織姫だが、実際に叶かなえるのは自分なのだという。だとしたら、短冊に願いごとを書くという行為は誓ちかいや決意表明なのだろうか。叶えたい夢を文字に書き出すこと自体を否定するつもりはないし、むしろ肯定する。だけど、僕は遠慮しておこう。

[image: ]

「問題は、最初の一歩を踏み出す資格が僕にはあるのか、だな」

　真壁静流が瀧浪泪華を好きなのは確かだ。ただ、それが本物かどうか、自分でも自信がもてないだけで。それでも僕はその気持ちと向き合って結論を出さねばならないのだろう。

　僕は固まっている瀧浪先輩を置いて、体を教室へと向けた。

「ちょっと、し……真壁くん、今のはどういう──」

　すぐに彼女ははっと我に返り、僕を追いかけようとした。だが、お淑やかな瀧浪泪華らしくない行動に周りが「なんだ、なんだ」と騒ぎ出し、結局諦めたようだった。
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　昼休み。

　刈かる部べ景かげ光みつ、辺へ志し切きり桜さくらと一緒に昼食を食べ──その後、刈部と学食にコーヒーを買いにいったら、思いがけず自販機の前が渋滞していた。直井恭兵のグループも同じタイミングで自販機コーナーにやってきたのだ。

「いいよ、先に買ってくれ」

　直井は数歩手前で止まり、僕に順番を譲ゆずった。僕は「じゃあ」と、先に買わせてもらうことにする。

　直井の後ろで泉いずみ川かわが聞こえよがしの舌打ちをした。我らがリーダーが誰かに先を譲るなど、彼にとってあってはならないことなのだ。尤も、それができるかどうか、許せるかどうかが、直井と泉川のちがいなのだろう。

　僕の後ろで刈部が鼻で笑った。

「真壁はすっかり学食で食べなくなったな。相変わらずコンビニで買ってきてるのか？」

　コーヒーを買う僕に直井が話しかけてくる。

　そう言えばそんな設定だったな。初めて蓮見先輩に弁当を作ってもらった日に直井に学食に誘さそわれ、僕は咄とつ嗟さにそう言って断ったのだった。

「いや、今は弁当だよ。親戚のおばさんが毎日作ってくれてるんだ」

　この場合、おばさん役は蓮見先輩だろうか。口の端を引き攣らせる彼女の姿が脳裏をよぎり、僕は内心で謝っておいた。

「そうか。コンビニの昼メシに飽あきたら、また声をかけてくれるかと思ってたんだけどな。弁当ならもう一緒に喰うことはないか」

　少しだけ残念そうに直井は笑った。

「ありがとう。お先」

　僕は缶コーヒーを取り出し口から摑つかみ上あげると、直井に場所を譲る。

　と、そのときだった。自販機の前に進み出ようとした直井が何かに気づいた。

「蓮見先輩！」

　彼の発したその言葉に、僕はぎょっとする。

　振り返ると、学食の出入り口に蓮見先輩の姿があった。友達数人を引き連れている。彼女のグループだ。

　蓮見先輩は直井の声を聞き取ると、こちらにやってきた。おそらく最初からこの自販機コーナーが目的だろうから、急に方ほう向こう転てん換かんしたわけではないはずだ。

「直井君じゃない。久しぶり」

「お久しぶりです」

　親しげに言葉を交わすふたり。どうやら知り合いのようだ。互いに学内カーストのトップグループ同士。交流があってもおかしくはない。

　だけど、僕は少しだけ、おやと思う。

　直井恭兵はスマートでスタイリッシュだ。いつも落ち着いていて、余裕がある。だけど、今の彼はどこか子どもっぽかった。喩たとえるなら、憧あこがれている芸能人と会って抑えきれない興奮が見え隠れしている感じだろうか。

　蓮見先輩がちらとこちらを見た。こんにちはと挨拶するのも白しら々じらしいので、僕は「どうも」と軽く頭を下げた。蓮見先輩も同じ思いだったのか、笑みを見せ、軽く手を上げて応じただけだった。

「同じ学校にいるのに、意外と会わないものですね」

「ほんとねー」

「直井、蓮見先輩と親しいのか？」

　隣でぼうっと立っているのも黙って立ち去るのも変なので、当たり障りのない話で参加してみる。

「ああ、先輩とは同じ中学だったんだ。どちらも運動部だからグラウンドでよく顔を合わせてた」

「そうだったのか」

　蓮見先輩は陸上部だったとは聞いている。直井はどこだったのだろう？　今はハンドボール部だが、中学にはあまりないように思う。

「先輩は高跳びだったんだけど、跳ぶ姿がきれいでさ。俺はそれに見み惚ほれては、クラブの先輩に余所見すんなって怒おこられてたよ」

「昔の話よ。あと、あたしも怒ったけどね。こっちばっか見てるから」

　直井が熱っぽく語り、蓮見先輩が苦笑した。

　どうやら後半部分は直井の取り巻きでも初めて聞くエピソードだったらしく、「マジか!?」「恭兵、カッコわりぃ」の声が口くち々ぐちに上がった。「うるさいな」と、直井も笑いながら返す。

　あぁ、なるほど。そういうことか。思い返せば、瀧浪先輩と蓮見先輩、どちらがかわいいかを議論するとき、直井は決まって蓮見先輩派だった。これは尚なおのこと僕と蓮見先輩の関係について話しにくくなった。

「蓮見先輩は、真壁とは家が近いんですよね？」

　分の悪さを感じたのか、直井が話を変えてきた。

　しまった。設定を蓮見先輩とまだ共有していなかった。家が近所なんて話、初めて聞くはずだ。

「うん？　ああ、そういうことね」

　彼女が首を傾げたのは一瞬のこと、すぐに合点がいったとばかりにうなずいた。そんなに突飛な話でもないので、たぶん合わせてくれるだろう。

「あたしと真壁くんは──」

「紫し苑おんちゃん、図書委員くんのことが気になってるんだよねー」

「ぶふっ」

　突然割って入ってきた声に、蓮見先輩はたまらず噴ふいた。「え？」「は？」と、周りからも素すっ頓とん狂きような声が上がる。

　先の発言の主は小柄な女の子──蓮見先輩のグループのひとり、椎しい葉ば茜先輩だった。

「ち、ちちち、ちがうわよっ。なに言っちゃってんのよっ」

　蓮見先輩は顔を赤くしてどもる。

　その見事な慌てっぷりに、周りからは戸惑いの視線が飛んできた。

「蓮見先輩蓮見先輩、誰も本当だなんて思ってませんから。落ち着いてください」

「え？　あ、ああ、そうね」

　言われて蓮見先輩は深呼吸をひとつ。

　何せ僕たちは姉弟だ。そういうことになり得ないことは、自分たち自身がいちばんよく知っている。なのに動揺したらよけい怪あやしまれてしまう。

　蓮見先輩はキッと椎葉先輩を睨にらんだ。

「だ！　か！　ら！　あんたはっ、どうしていつもいつもっ！」

　そして、その頭を両手でつかむと、力いっぱいシェイクしはじめる。椎葉先輩の口から「あううぅ」と脱力系の悲鳴がもれた。……そんなにいつもいつも言っているのか。だったら蓮見先輩も慣れればいいのに。

　直井は椎葉先輩を締め上げはじめた蓮見先輩を見て笑っている。僕はその彼に声をかけた。

「直井、今の──」

「わかってるよ。椎葉先輩はああいう人だ」

　どうやら彼が真に受けていないようでほっとした。
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　その日の放課後の図書室。

　ふと壁掛け時計を見て、もう少ししたら瀧浪先輩が現れる時間だな、と思っていたとき、蓮見先輩がやってきた。

「……」

　なぜか登場時からむすっとした顔で、カウンターの前まできても黙ったまま。

「あの、どうかしたんですか？」

　たまらず僕は、こちらから先に声をかけた。

「あ、あのさ……」

「はい？」

　珍しく歯切れが悪い蓮見先輩だった。

「昼間のことだけど……あれ、本気にしないでよね」

　ぽつりと言う。

　昼間のあれというと、椎葉先輩のあれだろうか。

　僕は一度閲覧席に目をやった。後三十分もたたず閉室という時間。いつもなら数人は残っているのだが、今日はどういうわけか常連はみんな早く引き上げ、いま図書室内にいるのは奏多先輩だけだった。いつものようにノートにシャーペンを走らせている。

　目を蓮見先輩へと戻した。

「するわけないでしょう。半分とは言え、血がつながってるんですから」

「いや、まぁ、そうなんだけどさ……」

　僕が呆あきれてため息交じりに言えば、彼女は不ふ貞て腐くされたように返してきた。

「だいたい椎葉先輩は今までだってたびたびあの手のことを言ってたじゃないですか。何を今さら」

「そ、そうよね。ごめん。あたしが狼狽うろたえすぎた」

　そして、反省。

「そんなこと言いにきたんですか。帰ってからでもいいでしょうに」

「いや、なんか家でふたりだけになる前に、人がいるところで言っときたかったっていうか……」

　よくわからない理由だ。きっと蓮見先輩の中ですごく高度な精神活動があったにちがいない。

「蓮見先輩、男性経験は？」

「あ、あるわけないでしょうが！」

　彼女はカウンターを力いっぱい叩たたき、身を乗り出して怒ど鳴なった。

　僕は再び閲覧席を見た。奏多先輩がこっちを見ている。その彼女に向かって僕は片手を上げて「何でもないです」と合図を送る。実際にはそんなわかりやすいジェスチャーは存在しないのだが、こちらの言いたいことは伝わったようだ。奏多先輩は再びノートに視線を落とした。

「すみません。間違えました。……誰かとつき合ったことは？」

「どんな間違いよ……」

　蓮見先輩はカウンターから体を離し、腕を組みながら僕を睨む。

「……ないけど」

　そうしながら渋しぶ々しぶ答えた。

「そのせいですかね。椎葉先輩の冗談にあわてふためくのは。耐性がないというか」

「その理屈でいくと、静流にも彼女がいたことになるんだけど？」

「……」

　なぜ過去形なのだろうか？

「え？　もしかして本当にいたの？」

　うっかり黙ってしまったことで誤解されてしまったようだ。

「いませんよ。僕の場合は完全に持って生まれた性格ですね」

「あー、なんかわかる気がするわ。あんたって妙に冷静だし、言ってることも時々冗談なのか本気なのかわからなくなるのよね」

　もちろん、実際には後天的に獲得したものだけど。




「あら、蓮見さんがいるわ」




　不意に聞こえた僕たち以外の声は、瀧浪泪華のものだった。

　蓮見先輩が忌いま々いましげに顔を歪ゆがめてから振り返った。……無性にいやな予感がするな。

「何か楽しいお話でも？」

「そうね。ある意味めちゃくちゃ瀧浪さん好みの話をしてたわね。でも、残念。もう終わったよ」

　思わず笑ってしまった。確かに異性とつき合ったことがあるとかないとかは、瀧浪先輩の好きそうな話ではある。

　そこで蓮見先輩は僕と瀧浪先輩の顔を交互に見ると、ほんのわずか思考を巡めぐらせ──やがて何か閃ひらめいたようだった。

　言葉を続ける。

「あ、そうだ、静流。一緒に出かけるって約束、今度の日曜にするから」

「はい？」

　今ここで言う話か？

　案の定、瀧浪先輩の目つきが鋭くなった。

「待ちなさい、ふたりとも。デート？　デートなの!?」

「まさか」

　対する蓮見先輩は意外にも落ち着いたものだった。昼休みの件での狼ろう狽ばいぶりを反省したのだろうか？　いや、ちがう。ただ単純に想定の範囲内だっただけだ。

「単なる家族の買いものよ。家族の」

「ぐ……」

　蓮見先輩が殊更家族を強調して言うと、瀧浪先輩が喉のどを詰まらせた。

　これが本当にデートなら邪魔もできただろう。……まぁ、それもどうかと思うけど。だけど、家族の買いものだと言われたらそれまでだ。彼女はただ手をこまねいて見ているしかないのだ。

「行って買うものだけ買って帰ってくるのも味気ないし、お昼を外ですませるのもいいかもしれないわね。ついでに映画でも観る？」

「……」

　その場合、おじさんはどうするのだろう？　家にひとりで留守番で、テキトーに食べておいてもらうのだろうか？

「静流、ほかにどっか回りたいところある？」

「い、いえ、僕は特に……」

「あっそ。ま、どうするかは週末までに考えておくわ。……じゃ、あたしは先に帰るから。あ、瀧浪さん、後はよろしく。静流のことは好きにしていいわよ。今くらいは」

　かくして蓮見先輩は勝ち誇ったような笑みを見せ、図書室を出ていった。

　いや、もう煽あおる煽る。

　そして、煽られた瀧浪先輩は悔くやしそうに出入り口を睨みつけていた。

　要するに、いつぞやの仕返しなのだろう。僕と瀧浪先輩の所謂いわゆるデートのとき、瀧浪先輩が今の蓮見先輩のようにさんざっぱら煽ったのだ。その結果、蓮見先輩は僕たちを尾び行こうするという行動に出た。……まぁ、瀧浪先輩にも考えがあったわけだけど。

　蓮見先輩もろくでもないことを思いついてくれたものだ。

　瀧浪先輩が僕を見た。

「静流、あなたも少しは気の利いたこと言いなさいよっ」

　その視線の鋭さは出入り口を睨んでいたときとさほど変わらない。

「気の利いたことって？」

「『僕がデートをするのは君だけだよ』とか、『あんな女とは遊びさ』とか、何かあるでしょ！」

「人物設定を無視した台詞を吐いたって浮くに決まってるだろうが。そんな一いつ貫かん性せいのないキャラ、どこに需じゆ要ようがあるんだよ」

　怒り心頭でむちゃくちゃ言ってるな。少しはあのときの蓮見先輩の気持ちがわかったのではないだろうか。
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　閉室間際、実に面倒くさい感じになった瀧浪先輩をどうにか追い出し、僕は奏多先輩のところへ向かう。

　と、彼女が冷たい目でこちらを見ていた。すでに荷物はまとめられていて、僕がくるのを待っているかのようだ。

　奏多先輩の相そう貌ぼうは怜れい悧りすぎるので、彼女が普通にしていてもその視線は周囲の人間の心しん胆たんを寒からしめるのである……と言いたいところだけど、今の奏多先輩にかぎってはそうではない。思わず引き返したくなった。

「お前、私に何か言うことは？」

「すみません。蓮見先輩に強引に予定を入れられてしまいました」

　つまり今、奏多先輩は見たまま、怒っていた。蓮見先輩と瀧浪先輩、そして、僕──三人のやり取りを見ていたのだろう。

「出かけるからついてきなさいと言ったはずよ」

「でしたね」

　そう、奏多先輩と約束をしていた。

　あれは僕が腕のケガと引き換えに蓮見家に残ることを決めた直後のこと。閉室間際の図書室で約束をした。いま彼女が言った通り、出かけるからお前もついてこい、と。一方的な命令にも聞こえるが、僕と奏多先輩はいつもこんなものだ。

　当初は試験が終わってからのつもりで、それを少し前倒しにして今週末の予定だったのだが。

「どうしましょう？　日曜は予定があると言えば、日にちを変えてくれるとは思うのですが」

　それは蓮見先輩も言っていた。都合が悪ければ言え、と。先ほどやけに強引に決めたのは、たぶん瀧浪先輩の前だからだろう。

「いいわ。お前をつれて行くのはまた別の機会にするから」

「奏多先輩ならそう言ってくれると思いました」

　すると彼女は呆れたようなため息を吐いた。

　そして、冷ややかに続ける。

「お前、いつからそんな甘えた男になったの？　それとも瀧浪や蓮見が甘やかしているのかしら？」

「女性でダメになるような言い方はやめてもらえますかね」

　思わず僕の口から苦笑がもれた。

「そうかそうでないかは自分の胸に聞いてみることね。……帰るわ」

「あ、はい。お気をつけて……」

　奏多先輩はイスから立ち上がって颯さつ爽そうと出口へ向かい、僕はそれを呆ぼう然ぜんと見送る。

「なんか突き放すように言われてしまったな……」

　僕を横から搔かっ攫さらわれたせいで予定がつぶれて怒っている……だけではなさそうだ。




　この後、当然のように瀧浪先輩が待ち伏せしていた。一緒に帰ると喰い下がられ、ひたすら文句を聞かされたのは言うまでもない。

　そして、帰ったら帰ったで不ふ機き嫌げん顔がおの蓮見先輩が待っていて、「デ、デートじゃないからね。勘違いしないでよね」と言われたのだった。

　散々な日だ。
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　翌日。

　放課後の図書室に、瀧浪先輩が珍しく早くきた。

　こういうときは何か言いたいことや聞きたいことがあって、過去の経験からだいたいろくな目に遭あわないというのが僕の予想だ。

「真壁くん、週末の予定は決まった？」

　瀧浪先輩は人あたりのいい笑みを浮かべながら問うてくる。

　例えばこれが自分とのデートの段取りや、遠回しに週末あいているかどうかを聞いているのならまだいい。だけど、実際には僕と蓮見先輩の予定を聞き出そうとしているのである。

　にも拘らず、何でこんなにも満面の笑みなのだろうな。少ないながらも周りに人がいるのもあるのだろうけど、やっていることと表情が合っていなくて怖い。

「ええ、いちおうは」

　カウンターの中で端末を叩いていた僕は顔を上げて答える。

「参考までにおしえてくれる？」

「……」

　何の参考だ？　それを聞いたら、それこそ蓮見先輩の思う壺だと思うのだが。

「場所は三さんの宮みやです」

「そう、三宮ね」

　前に僕と瀧浪先輩が三宮に出たように、とりあえずそこなら間違いはない。たいていの娯ご楽らく施し設せつはあるし、急に思い立ってどこかへ行くにしても、ＪＲと主要な私鉄が複数あるのでどこにでも行くことができる。

　というのが三宮を選択する普通の理由なのだが、どうも蓮見先輩がそこに決めたときの口振りからして、三宮に強い拘りがあるように思えた。

「それでいつごろ行くの？」

「お昼に合わせるので十一時半くらいに着く感じで動くと思いますね」

　名谷から三宮までは神こう戸べ市し営えい地ち下か鉄てつで十八分。なら、家を出るのは十一時前くらいになるだろうか。

「わかったわ」

　と、まるで頭にインプットしたとばかりに瀧浪先輩はうなずく。とりあえずほしい情報はひと通り引き出したというところだろうか。

「それにしてもあなたたち、ずいぶんと仲がよくなったわね。一緒に出かけたりして」

「そこは瀧浪先輩のおかげでもありますね」

　瀧浪先輩には前に蓮見先輩が家出をしたとき、彼女を捕まえるのに力を貸してもらった。あれがきっかけとなって僕と蓮見先輩の関係が良好になったのだ。

「そうかしら。わたしは蓮見さんの連絡先をおしえただけ。後はあなたたち姉弟の問題だったわ」

「そう思ってたんだったら恩を吹っ掛けないでくださいよ」

　貸しだ。デートしろと言ったのは誰だったか。

「使えるものは使わないと」

「相変わらずですね」

　女の武器も狡ずるさも、何でも使おうとするスタイルには素直に感心する。

「ところで、瀧浪先輩──」

　僕は少しだけ体を前に倒し、抑え気味の声を出した。

　瀧浪先輩も内緒話の雰囲気を察してくれたようで、上体をややこちらに傾ける。互いの顔が近くなった。

「学校では姉弟という単語は使わないでくれますか？」

「あら、どうして？　別にいいじゃない。本当のことなんだから」

　そう問い返す言葉には、本当にそう思っているというよりは、僕の真意を聞き出そうとする響きがあった。

　僕は互いの顔を離すべく、体をキャスター付きチェアの背もたれにあずけた。

「僕と蓮見先輩が姉弟だなんて知られたくないんですよ」

　引き続きトーンを落とした声で話す。

「なぜとは聞かないでくださいよ。もちろん親同士の関係のこともありますが、それ以上に僕が弟だなんて蓮見先輩が恰好悪いでしょう」

　片や目の前にいる瀧浪泪華と並び称される人気の美少女。片や一いつ介かいの男子生徒。不出来な弟がいることなど知られたくないにちがいない。

「そうかしら？」

　瀧浪先輩は首を傾げる。

「蓮見さんがそう言ったの？」

「いえ、言ってません。……いいです。じゃあ、蓮見先輩の気持ちを勝手に決めつけるのはやめにします。でも、それを抜きにしても僕自身があの人の弟という事実に引け目を感じますので」

「そう。わかったわ。気をつける」

「ありがとうございます」

　あと僕と蓮見先輩の関係を知っているのは刈部と辺志切さんに、奏多先輩か。みんなただの雑談にこの話を持ち出してくるような人間じゃない。話すにしても状況を考えるだろう。

「真壁くんはどう思っているの？」

　不意に瀧浪先輩が問うてきた。

「唐突ですね」

「前から聞いてみたかったの」

　瀧浪先輩は人あたりのいい笑みを見せながら言う。

　カウンターから閲覧席まで距離があるとは言え、いちおう人目があるからそういう表情になるのは当然だろう。だけど、いつもならこういうときは素の顔と態度に戻る。それがない今は、逆に本心を隠しているようにも思えた。

「きっと蓮見先輩には裏表がないんでしょうね。二年の僕たちのところまで聞こえてくる評判通りの人ですよ」

「近くにいてもそれは変わらない？」

「ええ。一緒に住むようになって、学校で見るのとはまたちがう顔を知りましたけど、あれも蓮見先輩の別の一面なんでしょうね」

　拗すねて家出したり、怒っておじさんの頰ほおを張ったり。そうかと思ったら、落ち込む僕を慰なぐさめたり。

「あの人の弟になれてよかったと、素直に思いますよ。……蓮見先輩にとってはいい迷惑でしょうけどね」

「そう」

　瀧浪先輩は微笑ほほえむ。またしても、誰もが瀧浪泪華に望む嫋たおやかな微び笑しようだった。そして、彼女の反応はその短いひと言だけだった。

「あ、そうそう、真壁くん。置いてある場所をおしえてほしい本があるのだけど」

　彼女が少しだけ大きな声を発した。

　その声は閲覧席まで聞こえただろうか。もしかしたらカウンターの前での話が思いがけず長くなってしまったから、図書の所在を聞いているのだというアピールなのかもしれない。

「いいですよ。何ですか？」

「ウンベルト・エーコの『薔ば薇らの名前』」

「ああ、それだったら一番奥の書しよ架かですね」

　資料検索を叩くまでもない。日本十進分類法（ＮＤＣ）で文学は一番最後。中でもイタリア文学は後ろのほうだ。

　ＮＤＣはその名の通り日本での分類だから、当然文学の先頭は日本のものになる。そこから中国文学、英米、ドイツ、フランス、スペインが続き、やっとイタリア文学がくるのだ。

「ありがとう。探してみるわ」

　そうして瀧浪先輩はカウンターを離れ、書架へと歩いていった。

　彼女がいなくなったので僕はやりかけの作業に戻る。

　それにしても、僕も詳しくなったものだと思った。ちゃんとした知識をもとにして、尋ねられたことに答えている。これも卒業していった図書委員の先輩方と、あの日講演会の演えん壇だんに立った彼のおかげだろうか。

　などと苦笑していると、瀧浪先輩が戻ってこないことに気づいた。

　壁の時計を見てみる。彼女が本を探しにいった正確な時間はわからないが、体感で五分くらいはたっている気がした。求めている本は書架の一番奥だが、それにしたってこんなに時間がかかるとは思えない。

　もしや見つけられずにいるのだろうか？　『只ただ今いま席を外しています。すぐに戻ります』の札をカウンターの上に置くと、僕は立ち上がった。

　瀧浪先輩が消えた書架の、その最奥。

　かくして、そこに彼女の姿はあった。高いところにある図書を取るための階段状の踏み台に腰を下ろし、本を読んでいる。どうやら見つけた本のページをめくり、そのまま本格的に読よみ耽ふけってしまっていたようだ。

「遅いわ」

　僕がきたことに気づき、彼女はひと言。

「静流が遅いから読みはじめちゃったじゃない」

「……」

　つまり瀧浪先輩が帰ってこないから僕が捜しにきたのではなく、僕が捜しにこないから彼女は本を読みはじめたのか。もっと言えば、本を探しているというのも僕をここに誘い込むための噓だったのだろう。しかも、イタリア文学なら図書室のいちばん奥だ。

「意外と面白いわね、これ」

　そう言って瀧浪先輩がひらひらと振ってみせたのはハードカバーの本。──『薔薇の名前』だった。

「二十世紀最後の名作だよ。……で、何の用だ？」




「キスしない？」




　まるで天気がいいから遊びにいこうと誘うくらいの気軽さ。

「ファーストキスが学校の図書室なんて素敵じゃない？　これぞまさしく高校生って感じがするわ」

　瀧浪先輩は無む邪じや気きに、どこか高こう揚ようしたようにそんなことを口にする。

「変なことに憧れるんだな」

「あなたが蓮見さんとデートしたり、別の一面を知ることができてよかったなんて言ったりするから、ちょっとだけ嫉しつ妬としてるの」

　僕の言葉にかぶせ気味に言うと、彼女は立ち上がった。

　せまい書架の間で、僕たちは対峙する。




　さて、どうする？

　瀧浪泪華には通用しにくいが、例の如く最適な言葉と表情を選べば、この場は見逃してくれるだろう。いっそバカバカしいと背中を向ければもっと簡単だ。

　いくつかこの状況をやり過ごす方法はある。




　が、すべて却きやつ下かした。




　思い出したのだ。

　お前は甘えていると言った奏多先輩の言葉を。

　彼女がこのことを言いたかったのかはわからない。でも、僕は瀧浪先輩に甘えていたのはその通りだと思った。

　幸せなことに、瀧浪泪華は僕に好意を寄せてくれている。でも、それは無限でもなければ無む償しようでもない。僕がそれに甘えて何も返さなければ、いずれは離れていってしまうだろう。




「僕はどこにでもいる男子生徒のひとりだ」

「そう？」

　瀧浪先輩が不思議そうに首を傾げる。

「少なくとも校内で有名な先輩を、憧れをもって遠くから眺める程度にはごく普通の男子生徒だよ。ただ、ほかのやつらと少しちがうのは、学校では見せない蓮見先輩の別の一面を知っていること」

「そうね」

「それと瀧浪先輩の裏の顔を知っていること。そこに少しばかりの優ゆう越えつ感かんがあるかな」

「……」

　瀧浪先輩が黙る。

　とても静かだった。ここが図書室で、最奥の書架だからだろう。窓を隔へだてたグラウンドから、かすかに運動部の練習する声が聞こえる。床には絨じゆう毯たんが敷かれ、足音はほとんどしない。今ここに誰かきたらちゃんと気づくだろうかなどと、どうでもいいことを考えてしまった。

　やがて瀧浪先輩が口をひらく。




「静流、意外とずるいのね」

「同類だからね」




　僕がそう答えると、彼女は少しだけ頰をふくらませた。

「わたしも親切な図書委員の本当の顔を知ってるわ」

「それは瀧浪先輩の胸の中だけにとどめておいてくれ」

「もちろん、そのつもりよ」

　瀧浪先輩はいたずらっぽく笑う。

　或いは、秘密を共有した共犯者の笑み。

「じゃあ、戻るよ」

「ええ。わたしはもう少しここにいるわ。ここ、ちょっと気に入ったの。考えごとをしたり、ひとりになりたいときにちょうどいいわね」

「人のこない図書室だから」

　苦笑してから僕は踵を返す。

「静流」

　その僕を瀧浪先輩が呼び止めた。振り返る。

「どうせならここでキスしていかない？　少しどころじゃない優越感に浸ひたれるわよ？」

「やめとく」

「もう」

　僕は口を尖とがらせる瀧浪先輩に再び背を向ける。

　そして、今度こそ立ち止まらずにカウンターに戻った。
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　静しず流るとは少しずつ姉弟らしくなってきたと思う。

　家の鍵も持たせたし、チャットアプリのＩＤも交換した。ひとつ屋根の下で暮らすようになってそろそろ一ヶ月。今では普通に話もしている。

　そうしてわかった。

　静流は意外とエロい。

　スタイルがいいだとか水着姿が見たいだとか、わりと言ってくる。学校では図書委員なんてやっているから真面目で面白くないやつかと思ったけど、ちょっと意外。

　じゃあ、いやらしい目で見てきたり、隙あらば体を触ってきたりするかと言えば、そんなことはない。こっちが照れてしまうようなことを言ってきて、あたしが『ばーか』と返すのがお決まりのパターン。

　前に電車の中で思いがけず密着したとき、静流は赤い顔をして黙り込んでいた。普段の言動ほどいやらしいわけではないのかもしれない。

　明日はその静流と一緒に出かけることになっている。

　今は着ていく服を選んでいる最中だった。

　友達同士で遊びにいくときは悩んだりしないのに、静流と一緒だと思うとなぜかうまく決められない。箪たん笥すやクローゼットから服を出して広げてはこれじゃないとまたしまい、を何度も繰り返す。

　イメージがまとまらなかった。

　静流と並んだとき、あたしは周りからどう見られたいのだろう？　姉？　友達？　それとも一度彼氏と間違われた後、「姉弟に決まってるでしょうが」と否定したい？　姉弟とはかくも難しいものか。

　何だか前の日から服で悩んでいるなんて、デート前の女の子みたいだ。

「デ、デートじゃないし……」

　うっかり妙なことを考えて、それをわざわざ口に出して否定する。

　そう、これはデートではない。

　瀧たき浪なみさんには『単なる家族の買いもの』と言ったけど、それですらない。

　もっと別のもの。

　やられたらやりかえす。

　とは言え、瀧浪さんがこちらの思おも惑わく通りに動いてくれないと、本当にデートになってしまう。

「あたしは別にそれでも……いや、よくないわね」

　我ながら、なに言っちゃってるんだか。

　あたしは服選びに集中する。

「えっと、ここには何が入ってたっけ？」

　箪笥の引き出しのひとつを開けてみる。

　出てきたのは白いビキニの水着だった。

　あたしはそれを投げ込むみたいにして戻すと、勢いよく引き出しを閉めた。……うっかり封印を開けてしまったようだ。

「やっぱ夏に向けて新しい水着を買ったほうがいいのかしらね？」

　そんなことを考えてしまう。

　明日、いいのを見つけたら買おう。
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　日曜日になった。

　時間は十一時少し前。

「ごめん。待たせたわね。行こっか」

　リビングのソファに座り、テレビを点けてぼんやり待っていると、蓮はす見み先せん輩ぱいが二階から下りてきた。

　デニムのショートパンツに太めのベルト、鎖さ骨こつも露あらわに襟えりもとが大きく開いたトップスというファッションだ。

「え、どっか変……？」

　僕がそうやって服装を確認していると、蓮見先輩が不安そうに聞いてきた。

「いえ、ぜんぜん。よく似合ってますよ」

「そ、そう？　だったらいいけど」

　彼女は少しだけ頰ほおを赤くしながら、口を尖らせる。そして、僕から顔を背けるかのように蓮見氏の書しよ斎さいに体を向けた。

「じゃ、お父さん、あたしたち出かけるから。お昼はテキトーに食べてて」

「わかった。ふたりとも気をつけて行ってきなさい」

　中からおじさんのくぐもった声が聞こえてくる。何やら調べものがあるとのことで、朝食をすませて以降ずっと書斎に籠こもりっきりなのだ。遊びに出かける娘を送り出すにしては声が妙に生真面目で、顔も出さないところを見るに、かなり真剣に取り組んでいるのだろう。

「いいんですか、何か用意しておかなくて」

　僕は蓮見先輩と一緒に玄関に向かいながら聞く。まさか本当におじさんをひとり残してテキトーに食べておいてもらうとは思わなかった。

「いいのよ。たぶん患者の治療方針に迷っていろいろ調べてるんだと思う。論文を読んだりね。お昼になったら駅のほうにジャンクなものでも食べに出るか、家にあるインスタントラーメンでも食べるわよ」

　そう答えた蓮見先輩は、玄関で下げ駄た箱ばこからハイカットのスニーカーを取り出した。意外とゴツめだ。
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「あれで案外そういうものが好きなのよ。きっと鼻歌交じりで食べるわ。そういう機会があまりないせいかしらね？」

　確かに朝晩は蓮見先輩がちゃんとしたものを作っているし、お昼も弁当を持っていっている。わりと頻ひん繁ぱんに当直に入っているが、やはりそのときは病院の食堂できちんと食べているのかもしれない。

　僕たちは家を出た。

　まずは歩いて名みよう谷だにの駅に行き、交通系ＩＣカードで改札を通る。ホームに下りると、しばらくしてやってきた電車に乗り込んだ。日曜日の昼前、三さんの宮みやに行く電車とあってはほどほどに混んでいて、座れそうにない。僕たちは吊つり革かわを持って並んで立った。

　普段時間をずらして学校に行っているから、こうして同じ電車に乗るのは新鮮だ。

「ぐふっ」

　瞬間、思い出してはいけない出来事がフラッシュバックし、僕は喉のどを詰まらせた。

　考えてみれば一度だけあるな。

「どうしたの？」

　僕の異変に気づき、蓮見先輩が聞いてきた。

「……前に蓮見先輩と一緒に電車に乗ったことを思い出しました」

「ぶふっ」

　今度は蓮見先輩が喉を詰まらせる。

「あんたさ、何でわざわざそれを言うわけ!?　黙ってればいいでしょうが！」

「すみません……」

　ここが電車の中だからだろう。彼女は小声で怒ど鳴なるという器用な芸当を見せ、僕は深く反省しながら謝る。目の前のシートに座る中年の男性が不思議そうにこちらを見上げていた。

「ところで、どうして三宮なんですか？」

　話題を変えるため、僕はタイミングを見計らって聞いてみる。

　確かに三宮なら間違いないのだけど、例えばハーバーランドなど、選択肢がないわけでもない。

「別に。とりあえず三宮ってだけ」

　蓮見先輩の答えは実に簡潔だった。簡潔で素っ気なさすぎて、逆に何か明確な理由があるのだろうと思ってしまった。まぁ、重ねて問うたところで答えてはくれないだろうけど。

　名谷から三宮まで十八分。適当に思いついたもの、目についたものを話題にしていたら、すぐに目的の駅に着いた。

　電車を降り、東改札から駅を出る。

　そこで僕が最初にしたのが辺りの様子を窺うかがうことだった。

　そして、見つけてしまう。私鉄へと続く階段とエスカレータのところに、スキニーパンツに肩落ちのブラウス姿の女の子。──瀧たき浪なみ泪るい華かだ。

「……やっぱりいたか」

　しかも、変装のつもりなのか、サングラスをかけていた。それでも彼女だとわかってしまうのは、毎日のように接している僕だからか、芸能人オーラならぬ瀧浪泪華オーラのせいか。或あるいは、多少なりとも彼女を知っていれば誰でも気づいたのか。

　瀧浪先輩はスマートフォンを操作する振ふりをしながら、ちらちらと横目でこちらを見ている。

　書しよ架かの最奥でのやり取りで少し落ち着いたかと思ったのだけど。どうやら家でじっとしていられなかったようだ。僕は小さくため息を吐ついた。

　隣では蓮見先輩が「あっはっはっは。いるいる」と大笑いしている。意地の悪い人だな。だけど、まさかこのまま意地の悪い人にしておくわけにはいかない。

「呼んできますよ。もういいでしょう？」

「そうね。あたしもあのとき、我ながら暗くてつまんないことやってるなぁって思った。おんなじこと瀧浪さんにさせらんないもんね」

　蓮見先輩は自じ嘲ちよう気味に笑った。

　前に蓮見先輩は、瀧浪先輩に散さん々ざん煽あおられて僕たちを尾び行こうした。今回はその仕返しなのだ。だけど、それもここで終わり。それがくだらないことだというのは、蓮見先輩自身がよく知っているのだから。

　僕は「ありがとうございます」と蓮見先輩にお礼を言ってから瀧浪先輩のほうへと向かう。

　瀧浪先輩は自分のほうに近づいてくる僕に気づくと目に見えておたおたしはじめたが、やがて諦あきらめたようだった。

「瀧浪先輩、ここで何を？」

　あえて聞いてみる。

　すると彼女はサングラスを下にずらし、僕を上うわ目め遣づかいに見つつ、

「も、もしかして気づいてた……？」

「……」

　この前の蓮見先輩と似たようなことを言っているな。

　瀧浪先輩と言い蓮見先輩と言い、ただ立っているだけで人目を惹ひくということを自覚していないのだろうか？　それにあれだけあからさまに情報収集をしていれば警戒もするというものだ。

　僕は深いため息を吐いた。
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　まずは腹ごしらえ。

　ひとり人数を増やした僕たちは、センタープラザビル地下のレストラン街へと足を運んだ。

　時間は十二時前。どの店もそろそろ混みはじめてきているようで、まだどうにか席に余裕があったカレー専門店に入った。僕と蓮見先輩が向かい合って座り、僕の横に瀧浪先輩が腰を下ろす。

「で、瀧浪さん、何でこんなところに？」

　それぞれ注文したところで、蓮見先輩が瀧浪先輩に聞いた。意地の悪い質問だ。僕もやったけど。

「べ、別に。たまたまよ」

　返す瀧浪先輩の言い訳は実に苦しい。

「そういうそっちは予定通りデートなのね」

「デートって言わない」

　蓮見先輩が半眼で斜め向かいの瀧浪先輩を睨む。

「姉弟が休日に買いものに出てきただけよ」

「知らない人が見たらそうは見えないわ」

「ま、横暴な先輩に呼び出されて買いものにつき合わされてる可か哀わいそうな後輩の図にしか見えないだろうね」

「あんた、まだ言うの!?」

　苛か烈れつな視線は、今度は僕に飛んできた。

　僕が肩をすくめると、彼女は呆あきれたように鼻を鳴らす。

「周りがどう思うかなんて、どうでもいいわよ」

　それからお冷やを呷あおりながらそんなことを言った。

「あら、意外と強気。わたしと正反対ね」

「そう言えば、瀧浪さんは表裏が激しいわね。あたし、びっくりしたわ。もっとお淑しとやかだと思ってた」

　僕が入学して以降、瀧浪先輩と蓮見先輩が一緒にいるところをほとんど見たことがない。ふたりとも茜あかね台だい高校を代表する有名女子生徒だが、対立しているわけでもなければ、特に交流があったわけでもなかったのだろう。クラスは一度も一緒になったことがないと聞いている。せいぜい女子高生の嗜たしなみとして挨あい拶さつ代わりにアドレスを交換した程度。だから、蓮見先輩は瀧浪先輩の素の顔を知らなかったのだ。

「そうね。わたしは蓮見さんとは逆。周りがわたしにどうあってほしいかわかるから、それに応えてきたの。瀧浪泪華は美人で賢かしこくて、お淑やかな女の子。そう期待されてたからそうなった」

「美人って自分で言っちゃうんだ」

　と、蓮見先輩は笑う。

　実際、改めて聞くとなかなか過か酷こくではある。「新記録が期待されます」「世界大会でのメダル候補です」、そう言われて実際に記録を出した選手や、メダルを勝ち取ってきたチームがどれほどいただろうか。いつのときも周りは無暗に高い期待をするものだ。

　容姿は持って生まれたものがある。でも、学業や在り方には努力が必要だ。彼女は周囲の期待に、文句が出ないほどに応えてきた。

　そうやって形成されたのが今の瀧浪泪華。果たして、彼女の素の顔を知っている人間はどれくらいいるだろうか。

「あたしはきらいじゃないかな。表裏があるのも、自じ信しん満まん々まんなのも」

「そう。嬉しいわ」

　瀧浪先輩は微笑ほほえむ。

「でも、静しず流るはあげないわよ？」

「あげるあげないじゃないっての！」

　イラッとしたように蓮見先輩が声を上げた。

　瀧浪先輩は蓮見先輩に素の顔を見せ、蓮見先輩はそれを好意的に受け止めた。でも、どこか犬けん猿えんの仲の部分は残りそうだ。

「失礼します」

　そこで長く深いトレーに入ったスプーンが人数分運ばれてきた。

「すぐに注文の品をお持ちしますので」

　そう言ってウェイトレスは軽くお辞じ儀ぎして下がる。

　程なくして、その言葉通り僕たちが頼んだものが運ばれてきた。
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　小一時間ほどかけて昼食を終え、僕たちは外に出た。

　三宮や元もと町まちの周りには百貨店がいくつかある。阪はん急きゆう、大だい丸まる、神こう戸べマルイなど。それらを回った後、ひとつの店に入った。

「眼鏡？」

　瀧浪先輩が不思議そうに首を傾かしげる。

「静流がかけてるのは見たことないわね。じゃあ、蓮見さんが？」

「そ。勉強のときとか、本を読むときとかだけね」

　蓮見先輩は置いてあるフレームを見ながら答えた。

　この店を選んだのはフレームの種類が豊富で、且かつ、若者向けのしゃれた感じのものも多かったからだ。

「いやね、静流がどうせなら似合うものをかけろって言うのよ。あたしは今のでいいと思ってるし、静流もすごくよく似合ってるって言ってくれてるんだけど。でも、せっかくだし一度真面目に選んでみるのもいいかなって思うのよ」

　蓮見先輩はフレームを順に見つつ、どこか言いにくそうにしながらも早口でそう述べる。

　その様子をひと言で表すなら、彼女は照れていた。

「静流」

　瀧浪先輩が僕に小声で話しかける。

「蓮見さん、すっごい脈ありなんだけど」

「やめろ。よけいなこと言うな」

　これからの生活がやりにくくなるだろうが。僕が誰とひとつ屋根の下で暮らしていると思っているんだ。茜台高校が誇ほこる美少女のひとりだぞ。

「ちょっと、静流」

「は、はい」

　このタイミングで蓮見先輩がいきなり振り返るものだから、僕は思わず背筋が伸びてしまった。

「いっぱいありすぎ。どれがいいと思う？」

「決めるのは蓮見先輩ですよ。……じゃあ、少し解説。と言っても、僕も雑誌で読んだ程度の知識ですけどね」

　言いつつ僕はひとつ手に取った。

「まず、これがウェリントン」

　いちばんスタンダードなフレームで、実に眼鏡らしい眼鏡だ。だいたいどんな服装にも合うけど、換かん言げんすれば無難であるとも言える。クラスメイトの辺へ志し切きり桜さくらも眼鏡を複数持っているわりにはこのタイプばかりだ。

「で、これがスクウェア。蓮見先輩が使っているのと同じやつですね」

　僕は角ばったフレームを指し示す。

　スクウェア型の眼鏡はフレームの太さと色で印象が変わる。細いフレームは知的な印象になる一方、太いフレームは反対に遊び心があっていい。

　このスクウェア型をフレームの太さと色の組み合わせで複数持って使い分けると面白いと思うが、さすがにそんな眼鏡道楽はそうそういないだろう。

「こっちはブロウ。眼光鋭するどい感じになるので、蓮見先輩にはお薦すすめしません」

「悪かったわね。どうせあたしは顔がキツいわよ」

　蓮見先輩が口の端はを吊り上げながら自じ虐ぎやくっぽく言う。

　僕もそこまで言うつもりはない。蓮見先輩は明るくて表情が豊かだから、それで中和してお釣つりがくる。

「アンダーリム」

　フレームが下半分しかないタイプだ。優しい感じになるので、素顔のイメージを変えるのではなく、親しみやすい蓮見先輩の性格をさらに印象強くする意味でよく似合いそうだと思う。

「最後に、リムレス」

　その名の通りフレームがないのでスッキリしていて、素顔の印象を変えたくない人向けだ。強度に難あり。

「といったところです」

　もっている知識をひと通り吐き出したところで、僕は締めくくる。

「あんた、本当によく知ってるわね」

「前にも言ったと思いますが、興味がわいたときに勢いで調べただけですよ」

　こんな知識、何の役にも立たない。いや、今まさしく役に立っているのか。案外どこで活かされるかわからないものだ。

　蓮見先輩は再びフレーム選びに戻もどった。

「ねぇ、静流？」

　と、不意に瀧浪先輩に呼ばれた。

「うん？　……っ!?」

　振り返ると、そこにはスクウェア型の眼鏡をかけた彼女の姿があった。

　初めて見る瀧浪泪華に思わずドキッとしてしまう。

「どう？　似合う？」

　瀧浪先輩は無む邪じや気きに笑う。

「……」

　すぐに感想が出てこない。

「え？　うそ。似合ってない!?」

「……いや、よく似合ってる」

　素直に認めるのは癪しやくだと思ったのはほんのわずか。瀧浪先輩が焦り出したので、やはりここはちゃんと言葉にすることにした。

「知的な感じになっていいと思う。細身のフレームも洒落しやれてるし、瀧浪先輩の表情もやわらかいから真面目すぎなくていい」

　普段はお淑やか、僕とふたりきりのときは稚ち気きたっぷりな態度の彼女だが、こうして眼鏡をかけると途端に知的な印象になる。授業中はこんな感じなのかもしれない。同じクラスではない僕が決して見ることのない姿だ。

「なんか静流にそこまで褒ほめられると照れるわね」

　瀧浪先輩はくすぐったそうに笑う。

「悪かったな。普段あんまり褒めなくて」

「あ、わかった。こういう知的なお姉さんに誘惑されたいんだったりして？」

「そんなこと言ってないだろ」

　くそ。少しは彼女に対する自分の気持ちを素直に出していこうと思ったらこれだ。慣れないことはやるもんじゃない。

「ちょっとぉ、そこのバカップル。店の中でイチャつくのやめてもらえる？」

　と、そこに蓮見先輩の声。ジト目でこちらを見ている。

　僕たちははっとして周りに目をやった。それなりに広い店内で、皆それぞれフレーム選びに集中したり相談したりしていて、僕たちの声が聞こえたのはそばにいた蓮見先輩くらいだったようだ。

　瀧浪先輩はばつが悪そうに、僕を肘ひじで小こ突づいた。

　僕が悪いのだろうか。
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　眼鏡店を出る。

　結局、何も買わなかった。

「だって、いっぱいあるからよくわかんなくて。それに今のでも十分似合ってるって静流も褒めてくれてるし、今回はパスでもいいかなって」

　つき合わせた挙げ句のこの判断だからか、蓮見先輩の言い訳も少しばかり申し訳なさそうだった。その一方で一部のフレーズは相変わらず嬉しそうだ。

「ひどいことするわね。静流、どんな褒め方したのよ」

「ひどいって何だ!?」

　人聞きの悪いことを言う。

　蓮見先輩ともなれば普段からいろいろ賞賛されていることだろう。でも、眼鏡なんていう意外な部分で褒められたから心に強く残ってしまったのだ。

「で、これからどうします？」

　本日の目的は、購入保留というかたちで果たしてしまっている。

「そうね。もう少しふらふら見て回りたいわね」

　と、蓮見先輩。瀧浪先輩は何も言わない。勝手についてきた身なので、希望を出せる立場にないと思っているのだろう。そもそも我が異母姉が煽ったのが発端なので、そんなこと気にしなくていいと思うのだが。

　蓮見先輩が意見を求めるように僕を見た。

「どうぞお好きなところに。僕は可哀そうな後輩なので、どこにでもおつき合いいたしますよ」

　僕は冗じよう談だんめかして言う。

　するとふたりの先輩は互いに顔を見合わせた。

「何か言ってるわね」

「たぶん自分で何を言ったかわかってないんでしょうね」

「う、うん……？」

　何やら不ふ穏おんなことを言っている気がする。

　蓮見先輩と瀧浪先輩がこちらを見た。

「前も言ったけど、自分の言葉には責任もちなさいよ？」

「男に二言はないというやつね」

　ふたりは実にいい笑みを浮かべた。




　女性のファッションフロア巡りなどにつき合うものじゃないと思う。ただただ退屈なだけだ。

　いや、退屈なだけならまだしも、ものすごい徒労感がある。

　今、僕たちは神戸マルイにきていた。

　女性ふたりはファッションフロアを見て回り、僕はその後からついていく。ただ黙ってついていくだけなら、これほど楽なことはない。でも、時々意見を求められるのだ。

「ねぇ、静流。これとこれならどっちが似合うと思う？」

　瀧浪先輩が僕に二種類のカットソーを掲げてみせ、僕に聞く。

「……右」

「そうかしら？　わたしとしては左も捨てがたいと思うのよね」

　結局、僕の意見など軽く流して、また難しい顔をしながらふたつを見比べるのだった。

「静流静流、これなんてどう？」

　今度は蓮見先輩だ。

「……いいと思いますよ」

「なーんか心がこもってないのよねぇ。本当にそう思ってる？　そんな言い方じゃ女は喜ばないわよ」

　彼女は背を向けつつも、なぜか小言モードに入る。

　こういうやりとりを数回も繰り返せばさすがにわかる。この手の問いに意味と正答はないのだと。そりゃあ心も死ぬ。

　ふと、瀧浪先輩が何かに気づいた。持っていたアイテムを戻すと移動をはじめる。その先には蓮見先輩がいた。気配を殺し、背後から静かに近寄る。海水浴客を狙うサメのようだ。

「あーら、蓮見さん、それを選ぶの？」

「ッ!?」

　いきなり声をかけられた蓮見先輩が飛び上がるほど驚き、手にしていたトップスを放り投げるようにして戻した。

「今の、背中がすっごい開いてなかった？　この夏は背中でアピール？　なかなかダイタンね」

「ち、ちちち、ちがうからっ」

　なぜか慌てふためく蓮見先輩。

　僕は見ていなかったが、夏なら背中の開いたデザインもそこまでおかしくないのではないだろうか。きっと蓮見先輩には似合うと思うし、少なくとも選択肢に入れただけでからかわれたり恥はずかしがったりするものではない気がする。

　瀧浪先輩の後方にいる僕に、蓮見先輩が気づいた。

「し、静流、いたの!?」

「ええ、いましたよ。横暴な先輩につき合えと言われましたので」

「う……」

　僕が言い返すと、彼女は言葉を詰まらせる。

「つ、次いくわよ」

　そして、強引にこの話を打ち切るのだった。
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　その『次』では、僕はベンチに腰を下ろしていた。

　僕の視線の先では瀧浪先輩と蓮見先輩がふたりでワイワイやっている。こうして見るとそこまで仲が悪いわけではないようだ。

　そこは本格的な夏に向けての水着売り場だった。その華はなやかな雰ふん囲い気きは男を拒こばむ結界でも張られているかのようで、まったく立ち入れる気がしない。

「あたし、去年買った水着がもうキツいのよね」

「ちょっと待ちなさい。それはどういう怪奇現象!?　それに何で着てみたの!?　はっ！　まさか本当に静流とお風呂──」

「ち、ちがうから！　そんなつもりで試したんじゃないから！」

　ふたりはアイテムを見ながら、餌えさに誘われる小動物のようにどんどんと奥に入っていく。できればそのまま地の果てまで行ってくれないだろうか。




「お前、なかなかいい身分ね」

「ぶっ」




　不意打ちのように耳に飛び込んできた声に、僕は思わず噴ふいた。

　体をひねって顔を上げると、そこにはスレンダーな体をダメージジーンズとブラウスで包んだ壬み生ぶ奏かな多たが立っていた。……神しん出しゆつ鬼き没ぼつな。

「か、奏多先輩、どうしてここに!?」

　思わず立ち上がる。

「女がここにきてやることはひとつではなくて？」

「まぁ、そうですね……」

　さすがに自分でもバカなことを聞いたと思った。

「それにお前がついてこなくても、私の予定は変わらない」

　確かに今日は、本来なら奏多先輩のおともをすることになっていた。だけど、蓮見先輩に強引に予定を入れられ、それもできなくなってしまったのだ。それでも奏多先輩はひとりで買いものにきたようだ。

「何かいいものは見つかりましたか？」

「ダメね。私はこういうのに向いていないわ」

　そう言って奏多先輩は鼻で笑った。

「言っておきますが、今はむりですよ」

「わかっているわ。お前は三人も相手にできるほど器用ではない」

　その通りだ。正直、蓮見先輩と瀧浪先輩だけでも荷が重い。

　正面を見ると、そのふたりが相変わらず水着選びで盛り上がっている。瀧浪先輩がひとつ蓮見先輩に突きつけた。蓮見先輩はそれをひったくると、ものすごい勢いでもとの場所に戻す。何やら文句を言っているようだ。どうせ瀧浪先輩が面白がって高校生には不相応なデザインのものを蓮見先輩に選んだのだろう。

「私ひとりでも長くもたないものね」

「言い方ぁ！　何の話ですか!?」

　奏多先輩は人が聞いたらぎょっとするようなことを平気で言ってくるから怖い。

「さぁ？　人に聞くより自分の胸に聞くほうが早いのではなくて？」

「……」

　とりあえず己の胸に聞くのはやめておこう。

「それにしてもお前、楽しそうね」

「そう見えますか？」

　見ての通り、女性陣ふたりについていけず、ここに避難している有り様なのだが。子どもを遊園地につれてきたものの、先に疲れ果ててベンチでぐったりしているお父さんみたいなものだ。楽しい要素がどこにもない。

　何となく、僕は再び瀧浪先輩たちに目を戻した。

「捨てられた女にはそう見える」

「捨ててませんよ」

　何でこの人はいちいち人に聞かせられないような表現をするんだろうな。

「私ではお前にそんな顔はさせられない」

「奏多先輩と一緒でも楽しいですよ」

　僕は間かん髪はつ容いれず、そう答えた。

　確かにたいてい「お前もついてきなさい」「はい、喜んで」みたいなはじまりになるのだが、僕はいやいやおともをしたことはない。それこそ喜んでついてきているのだ。そこは自信をもって言えるし、誤解されたくない。

「ひとつ、本物があったわね」

「……」

　本物。

　つまり作りものではない、自分の中から自然と発生した感情ということ。

「そうやってひとつひとつ確かめていくのも手ね」

「気が遠くなりそうな作業ですね」

「いずれ無駄だと悟さとるわ」

　奏多先輩は前まえ触ぶれもなく踵きびすを返す。どうやら帰るようだ。服は自分ひとりでは選べないと諦めたのだろう。当然、別れの挨拶などない。

　僕は去っていく奏多先輩の背中を見送る。

　人が何かの作業をしていてそれを無駄だと感じるのは、多くの場合延えん々えん同一の結果が出るときだ。さて、僕のケースはどうなのだろうか。

「静流！」

「静流、ちょっと！」

　奏多先輩と入れ違うようにして、結界の中から僕を呼ぶ声。幸いにして彼女たちの目に奏多先輩の姿は映らなかったようだ。

「ねぇ、静流、これなんかどうかしら？」

　行ってみれば瀧浪先輩がそう聞いてきた。

　ふたりともこれぞと選んだ水着を持っている。どちらもビキニだ。そんなものを見せつけられても直視しにくいのだが。

　僕はまず瀧浪先輩を見た。

「なぜ僕に聞く？」

「自分の彼女が着る水着よ？　静流だけが見るんじゃなくて、ほかの人も見るのよ？　彼かれ氏しとしていいとかダメとかあるでしょう？」

　いや、彼女でもなければ彼氏でもないので勝手にしてくれたらいいと思う。

　今度は蓮見先輩を見た。

「僕に選ばれるのはいやなのでは？」

「意見くらい言いなさいよ」

　その意見を言って散々一いつ蹴しゆうされてきたのだけど。

「まぁ、それくらいなら」

　どうせまた尊重はされないだろうが、言うだけ言ってみようか。

　改めて見れば、蓮見先輩のは爽さわやかなブルーのボーダー柄。瀧浪先輩が選んだのは、華やかにもハイビスカスの柄があしらわれていた。

「きっと今、静流はわたしたちがこれを着てるところを想像してるわ」

「ちょっとやめてよね！　急に恥ずかしくなってきたじゃない」

　また瀧浪先輩がよけいなひと言を言い、蓮見先輩がばっと水着を背中に隠した。

　とりあえず僕はここから立ち去ることにした。ふたりで勝手に盛り上がるなら僕はいらないだろうし、この結界内に男が長居すると死ぬ。
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　その後、蓮見先輩のたっての希望で先日と同じ店でソフトクリームを食べ──そこで時刻は午後四時を少し回ったところとなった。

　唐とう突とつに蓮見先輩が言い出す。

「悪いんだけど、瀧浪さん、静流のこと頼める？　あたし、今から急に帰らなくちゃいけなくなったのよねぇ」

「え？」

　声を上げたのは瀧浪先輩だ。

　僕も驚いた。僕の知らない間におじさんから何か連絡でもあったのだろうか。

「そう？　ありがとう。じゃあ、後はよろしく」

　なぜか瀧浪先輩がひと言も返事をしていないにも拘らず勝手に話をまとめ、蓮見先輩は駅のほうへと去っていった。

　そこでようやく気づく。この強引さをどこかで見たことがあると思ったら、瀧浪先輩とデートをしたときだ。あのときの彼女も強引に僕を蓮見先輩に押しつけ、帰っていったのだった。それと同じ手法だ。

　つまり蓮見先輩は、あのときやられたことを、何から何までお返ししたのだ。

「どうする？」

　瀧浪先輩が僕に問う。

「今から追いかけたところで蹴けり帰されるのがオチだよ」

「そうね」

　彼女はくすりと笑った。

「じゃあ、短いデートといきましょうか」




　とは言え、すでに夕刻。こんな時間から行けるところ、やれることはかぎられているので、ハーバーランドのモザイク大観覧車に乗ろうということになった。

　三宮・花時計前から地下鉄海岸線でハーバーランドへ。

　そうして辿たどり着ついた大観覧車は、陽も暮れておらず夜景など望むべくもない時間のせいか、さほど待つことなく順番が回ってきた。

　ゴンドラに乗り込み、僕たちは向かい合わせに座る。これから十分ほどの空中散歩だ。高度が上がれば、神戸の街並みが一望できる。山側を見れば六ろつ甲こう山さん、海側を見れば神こう戸べ大おお橋はしだ。

「蓮見さん、わたしたちに気を利かせてくれたのかしら？」

　ゴンドラはまだ上りはじめたばかり。そんな外の景色には興味がない様子で、瀧浪先輩は僕のほうを見ながら聞いてくる。そもそも景色なんてどうでもよくて、ゆっくり話ができる場所として観覧車を選んだのかもしれない。

「たぶんね」

　煽って引っ張り出し、最後はふたりきりにする。蓮見先輩の場合、瀧浪先輩が普段から大っぴらにあの手この手で僕の気を引こうとしているのは知っているし、僕が彼女に対して好意を抱いていることも知っている。だから気を利かせたのだ。

「いいところあるわね」

　瀧浪先輩がくすりと笑う。

「ねぇ、この後どうする？」

「どこかでお茶でもして帰る、というのが無難かな」

　常識的な時間に帰ろうと思ったらそれくらいしかできない。

「帰らないって選択肢は？」

「ない」

　僕はきっぱりと言う。

「その選択肢があるとかないとかは別にして、帰ったら蓮見先輩がいるんだぞ。どんな顔して帰ればいいんだよ」

　その前段階として、今日は帰らないと連絡する時点で見上げるほど高いハードルが聳そびえ立っているのである。

　ゴンドラがゆっくりと高度を上げていく。かなり眺めがよくなった。この観覧車には何度か乗ったことがあった。幼いころは母と。中学や高校に上がってからは友達同士で。でも、女の子とふたりっきりで乗るのは初めてだ。しかも、その初めてが学校でも有名な美少女とは、果たしていつの僕なら予想できただろうか。




「ねぇ、わたしって静流の隣にいる？」




　不意に瀧浪泪華が真っ直ぐ僕を見つめ、問う。

「向かいに座ってると思うけど」

「そうじゃなくて」

「……」

　もちろん、わかっている。それはつい先日、笹を見上げなら僕が言ったことだ。

　瀧浪先輩は言葉を変えて改めて聞いたりはしない。ただ僕の答えを待つ。

「……僕はそう思ってる」

「そう。よかった。わたしの『自分』も静流のそばにあるもの」

　瀧浪先輩は嬉しそうに笑みを見せる。

「帰らないはちょっとやりすぎとしても、いつか寄り添ってデートしたり、キスをしたりする未来はあるのかしら？」

「さぁね。どこかにはあるんじゃないか」

　僕が言えるのはそれが精いっぱい。今、それを探している最中なのだから。

　真ま壁かべ静流は恋愛に向いていない。

　向いていないが、向いてないなら向いてないなりにちゃんと瀧浪先輩の気持ちに応えられるか考えなければ。
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　静しず流るとの短いデートを終えた夜のこと。




『真ま壁かべクンにわたしの趣味のことバラした瀧浪さんには、罰ばつとして彼にえっちな自撮りを送ってもらいます。……こんな感じの』

『やりませんし、やめて！』




　鷹たか匠じようさんとチャットアプリで会話中、メッセージとともに自撮り写真が送られてきた。見たことのない制服を着た女の子が、その制服をはだけさせている扇せん情じよう的てきな写真だった。顔は隠されているが、当然これは彼女だ。……なぜクラスメイトのこんな自撮りを受け取らないといけないのだろう……？　あ、でも、ちょっと参考になるかも。




『じゃあ、わたしが代わりに送りますね』

『……怒るわよ？』




　どうやら彼女は静流に興味を持っているようだった。おそらく純粋な興味ではなく、わたしが彼に好意を寄せているからこその興味だと思う。最近こうやってよくわたしや静流をからかって遊ぶのだ。

　彼女の困った趣味がもうひとつ増えたようなもの。つき合ってられないので、チャットをほったらかしにして、わたしはお風呂に入ることにした。




「どうやら蓮はす見みさんに気を遣つかわれちゃったみたいね」

　お風呂に浸かりながらつぶやく。

　最後に静流とふたりっきりにしてくれたことだけではなく、振り返ればわざわざ目の前で静流と出かける話をして、わたしに尾行させるところからもう蓮見さんの計画ははじまっていたようだ。

　実はふたりが姉弟になったと聞いたときは少し心配した。

　蓮見さんはちょっと乗せられやすいところがあるけど、短たん絡らく的てきではない。静流に辛くあたるようなことはしないだろうとは思っていた。だけど、『坊ぼう主ず憎にくけりゃ袈け裟さまで憎い』ではないけど、お母様を裏切ったお父様を憎むあまりもしかしたら、ということもある。

　そうでなくても急に決まった年の近い異性との同居だ。わたしたちくらいの年ごろの女の子なら猛反発してもおかしくない。

　後は、やっぱり蓮見さんが魅力的な女の子だという点だろう。

　明るくて親しみやすくて、スタイルも抜ばつ群ぐん。しかも、静流にお弁当を作ってあげるくらい家庭的とか、男の子を惑まどわせるためにいるような子だ。これで静流のケガを理由に一緒にお風呂に入ろうものなら、わたしのあの手この手にも動じない静流でもさすがにコロッといくかもしれない。

　蓮見さんのところは、お父様が大学病院に勤めるお医者様であるだけに家も大きいと聞く。それならばきっとバスタブも広いことだろう。ふたりで一緒に入れるくらいに。

「って、心配の種類が変わってるわね」

　苦笑するわたしの声がバスルームに反はん響きようする。

　兎とに角かく、わたしはいろいろ心配していた。ふたりの複雑な家庭環境に加えて、同年代の男女がひとつ屋根の下で暮らす難しさもある。

　だけど、蓮見さんはそういうものを乗り越えて、いいお姉さんをしてあげているようだ。

　もうひとつ、特筆すべきは静流だろう。

　今日の彼は少し優しかった気がする。普段の静流も優しくないわけではなく、あの失礼な態度も半分くらいはじゃれ合いだと思っている。わたしが熱ねつ烈れつなアプローチをして、静流がそれを素っ気なくあしらう。そんな予定調和のじゃれ合い。

　だけど、今日はずいぶんと優しかった。眼鏡を褒めてくれたり、蓮見さんにセッティングされた最後のデートにもちゃんとつき合ってくれたり。

　ようやくわたしの想いに応える気になったのだろうか？

　この調子なら一緒にお風呂に入る日も近いかもしれない。

「いえ、それはさすがにまだ早いわね」

　お風呂に入っているせいか、それとも蓮見さんのことを考えた後だからか、おかしな未来予想図を頭に描いてしまった。

　まずは海水浴かプールにしておこう。

　蓮見さんもいいお姉さんになりつつある。わたしと静流の関係も順調に進展している。

　この先、きっといい未来が待っている気がした。
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　朝、いつもの時間に目を覚ました。

　着替えて洗顔をすませ、一階に下りる。と、そこで異変に気がついた。

　真っ暗だった。

　もちろん初夏の午前七時なので、窓とカーテンを貫いて入ってくる朝の陽射しはある。言葉通りの真っ暗ではない。

　まずは薄暗いリビングの照明を点けた。それから庭に続く全面窓を開放し、ひと晩の間に籠もってしまった空気を入れ換える。

　おじさんは当直で昨日から帰っていない。今、この家の中にいるのは僕と蓮はす見み先せん輩ぱいだけなのだが。

　僕は二階を見上げた。

　その蓮見先輩は、どうやらまだ寝ているようだ。

　未だ何も手伝わず朝食を作ってもらっている身の申し訳なさもあり、今日は僕が用意することにした。蓮見先輩はもう少し寝かしておいて、いよいよ遅刻するラインが迫せまってきたら起こすとしよう。

　まずは冷蔵庫からいくつかの野菜を取り出し、コールスローサラダを作る。それからプレーンオムレツ。

　蓮見先輩は朝食をしっかり食べるほうだ。中途半端に体型維持を目指して、朝を抜ぬいたり少なめにしたりはしない。それであのプロポーションなのだから、悩める女子に刺されそうではある。

　とは言え、きっと今朝はバタバタするだろう。なので、ここにパンとコーヒーを足して朝食完成としよう。

　と、そのとき二階で勢いよくドアが開く音がした。

「し、静しず流る！」

　そして、飛び出してきた蓮見先輩の足音はなぜか奥のほうへと向かっていく。僕の部屋の前まで行くと、ドンドンとドアを叩きはじめた。

「静流！　起きてる!?」

「……」

　いや、いつも僕を起こしてるわけじゃないだろうに。何で自分が寝坊したからって、僕も同じように寝ていると思ったのだろうか。相当混乱しているな。

　それからドタドタと階段を下りてきた。

「ごめん、静流。目覚ましの電池が切れてたみたい」

　キッチンに顔を出し、そこではたと動きを止める。

「あ、作ってくれたんだ。そんなことしなくても起こしてくれたらよかったのに」

「まぁ、こんなときくらいはと思ったので。……それよりも先に着替えてきたらどうです？」

　よほど慌てていたのだろう。ベッドから飛び降りて、そのまますぐに駆け下りてきたようだ。

　蓮見先輩はパジャマ姿のままだった。白のシルクは透け感があって、彼女に言わせると何度も確認したから透けてはいないはずとのことなのだが、目に毒なことには変わらない。

「あ、そ、そうね……」

　僕に言われて初めて自分の恰かつ好こうに気がついたらしい。蓮見先輩はあえて慌てず、さりげない感じでパジャマの乱れを直すと、踵きびすを返して二階へ上がっていった。

「さて──」

　と、僕は意識的に発音する。

　蓮見先輩もすぐに下りてくるだろうから、もうパンを焼きはじめるとしよう。




「ごめん。ほんと助かった」

　約十分後、僕たちはダイニングテーブルで向かい合って朝食を食べていた。蓮見先輩はロールパンをかじりながら謝る。

「まさかふたりそろって遅刻するわけにはいきませんから」

「そうね。これなら余裕はないけど、遅刻するほどじゃないわね」

　時計を見れば、普段朝食を食べている時間と二十分も三十分もちがっているわけではなかった。たぶんよけいなことさえしなければ、走ったりしなくても学校に間に合うだろう。

「それにしても、静流、案外ちゃんとしたのが作れるじゃない」

　蓮見先輩は本日の朝食を見ながら感心したように言う。

「ま、僕も蓮見先輩と似たような家庭環境ですから」

　ひとり親の家庭では、働く親の手が回らない部分は子どもがやるしかない。自然とこうなる。

「時間さえあればもう少し凝ったものが作れますよ。このプレーンオムレツをスパニッシュオムレツにするくらいはできます」

「へぇ、やるわね。たまに静流に任せようかしら」

「できれば食事以外もさせてほしいですね」

　僕はいい機会なので常々思っていたことを切り出す。

「さすがにやってもらってばかりじゃ申し訳ないですから」

「そんなに気にしなくていいんだけどね。……えっと、何がある？　食事に洗濯、掃除、買いもの……」

　蓮見先輩は指折り数える。

「どれもひと通りできますね」

「そっか。じゃあ、たまに静流に振るわ。主に食事の後の片づけ。苦手なのよね。作るのは好きなのに」

　いるな、たまにこういう人。作るのは得意だけど、調理道具や食器を洗ったり片づけたりが苦手というか嫌きらいというか。

「ええ、いいですよ」

　一方の僕は得意というのも変だが、そこは苦もなくやれる。

　ようやく少しは蓮見家の役に立てそうだ。
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「じゃあ、先に行きます」

　いつものように僕が先に家を出る。

　ただ、いつもとちがうのは蓮見先輩がリビングではなく、まだ二階にいることだ。今日は時間が押している。部屋で登校の準備をしているのだろう。僕は二階に向かって声をかけた。

　蓮見先輩からの返事はない。聞こえていないのか応えられる状況にないのか。返事をしたけどここまで届いていない可能性もある。

　もう行くことにしよう。結果的に黙って出ていくかたちになったとして、そこまで怒おこりはしないだろう。そう思って玄げん関かんに体を向けたときだった。

「待って待って。あたしももう出るから」

　蓮見先輩の部屋のドアが開き、彼女が飛び出してきた。軽やかに階段を下りてきた蓮見先輩は準備万端だ。

「え、一緒に出るんですか？」

「仕方ないでしょ。いつもみたいに時間をずらしてたら遅刻するんだから」

　確かに今から出て乗る電車が学校に間に合う最後の一本だろう。ひとつ遅くしたら遅刻するか、それがいやなら学がく園えん都と市しで降りてから走るしかない。

「ほら、早く行きなさい。それこそ姉弟仲よく遅刻したいの？」

　僕は蓮見先輩に押されるようにして玄関へ向かう。

　仕方がない。駅まで行った後、分かれて電車に乗ればいいだろう。




　駅に向かって蓮見先輩と一緒に歩く。

　つい先日三さんの宮みやに買いものに行った際もこうして駅まで一緒に歩いたが、お互いに制服だとまたちがった感覚だ。

　それにしても不思議なものだと思う。一ヶ月前は蓮見先輩のことを校内でも有名な美少女として憧あこがれの目で見ていただけなのに、今は姉弟として並んで歩いている。事実は小説よりも奇きなり、だ。

「ところで、周りの家の人たちにとって僕はどういう立場になっているんですか？」

　何度か付近の住民に僕が蓮はす見み邸ていに出入りしているところを見られているのだ。相手は見慣れない僕に戸と惑まどいつつ挨あい拶さつをし、僕もちょっと申し訳ない感じで返している。

「あ、それね。親しん戚せきの子をあずかってるってことにしてるから」

「そうですか」

　蓮見先輩は口にするのを躊躇ためらったのだろう。たぶんそこには『母親を亡くした』というフレーズがあるはずだ。

「お父さんもさすがに本当のことは言いにくかったみたい」

　彼女は苦笑する。

　そりゃそうだろう。説明を求められて、私の愛人の子ですとは言えない。

「もしかしたら静流に直接聞いてくる人もいるかもしれないから、そう答えといて」

「わかりました」

　そうこうしているうちに名みよう谷だにの駅が見えてきた。そろそろこのあたりで一度離はなれたほうがいいだろう、と思ったとき、

「蓮見先輩！」

　声がした。

　それは今いちばん会いたくなかった直なお井い恭きよう兵へいのものだった。

「おはようございます、蓮見先輩」

　振り返った僕らのもとに駆けてきて、直井は朝の挨拶を口にする。相変わらず大きなスポーツバッグを肩かたに提げていた。

「おはよう、直井君」

「それと真ま壁かべも、おはよう」

「おはよう。直井、最近よく会うな」

　少し前にも登校のときに駅のホームで会っている。

　彼の合流に合わせて、僕たちは再び駅に向かって歩を進めた。蓮見先輩を中心に、僕と直井がその左右を歩く。

「ああ、期末テストが近いだろ？　だから朝練が少なくなってるんだ。来週になったら完全になくなって、再来週は放課後の練習もなくなる」

　なるほど。定期テストに向けて段階的に練習がなくなっていくシステムなのか。図書委員とはちがうようだ。

「で、ギリギリなのは朝練がないのに慣れてないからだな」

　直井は苦笑する。

「それはそうと、蓮見先輩は真壁と一緒なんですね。家が近いからですか？」

「ああ、それね」

　どこかおそるおそるといった感じで尋たずねる直井に、蓮見先輩は軽い調子で応える。




「あたしと静流はね、実は姉弟なの」

「ッ!?」




　その軽い調子のまま事実を言ってしまい、直井よりも僕のほうが驚いてしまった。

「蓮見先輩っ」

「いいじゃない。仲のいい子にまで隠かくしておくことないわよ。わざわざ言って回ることもないけど」

「蓮見先輩、それは本当ですか……？」

　直井は先ほど以上に慎重に問う。

「うん、本当。いわゆる腹はら違ちがいの姉弟ってやつ。うちのお父さんと静流のお母さんがどんな関係だったかは言わなくてもわかるよね？」

「ええ、まぁ……」

「人には言わないでよ。直井君だから教えたんだから」

　ともすれば暗くなりがちな話を蓮見先輩は愛あい嬌きようたっぷりに言うが、直井は「わかりました……」と力なく返すだけ。

　この後、彼はいつもより口数が少なかった。
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　直井恭兵はおそらく蓮見紫し苑おんに好意を抱いている。

　そこにきてクラスメイトが彼女と姉弟になった、ひとつ屋根の下で暮らしているとわかったら直井はどう思うだろうか。心穏やかでいられないとしても不思議ではない。

　少しばかり不味いことになっている気がする。

　僕は蓮見先輩の裏表のなさを甘あまく見ていたようだ。彼女はできるだけ噓を口にしたくないのだろう。近しい人間には特に。結果、自身のかわいい後輩で、僕のクラスメイトである直井恭兵は、幸か不幸か、そこに含まれてしまったのだ。

　蓮見先輩に悪気はない。むしろ直井を秘密を明かしてもいい相手として特別扱いしたくらいだ。だけど、きっと直井はそれを素直に喜べないだろう。




　昼休みになった。

　朝あれだけバタバタしたので、当然弁当などない。昼食にありつくためには学食に行くよりほかはなかった。

「ちょうどいい。試してみるか」

　授業終了の礼の後、僕は立ったまま手早くテキスト類を片づける。

「直井」

　昼休みの解放感の中、仲のいいクラスメイトと一緒に弁当を広げるもの、学食へ急ぐもの、みんな思い思いに動きはじめている。僕はグループのメンバーとともに教室を出ようとしている直井恭兵を捕まえた。

「なんだ？」

　振り返った彼の声は、明らかにいつもより硬い。爽やかな笑顔もなかった。

「今日は弁当がないんだ。一緒に行ってもいいか？」

「断る。ほかを当たってくれ」

　直井はほぼ即答だった。

　彼らしくない突き放すような冷たい言い方だ。グループのメンバーや、それが聞こえた近くのクラスメイトがぎょっとしている。

　そして、彼自身も驚いたようで、わずかに唇くちびるを嚙かんだ。

「悪い。今日は仲のいい連中と食べたいんだ。また今度な」

　踵を返し、教室の出入り口へ向かう。

「真壁とは別に仲がよくないってさ」

　いい気味だとばかりに泉いずみ川かわ寿ひさしがせせら笑う。さぞかし胸のすく思いだろう。そのまま直井を追った。

「恭兵のやつ、珍しいな」

　僕の横に立ち、頭を搔かきながらそうこぼすのは、一年のときから直井と同じクラスで、部活でも一緒の自他ともに認める『直井の相棒』だ。名前を室むろ堂どうという。

「悪いな。ま、諦あきらめてくれ」

　彼はどこか高いところから憐あわれむようにそう言うと、やはり直井を追って出ていった。

　悪い予想が当たったか。直井も心中複雑のようだ。




　僕も学食へ行く。

　ひとりで食べるのも寂さびしいのでどこかに混ぜてもらうことにしよう。刈かる部べや辺へ志し切きりさんほどではないにしろ、仲のいいやつが見つかるだろう。思うに、そもそも刈部景かげ光みつと辺志切桜さくらは仲がいいというカテゴリではない気がする。たぶん仲のよさよりは相性のよさなのだろう。

「お、きたわね」

　学食に行くと、なぜか入り口で蓮見先輩が待ちかまえていた。

「どうしたんですか？　財布でも忘れましたか？」

「あんたね……」

　蓮見先輩は口の端を引き攣らせる。それから声のトーンを抑え、

「そうじゃないわよ。あたしのせいでお互いお弁当がないわけだし、だったら一緒に食べようかと思ってさ」

「いやですよ、そんなの」

　前にここで瀧たき浪なみ泪るい華かと一緒に食べたが、あのときはまだ『図書室をよく利用する彼女と図書委員』という建前があった。だけど、僕と蓮見先輩では表面上接点はないのだ。なのに衆人環視の下、ふたりで食事をしていたら詮索されるに決まっている。

　しかも、中には直井がいるのだ。

「なに？　そんなにあたしと一緒がいやなわけ？」

「そうじゃないですけど、とにかく今はダメです」

　思いがけず強い口調になり、自分でも驚く。先ほどの直井のようだ。彼もこんな気分だったのだろうか。

「……わかったわ」

　聞き分けのない子どもを見るかのように、蓮見先輩はため息を吐ついた。

「すみません……」

　僕は謝る。何にだろう？　誘いを断ったことにか、それとも大きな声を出してしまったことにか。

　蓮見先輩がそっと僕の両肩に手を置く。

　そして、

「え……？」

　くるりと僕の体を回した。

「瀧浪さん、これお願いね」

　言って、僕を思いっきり突き飛ばす。

　つんのめった先に瀧浪泪華の姿があった。このままではぶつかる。どうにかしなければ。そう考えて踏ん張ろうとした瞬間、足がもつれた。それでも何とか勢いを殺すことができ、『衝突』ではなく『接触』ですんだ。

「うわっぷ……」

「ひゃっ!?」

　僕の顔がやわらかいものに当たった。慌てて体を起こす。

「す、すみません、瀧浪先輩。あ、あの……！」

「だ、大丈夫よ。ちょっと驚いただけ。ぶ、ぶつかったわけじゃないんだから」

　瀧浪先輩は赤い顔で答えると、蓮見先輩へと目をやった。

「ちょっと、いったいなんなの!?」

「実はあたしも真壁くんもお弁当を忘れちゃって。瀧浪さん、悪いけど真壁くんと一緒に食べてあげて」

　よく聞けばめちゃくちゃな文章なのだが、逆にそれで何か事情があるのだろうと察したようで、瀧浪先輩は呆あきれたようなため息をもって了承したのだった。

「蓮見先輩、中に直井がいるんで」

「あ、そう？　じゃあ、あたしはそっちに混ぜてもらっおっかなー」

　そう言って蓮見先輩は学食の中へ消えていった。

「ひゅ～どろどろどろ～」

　何やら謎の効果音を口から発するのは鷹たか匠じよう雅みやび先輩だ。

　彼女は僕の背中にぴったりと貼はりつき、肩に自分の手と顎あごを載せた。もしかして古典的な幽ゆう霊れいの真似だろうか。

「風紀委員です。風紀の乱れを感じました。これは見過ごせませんね。……瀧浪さんのおムネの感触はどうでした？」

「はて、何のことでしょう？　僕たちはぶつかってませんよ」

　あなたが風紀を語るか。

「それより、鷹匠先輩こそぶつかってますよ」

「ぶつけてまーす」

「今すぐ離れなさい！」

　瀧浪先輩が力ずくで鷹匠先輩を引き離した。




「蓮見さんが寝坊？」

　数分後、僕と瀧浪先輩は向かい合って食事をしていた。

　僕が弁当を持ってきていない理由を説明すると、彼女は意外そうに目を丸くする。

「珍しいこともあるものね」

「そうですね」

　一緒に暮らしている僕の目から見て、蓮見先輩は時間にきっちりした人だ。毎朝僕が起きてくるころにはすでに朝食の準備をすませ、リビングで新聞を読んでいる。その時間を守るという印象は、周りから見ても同じなのだろう。

「実際には寝坊ではなく、単に目覚ましの電池が切れていただけらしいので、今回は事故みたいなものですよ。でも、そのおかげで僕も家事を手伝わせてもらえることになりました」

「そう。それなら真壁くんとしても気が楽になるわね」

　と、そこで瀧浪先輩は声の調子を少しだけ真面目なものに変えた。

「それで、どうしたの？　蓮見さんと喧嘩でもした？」

「いえ、そういうわけでは……」

「でしょうね。そんな感じには見えなかったもの」

　瀧浪先輩は「じゃあ、なに？」と目で問うてくる。

「直接的に僕と蓮見先輩の間で何かあったわけではないです。これに関しては僕たち以外の人間も関わっているので、いくら瀧浪先輩でも言うわけにはいきませんよ」

「これでも口は堅いつもりなのだけど。……わかったわ。でも、何かあったら言って。相談に乗るから」

「ありがとうございます」

　とは言ったものの、瀧浪先輩に助けを求める類のものではない。もっと言えば、これは直井の感情の問題なので、知ったことかですませることもできるのだ。

　それでもできればどうにかしたいという思いがある。ああいう直井恭兵らしくない態度は誰も望まないだろうから。
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　翌日の直井はいつも通りだった。

　少なくともそう見えた。

　感じのいい笑みを浮かべ、グループの仲間と楽しそうに騒ぎ、そうでないクラスメイトとも分け隔てなく言葉を交わしている。誰もが直井恭兵とはこうあってほしいと思い描く彼の姿。昨日の昼休みの冷たい振る舞いが噓のようだ。

　だけど、それだけに唯ゆい一いつ僕にだけ背を向けているような態度が際立つ。

　そう、僕は直井に近づかないようにしていたし、彼もまた僕を意識的に避さけていた。だからこそ直井は平常心を保っていられるのかもしれない。




「真壁くん、どうかしたの？」

　午前中の休み時間、横目で見るようにして直井の様子を窺っていた僕に、辺志切桜が問うた。

「うん？　あ、いや、辺志切さんにはどんな眼鏡が似合うだろうかと考えてた」

「え……？」

　辺志切さんがきょとんとする。

「刈部はどう思う？」

「……リムレス」

　わりと即答だった。

　フレームのないリムレスは、眼鏡が顔の邪魔をしない。案外刈部は、辺志切さんには眼鏡などないほうがいいと思っているのかもしれない。

「僕はアンダーリムかな。あのデザインはおしゃれだ」

「ちょ、ちょっと何の話!?」

　辺志切さんがあたふたしはじめる。

「最初に言った通り、辺志切さんに似合いそうなフレームの話だよ。いつもウェリントンだから、たまには別のもいいんじゃないかと思ってね」

「もぅ、人の顔で遊ばないで」

「遊んでいないよ。真面目に考えてる」

　内向的な性格とうつむきがちな姿勢で隠れてしまっているが、辺志切さんは整った容姿をしている。もう少し眼鏡で遊んでみてもいいと思うのだ。

「真面目に考えなくていい……」

　辺志切さんは消え入りそうな声で言い、口を尖らせた。

「ところで、刈部。最近の直井をどう思う？」

　辺志切さんの改造計画については、今日のところはこれくらいにしておこう。僕は刈部に尋ねる。

「俺が直井やその取り巻きに興味があると思うか？」

「だろうね」

　非合理的なことを嫌う刈部らしい、素っ気ない返事だった。

「直井は昨日の朝から真壁のことを意識的に気にしないようにしている。真壁は昼休みからだ。できるだけ直井の視界に入らないよう注意している」

「……」

　まったく、恐れ入る。

「気にしてるじゃないか」

「気にはしていない。いつもと様子がちがうから勝手に目に入ってくるだけだ」

　息を吸うように人間観察をするやつだな。

　と、そこで辺志切さんがひと言。

「あ、そうなんだ。直井君、いつも通り恰好いいと思っただけで、ぜんぜん気がつかなかった」

　僕はさりげなく刈部を見た。

　特に変化は見られない。これは僕に観察眼がないからか、それとも本当に変化がないからだろうか。
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　昼休みになった。

　正確には、その五分前。

　この曜日の四時間目は担任である浅あさ羽ば先生の数学で、一学期の最初の授業の際に言ったのだ。「この授業は五分早く終わってやる。嬉うれしいだろ？　でも、進度は変えないからな」と。以降、この時間は密度の高い内容と引き換えに、通常より五分早く終わっている。

　その恩おん恵けいは思いのほか大きい。午前の授業から早く解放されるし、その分だけ早く昼食を食べることができる。

　自分のクラスへの贔ひい屓きもあるのだろう。だけど、おそらく先生は計算してやっている。四時間目の授業なんて、生徒は早く終われという気持ちで集中力が切れているとわかっているから、その対策だ。

　浅羽清せい十じゆう郎ろうは侮あなどれない。着崩したワイシャツに少し残した顎髭という見た目も、適度に緩ゆるくていいかげんな態度も、すべて油断させるために計算でやっているのだと僕は見ている。

「真壁」

　五分早く昼休みに入った喧けん騒そうの中、その浅羽先生が僕を呼んだ。

「あ、はい」

　僕は一度返事をしておいてから教きよう壇だんに向かって歩き出した。先生も少しだけこっちに寄ってきた。

「悪いがこの昼休み、図書室を開けてくれないか。三年の先生に頼まれてな。授業で出した課題の調べもので、生徒が図書室を使いたいらしいんだ」

「わかりました」

「ああ、すぐじゃなくていい。食べてからでいいぞ」

　そうして浅羽先生は教室を出ていった。




　今日はちゃんと持たされた弁当を、心持ち早く食べる。

　職員室に鍵を借りにいくと、「すまんな。せっかくの昼休みなのに」と先生に感謝された。

　昼休みだからと言って、特にやることがあるわけでもない。グラウンドや中庭を見ればボールで遊んでいる生徒もいるが、僕はそこまでアクティブではなかった。

　鍵を持って図書室へ行く。幸いにして、図書室を利用したいという三年生が待っているようなことはなかった。時間を指定しなかったあたり、昼休みをめいっぱい使って何かをやりたいわけではないのだろう。

　中に入り、照明を点ける。

　図書委員である僕に開けさせたのだから図書を借りる可能性もありそうだ。閲覧システムが入っているカウンター内の端末と、閲覧席にある蔵書検索用の端末の電源も入れておく。

　そうやって準備をしていると、

「失礼しまーす」

　誰かいますかとばかりにそろりと投げかけられた声に、僕は聞き覚えがあった。

　振り返ると出入り口に立っていたのは、案の定、瀧浪泪華とその御一行様だった。彼女と鷹匠先輩とほか三人で、計五人。

「図書室を使いたい三年生って瀧浪先輩たちだったんですね」

「ええ」

　瀧浪先輩は笑顔でうなずく。

「グループに出された課題で調べたいことがあって、頭に思い浮かんだのが真壁くんの顔だったの」

　なるほど。この図書室の利用者は少ない。それを使おうという発想になるのはここによくくる生徒以外あり得ないわけだ。

「瀧浪さんがいて助かりました」

　そうおっとりした調子で言ってきたのは鷹匠雅先輩だ。

「そこは僕がいて助かったと言ってほしいですね。……ひと通り普段と同じようにしていますので、好きに使ってください。本も借りられます」

「ありがとう」

　瀧浪先輩が代表して礼を言うと、彼女たちは閲覧席のほうへと向かった。まずは持ってきたノートや筆記用具をテーブルの上に置き、それから書しよ架かへと向かった。

　僕はいつものようにカウンターの中に座る。

　瀧浪先輩はここに何をしにきているのかわからないような人だが、本の検索の仕方や図書の並びなど、それなりに知識はある。おそらく僕が口を出したり、助けを求められたりする場面はないだろう。

　手持ち無ぶ沙さ汰たなので、とりあえず普段の業務でもしていよう。まずは昨日が返却期限でまだ戻ってきていない図書──即すなわち延滞図書のリストアップからはじめる。

「真壁クン」

　そうやって作業をしていると鷹匠先輩がやってきた。

「ここって頼んだらお昼休みも開けてもらえるんですか？」

「いえ、今回は特別です。普段そんなことはやっていませんから」

　本来であれば昼休みも開けるべきだとは思う。だけど、それは図書委員の数がそろっていて、当番制で回せるからできることで、僕ひとり毎日図書室に詰つめろとはさすがに学校も言えないだろう。

　おそらく今回は受験生である三年生の頼みということで融ゆう通ずうを利かせたのだ。

「そうですか。残念です」

「やっぱり開いていたほうが便利ですか？」

　要望があるなら僕のところで止めず、顧こ問もんの先生に上げなくてはいけない。

「いえ、こっそり自撮りに使わせてもらおうかと」

「はい？」

　思わず僕は目が点になる。

「背景が図書室の自撮りなんて載せたら、『図書室でこの恰好！』『エッッッッ!!』ってコメントでいっぱいになると思うんです」

「なに考えてるんですか!?　図書室をそんなことに使おうとしないでください」

　普段は取り寄せた海外の学校の制服で自撮りをしているらしいが、この図書室でそんなことをしたら制服で学校を特定されてしまう。いや、この人なら自撮り用の制服を用意してくるくらいの情熱はありそうで怖いが。

「そこを何とかしてくれたら、お礼に一枚だけ写真を撮らせてあげてもいいですよ？」

「いりませんよ、そんなの」

「あーら、鷹匠さん、こんなところでなに油を売っているのかしら？」

「きゃっ」

　気がつくと鷹匠先輩の後ろに瀧浪先輩が立っていた。腕を組んで仁王立ちになっていて、その迫力に鷹匠先輩は小さな悲鳴を上げる。

「また真壁くんを変なことに誘ってるんじゃないでしょうね」

「ざーんねん。前に、浮気相手にどうって誘って断られたので、もう諦めてまーす」

「う、浮気相手って!?」

　瀧浪先輩が絶句する。

「何を持ちかけてるのよ!?」

「あらぁ？　正妻の座にいることは否定しないんだ？」

「わ、わたしと真壁くんはそんなんじゃありませんっ」

　瀧浪先輩が顔を真っ赤にしながら言い返した。

　感心するほど表の設定が板についているな。




　昼休みが終わる十分ほど前には調べものは終わり、図書室を閉めることができた。

　今、僕は瀧浪先輩のグループと一緒に廊ろう下かを歩いていた。

　別に一緒に職員室まで鍵を返しにいこうというわけではなく、単に途中まで進む方向が同じなだけだ。

「あ、直井君！」

　図書室を開けたお礼を言われながら歩いていると、三年の先輩のひとりが声を上げた。

　確かに直井が泉川らいつものメンバーをつれて、こちらに向かってきていた。

「直井君、こんにちは」

「こんにちは、先輩方」

　それぞれ瀧浪泪華と直井恭兵を中心とするふたつのグループは、前に一度学食で一緒に食べているので、知らない仲ではない。立ち止まり、まずはにこやかに挨拶が交わされる。

「やあ」

　僕も彼に声をかける。

　ある種の望みをもって。

　直井が僕を見た。しかし、そこにあったのは彼らしからぬ敵意のこもった眼差しだった。……やめろ。そんな顔をするな。

「……」

　だが、僕の願いも虚むなしく、直井はこちらを無視して再び歩き出した。

「あ、直井君……」

　挨拶だけでなく話もしたかったのか、先輩のひとりが名残り惜しそうに直井を呼ぶ。が、彼は止まらなかった。

　直井が嫉しつ妬となどという感情で心を乱したのは一過性のものであってほしかったが、どうやらそうではなかったようだ。

「今の直井君、何かすっごい怒ってなかった？」

「うん、らしくないね……」
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　三年の先輩たちが目をぱちくりさせている。いつも爽やかに笑顔を振りまいている直井恭兵のあんな態度を見れば、当然そういう反応にもなるだろう。

　先輩たちは顔を見合わせた後、今度は僕を見た。

「ねぇ、確か同じクラスよね？」

　直井の態度の理由を知りたいのだろう。先輩たちは一様に何か聞きたそうな顔をしていた。

「お察しの通り。僕が直井を怒らせたんですよ。いつもカッコつけてるから腹が立って突っかかっていったら、見事返り討ちに遭あいました」

　僕は少し考えた後、肩をすくめながら言う。

「君ねぇ、そんなの当たり前でしょ」

「それにあれはカッコつけてるって言わないの。本当にカッコいいの」

　結果、袋ふくろ叩だたき。

　名も知らぬ先輩たちはスタスタと歩き出した。僕も次第に距きよ離りが開くように、ゆっくりと歩を進める。

　その僕にふたりの先輩が並んだ。

「安易な解決は感心しませんよ？」

　鷹匠先輩がおっとりと諭さとすように言い、瀧浪先輩は何も言わなかった。
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　その日の帰り道は瀧浪泪華と一緒だった。

　彼女は放課後の図書室に顔を出さなかったくせに校門で待っていたのだ。そして、姿を見せた僕を見て笑みを浮かべるわけでもなく、黙って合流した。

　何か言いたそうな顔で横を歩く。

「僕から先に聞くけど、親切な図書委員の評価は地に落ちたか？」

「いいえ、ぜんぜん」

　瀧浪先輩は首を横に振る。

「話題にも上らないわ」

「だろうね。そういうものだ」

　これが今のところ僕が打てる最善手だ。

「僕は意外と自分勝手でね、こうあってほしいという理想像を人に押しつけるんだ」

　かつて僕は、蓮見紫苑は怒るところでは怒り、怒ったらそれで終わり。そういう女の子であってほしいと思った。

　今もそう。直井恭兵は青空のように爽やかな男であってほしいと願っている。嫉妬で敵意剝むき出だしの目を僕に向けるだけならまだしも、人目も気にせずそんなことをやって、評価を下げるようなことがあってはならない。

「わたしにもそうなの？」

「もちろん。瀧浪泪華という人は、美人で聡そう明めいで、誰にでも優しく、お淑しとやかであってほしい」

　それが、誰もが望む理想の瀧浪泪華。

「でも、裏表があって、素の顔を見せるのは僕だけでいい」

「……」

　瀧浪先輩は黙り込む。

　そして、しばらくして「もぅ……」とだけ言った。

「静流が望むなら、ちょっといやらしい女の子になってもいいわよ？」

「そこは常々直してもらいたいと思ってるところだな」

　僕は間かん髪はつ容いれず、そう返しておいた。
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　翌日の朝。

　いつものように起き、着替えて洗面所に行くと、そこに先客がいた。

　蓮見先輩だ。

　彼女は洗面台で顔を洗っていた。

「おはようございます」

　僕がそう挨拶をすると、返事のできない彼女は軽く片手を上げた。略式の挨拶か、それとも「ちょっと待て」のサインか。

　やがて顔を洗い終えた蓮見先輩は自分のタオルを手た繰ぐり寄せ、顔を拭ふく。

「ん。おはよう」

　遅ればせながら返事があった。

　わりと朝に強い蓮見先輩は、実にすっきりした顔をしている。寝起きの僕はみっともない顔でなければいいが。

「今日はお父さんがいるから楽だわ」

「そうですね」

　彼女の言う通り、今朝はおじさんがいる。もっと正確に言えば、昨日は当直もなくまっとうな時間に帰宅したのだ。そして、朝食はおじさんが作ることになっている。その分、蓮見先輩はゆっくり寝られたというわけだ。

　そのことを反映してか、今朝の彼女はやわらかそうな素材のワイドパンツにＴシャツというスタイルだった。おじさんがいないと、これがショートパンツやタンクトップなど、一気に露ろ出しゆつ度どが上がるのだ。

　蓮見先輩と入れ違いに、今度は僕が顔を洗う。それを終えてタオルに手を伸ばすと、タオルのほうから僕の手にやってきた。もちろん、蓮見先輩が取ってくれたのだ。

「ありがとうございます」

　礼を言って顔を拭く。てっきり蓮見先輩は先に階下に下りているものだとばかり思っていた。

「そうだ、蓮見先輩。今日、早めに弁当をお願いできますか？　十分くらいでいいですから」

　朝食はおじさんが作っても、弁当は蓮見先輩の役割だ。

「別にいいけど。なに、早めに出るの？」

「はい。ちょっと用がありまして」

「ん、わかった」

　蓮見先輩の快かい諾だく。

　それからふたりで一緒に階段を下りる。と、一階のリビングでは蓮見氏が新聞を読んでいた。たぶんふたりとも気がついていないだろうが、ローテーブルを覆うほど新聞を広げ、前屈みになって読む姿は父娘おやこでよく似ていた。

「おはよう、お父さん」

「おはようございます」

　蓮見先輩と僕が声をかけると、おじさんが顔を上げた。

「おお、ふたり一緒か。おはよう」

　笑顔で僕らを迎むかえてくれる。どうやら姉弟一緒に下りてきたのが嬉しかったようだ。

　蓮見先輩が僕を待っていたのは、案外父親へのサービスだったのかもしれない。




　朝食を終え、登校の準備をすると、弁当ができ次第僕は家を出た。

　いつもより十五分ほど早い。

　名谷で電車に乗り、学園都市で降りる。

　高校生なんて時間ギリギリが登校のピークみたいなところがあるので、十五分早いだけでほとんど同じ制服を着た生徒の姿はなかった。

　それだけに彼女の姿が目立つ。

「瀧浪先輩」

　このまま背中を見つつ後ろを歩いてもいいのだが、うっかり昇降口あたりで見つかろうものならどんな文句を言われるかわからない。

「あら、真壁くん、おはよう」

「おはようございます」

　僕は彼女の横に並んだ。

「早いですね」

「たまたまよ。いつもより早く出たら、思っていたのよりもう一本早い電車に乗れてしまったの」

　なるほど。思いがけず二段階くらい早くなってしまったのか。

「あと、瀧浪泪華が遅刻なんてできないもの」

　彼女は付け足すように小声で言った。

　周りの期待に応えるのも大変だ。

「真壁くんはいつもこの時間？　だとしたら、わたしも明日からは毎日これくらいに登校しようかしら」

「残念ながら、いつもはもっと遅いです」

「それなのに一緒になるなんて、きっと運命ね」

　瀧浪先輩はくすくすと笑う。

　この程度で運命を持ち出さないでもらいたい。世の中には十五人それぞれがそれぞれの理由で教会に遅刻して爆発事故を免れた、なんて話もあるのだ。まぁ、そこまでいけば場所が場所だけに、本当に奇き跡せきだったのだろうけど。

「もしかしていつも蓮見さんと一緒に？」

　瀧浪先輩は再び声を抑えて聞いてくる。

「まさか。そんな怖おそろしいことはできないよ。……そうだ。ひとつ聞いてほしい話があるんだが」

「あら、なに？　告白？」

「ちがう。少しばかり真面目な話だよ」

　そう前置きしておいてから僕は切り出す。

「蓮見先輩が、僕と姉弟になったことを言ってしまったんだ。相手は彼女と同じ中学の後輩なんだが」

「そう」

「そうって……」

　あまりにもあっさりした瀧浪先輩の相づちに、僕は言葉を失う。

「何か問題がある？」

「前にも言っただろ。あの蓮見先輩の弟が僕だなんて笑い話にもほどがある。僕はごく普通の男子生徒だ」

　僕がそう言ったところで、瀧浪先輩がため息を吐いた。

「静流は自己評価が低すぎるわ」

　そうして呆れたように言う。

「まず、ひとつ。上が優ゆう秀しゆうで下が普通、なんてよくあることよ。もちろん、その逆もね。むしろ美男美女、成績優秀の兄弟姉妹のほうが珍しいわ」

「……」

「ふたつめ。静流は自分が思ってるほど普通じゃないわ」

「どこがだよ」

「わたしと同類」

　瀧浪先輩は迷いなくきっぱりと言い切る。

「誰もわからないよ、その価値観は」

「でしょうね。……じゃあ、わかりやすいところで──静流はたったひとりで図書委員をやってるわ」

「座ってるだけだよ」

「でも、その座ってるだけができない生徒も多い。アルバイトをしている子もいれば、受験に向けて予備校に通っている子もいる。誰とも競わない、記録も出ない奉仕活動に価値を見出せない子もいるわ。誰にでもできることをやってるわけじゃないの。もう少し自信をもちなさい」

　瀧浪先輩は言い聞かせるように言葉を紡つむぐ。

「そして、何よりこのわたしが認めてるわ」

「それは大きい」

　僕は苦笑とともに答えた。
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　僕が教室に入ってしばらくすると、直井も登校してきた。

　先日のように時間に余裕のない登校だったら早くきた意味がなくなるところだったが、さすがに同じ失態は繰くり返かえさないようだ。

　直井は僕の姿を見つけるとすっと視線を逸そらした。それはお前の顔など見たくないとばかりにそっぽを向いたのではなく、後ろめたさ故に目を合わせられないかのようだった。

　その小さな出来事のせいだろう。いつもおはようと爽やかに声をかけながら登場する直井は──結果、そのタイミングを逃し、黙って教室に入ってくることとなった。そんな彼の態度に、数人のクラスメイトが首を傾かしげる。

　すでに登校していたグループのメンバーが彼のもとに寄っていった。

　僕も直井に近づく。

「直井、話がある」

　そう切り出すが、すぐには答えなかった。おそらく彼は戸惑っている。どういう顔をすればいいかわからないのだ。だから、黙って一時間目の授業の用意をする。

「恭兵君はお前に話なんかないってよ」

　代わりに答えたのは泉川寿だった。先日のようなせせら笑いはなく、最初から怒っていた。その姿に僕はおやと思う。

　それはさておき──彼には悪いが、その言葉は過か剰じような忖そん度たくで、悪手だ。

「外に出ようか」

　直井がようやく声を発した。

　まさか泉川に乗っかって「そうだ。話すことなどない」とは言えず、そう答えるよりほかなかったのだろう。

　僕たちは廊下に出た。

　生徒の姿も疎まばらなそこで、僕と直井は対峙する。

　とりあえずこの状況にまでもってくることができたが、さてどう切り出したものか。意外と禁句が多い。

「真壁が何を言いたいかはわかるつもりだ」

　僕が言葉を探していると、先に直井が切り出してきた。

「態度が悪いって言うんだろ？」

　近似値だな。よけいなものを削ぎ落として、最もシンプルな言葉にすればそうなるだろう。

「でも、誰のせいだよ」

「僕だと言いたいのか？」

「そうだよ！　真壁は俺に噓を吐ついた。ただあの人と家が近いだけだと言ってな！　だけどちがった！」

　直井が声を荒らげる。

　それは初めて見る姿だった。爽やかで、穏やかで、それでいてリーダー然とした彼の、初めての姿。

　僕は目だけで素早く周りの様子を窺った。何人かの生徒がこちらを気にしながら通っていった。うちのクラスの生徒もいれば、隣やその向こうのクラスの生徒もいる。教室の中にも外の出来事を気にし、こちらを見ているやつがいた。

「俺たちや周りがあの人の話題で盛り上がっているとき、真壁は内心で笑っていたのか？　それとも優ゆう越えつ感かんに浸ひたっていたのか？」

「ちがう。言えなかったんだ。僕たちの親の話もからんでいるから」

　蓮見先輩がそう判断したように、もしかしたら直井になら話してもよかったかもしれない。もちろん、彼の心を乱さないよう、言葉を慎重に選ぶ必要があっただろうが。

「真壁が学校に戻ってきた日、あの人と姉弟だと冗談めかして言った。あれは周りの反応を窺っていたんだよな。いや、もしかして俺か？　俺がどんなリアクションをするか見たかったのか!?」

「そんなことはないっ」

　直井にわかってもらいたくて、僕も知らず声に力がこもってしまう。

　僕と直井は視線をぶつけ合った。

「……それで直井は僕に腹を立てているんだな？　僕が噓を吐いたから」

　沈黙の後、僕が先に口を開いた。確かめるように、はっきりとした発音で問う。

　直井は一度唇を嚙んだ。

「そうだよ！」

　そして、その後にきっぱりとそう言い放つと、歩調も荒く教室の中に戻っていく。

　僕は思わずその背中につぶやいていた。

「それは自己欺ぎ瞞まんだよ、直井……」

　直井が僕に向ける感情は間違いなく嫉妬だ。自分が憧れる女性のそばに無条件にいられることへの嫉妬。冷静に考えれば、半分とは言え僕と蓮見先輩は血がつながっているから、僕たちがどうこうなるはずがない。でも、直井は冷静に考えられない。今の彼には自分の知らないところで四六時中一緒にいるというだけで、嫉妬するに十分な理由なのだ。

　なのに、噓を吐かれたことに対する怒りだと、それをすり替えてしまっている。

　ある意味、僕と一緒だ。

　自分の気持ちに向き合わないと何もはじまらない。

　だけど、その一方で僕は彼を羨うらやましくも思う。誰かに憧れ、そのことでああやって己をコントロールできなくなる姿は、今の僕にはないものだ。

　ともあれ──交渉は決裂。

　これは厄やつ介かいだと思った。

　直井は頭がいいから、自分が八つ当たりをしているという自覚があるはずだ。だけど、僕はそれを指摘できない。そのためには直井が蓮見先輩に好意を抱いていることに触ふれなければならないし、誰だってそんなことを他人から言われたくないだろうから。

　これは感情の問題。

　想像以上に足あし枷かせが多い。




　この日の昼休みごろから、ひとつの噂が静かに流れはじめた。

　曰いわく「真壁静流が瀧浪泪華につきまとっている」。
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　静しず流るが何か悩んでいるようだった。

　家では一見普通。でも、あたしが二階から下りてくると、リビングでひとり考え込んでいたりする。

　成績のこと？

　友達のこと？

　それとも瀧たき浪なみさんのこと？

　正直最後がいちばんありそうだと思う。でも、彼女はところかまわず積極的なアピール──つまりは色いろ仕じ掛かけをするような子で、確かに静流の悩みの種だろうけど、本気で困らせることはしないと思っている。

　では、何だろう？

「あ、紫し苑おんちゃんが悩んでる」

「え？」

　不意に茜あかねの声が聞こえてきて、あたしは我に返る。

　ここは教室。

　今は……いつの間にか休み時間だった。

　さっきまで授業中だったはずなのに、考えごとをしている間に終わってしまったようだ。起立と礼は体が自動でやったのだろう。

「なに？　図書委員くんのこと？」

「ちが──」

　ちがうわよと言いかけたけど、よくよく考えたらそれほどちがわないと気づき、言葉が途切れた。

「え？　ほんとなの？」

　はしっこい小動物みたいな茜が顔を覗のぞき込こんでくる。

「いや、何か静……真ま壁かべくんが悩んでるみたいなのよね」

　今度は静流の名前を口にしかけ、言い直す。すっかり名前で呼ぶことが日常になってしまって、気を抜くと学校でもそう呼びそうになる。

「へえぇ」

「何よ？」

　茜がやけにニヤニヤするものだから、あたしは聞き返した。

「や、だって、何でそんなことに気づいたんだろうなぁって。もしかして知らないところでこっそりふたりだけで会ってる？」

「そんなわけないでしょうが!?」

　もちろん、そんなことはしていない。ただ、ひとつ屋根の下で暮らしている以上、そうなることが多いだけ。噓は言っていない。

「悩んでるんだったら相談に乗ってあげればいいじゃない」

　茜の口から至極まっとうな意見が飛び出した。

「ただし、紫苑ちゃんが乗っていい相談かどうか見極めないとね」

「んん？　どういうこと？」

「紫苑ちゃんが相談役として適任じゃないときもあるってこと。もしかしたら仲のいい友達のほうが相談しやすい内容かもしれないでしょ？」

「なるほど」

　あたしは納得する。

　茜はこういうところ妙みようにしっかりしている。彼女の家庭環境を考えれば当然なのだろうけど。

「図書委員くん、実は紫苑ちゃんのことで悩んでたりして？　『蓮はす見み先せん輩ぱいのことが好きに──』」

「茜ーっ!?」

　例の如ごとく、くだらないことを言おうとするから慌てて叱しかりつければ、茜は一目散に逃げていった。
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『真ま壁かべ静しず流るが瀧たき浪なみ泪るい華かにつきまとっている』。

　そんな噂が流れているらしい。

　より正確には、真壁静流が図書委員として瀧浪泪華と仲よくなったのをいいことに彼女につきまとっている、というニュアンスだ。

　親切にもクラスの男子がおしえてくれた。「ストーカーとか、やめてくれよな」という、ありがたい忠告とともに。我ながら信用がない。




「ただ、面白いことにほとんど被害がない」

　昼休み、昼食を食べ終えた僕は、教室を見回しながら刈かる部べ景かげ光みつに言う。

　先のクラスメイトに聞いたところ、噂は昨日の昼休みから出回りはじめ、現時点でそこそこ広まっているという。

　だけど、残念ながら、僕の無名さが噂の話題性を半減させていた。何せその噂を聞いたところで、真壁静流って誰だ？　うちの学校に図書委員なんていたの？　である。実際、先ほど学食にコーヒーを買いにいったけど、僕の顔を見て何ごとかを囁き合ったり、あからさまに後ろ指をさされたりするようなことはなかった。

「噂は登場人物が有名であるほど面白い」

「そういうこと」

　刈部が淡々と言い、僕はうなずく。

　それならそんな中途半端な噂より、国語の田た中なか大まさる先生がかつてはオペラ歌手を目指していたという事実のほうがよっぽど面白い。田中先生は大柄で声も大きく、扉や窓を閉めていてもみっつ隣の教室から「春はあけぼのー！」と情じよう緒ちよも風情もない朗読が聞こえてくるのだ。その話を聞いたときは深く納得したものだった。

「噂の出どころは誰だと思う？」

「直なお井い」

　刈部は即答した。

　彼の視線の先では直井のグループが楽しそうに騒いでいた。女子数人も交じって、十人弱の大所帯だ。

「可能性はあるね」

　昨日の朝、彼とは口論をしたばかりだ。あれがきっかけで腹立ちまぎれに悪評を流したという線は十分になる。

「でも、直井はそんなことをしない」

　だけど、あまりにもタイミングがよすぎる。本当に直井の仕業だとしたら短たん絡らく的てきだと言わざるを得ない。

「俺おれには真壁がそこまで直井を高く買っている理由がわからない」

「半分は僕の理想だよ」

　直井はこうあってほしいという理想。僕はその理想を勝手に押おしつけているだけだ。

「直井じゃなければ……」

　そう言って刈部が見たのは、やはり直井グループだった。

「ま、誰だっていいよ。すぐに消えるさ。さして面白くない噂なら尚なお更さらね」

　噂の消費期限なんて短いものだ。





　　　　§§§






　その日の放課後の図書室。

　僕は貸出カウンターの中で教科書を広げていた。

「あら、不良図書委員がいるわ」

　不意にそう声をかけられる。

　顔を上げると、そこには美び貌ぼうの上級生がいた。

「しかも、ストーカー」

　彼女はくすくすと笑う。

「例の噂、そっちにまでいきましたか」

「ええ。いったい何でそんなことになったのやら」

　そう答えた瀧浪先輩は、不可解なことに首を傾かしげるというよりは、根も葉もない噂に呆れているようだった。

　もちろん、出どころについてはだいたい予想できている。

「尤もつとも、ストーカーが真壁くんなら大歓迎ね。それくらい情熱的にアプローチしてくれないかしら」

「それ、ここ以外で言わないほうがいいですよ。勘違いする男が出ないともかぎりませんから」

　おどけて言う瀧浪先輩に、僕は釘を刺す。

　彼女は肩をすくめた。

「そうね。気をつける。……ところで、お勉強？」

「ええ、ちょっと今日の授業でわからないことがあって」

　それでカウンターにくる生徒が少ないのをいいことに、家に帰るのを待たず、ここで教科書を見直していたのだった。

「まぁ、でも、後は帰ってからにします」

　僕は教科書を閉じる。

　ある程度理解は進んだ。それよりも図書委員としての仕事が疎かになりかねないことのほうが問題だ。現に今、僕は瀧浪先輩の接近に気がつかなかった。利用者が近づいてくればわかるだろうとたかをくくっていたのだけど、うっかり没ぼつ頭とうしてしまっていたようだ。

「どうして？　ここでやってしまえばいいじゃない？」

「うん？」

「だって、目の前にちょうどいい先生がいるわ」

　僕の目の前には、年上のわりには妙にかわいらしく得意げな顔をする瀧浪先輩しかいない。

「もしかして、教えてくれるんですか？」

「ええ。これでも成績はなかなか優秀なのよ。……テーブルのほうに行きましょうか」

　瀧浪先輩はそう言うと、閲えつ覧らん席せきのほうへ歩き出した。

　僕がどうしようかと迷っている間に、彼女は窓際のテーブルに制せい鞄かばんを置いた。カウンターに背を向けて座るようだ。となれば僕が窓を背に、カウンターのほうを見ながら座ることになる。もし誰かがきても視界に入るだろう。常連なら僕に直接声をかけてくるかもしれない。

　僕は厚意に甘えることにした。『只今席を外しています。すぐに戻ります』の札を出し、彼女を追う。

　僕たちはテーブルに向かい合わせに座った。間に教科書を広げる。

「じゃあ、お願いします」

「ええ」

　瀧浪先輩が微笑ほほえむ。

「あ、ちょっと待って」

　何かを思い出したようだ。そうして鞄から取り出したのは眼鏡めがねケース。当然、中には眼鏡が入っていた。先日店で見たのとよく似た細身のスクウェア型だ。

「もしかして買ったのか？」

「ええ。もちろん、伊だ達て眼鏡だけど。まさかこんなにすぐに出番がくるとは思わなかったわ」

　そう言って瀧浪先輩は無む邪じや気きに笑う。

　決して安くはない買いものだっただろうに、いつやるとも知れないパフォーマンスのために買ったのか。……まぁ、彼女のことだから、どうにかしてこの展開にもっていくつもりだったのだろうけど。

「それから──」

　と言いつつ瀧浪先輩は、あろうことか自分のブラウスのいちばん上のボタンをひとつ外した。

「お待たせ。はい、いいわ」

「いや、ちょっと待て」

　瀧浪先輩は教科書を見るため前かがみになった姿勢で動きを止めた。大きく開いた襟えりもとから奥おくが見えそうだ。

「なに？」

「なにって……」

　誰かに見られたらどうするんだ。そう思って僕は周囲を確認し──そこで気づく。いま図書室内に残っている生徒は全員、瀧浪先輩よりも向こう側にいるのだ。こちらを向いても彼女の背中しか見えない。正面から向き合っているのは僕だけ。

「ああ、これ？」

　瀧浪先輩は白しら々じらしく自分の胸もとを見る。

「真面目なのに色っぽい先生って感じで、静流もやる気が出るかと思って」

「出るわけないだろ……」

　それどころか気になりすぎて、教わったことが右の耳から左の耳に通り抜けていくに決まっている。

「そう？　終わった後のご褒ほう美びとか、期待したくならない？　『よくできました。じゃあ、お待ちかねのご褒美タイムよ』なんて」

　そう言って彼女は意味ありげな笑みを浮うかべる。

　が、すぐに一転、真面目な顔になる。

「ほら、早くしなさい。教わる気があるの？」

「むしろ教える気があるのか、こっちが聞きたい」

　ご褒美とやらは突つっ撥ぱねるにしても、やはりその恰かつ好こうのまま講義というわけにもいくまい。

「そうね。これは前に一度やってるから、静流も飽きるわね。新しいシチュエーションを考えておくわ」

「……」

　そういう問題でもないのだがな。

　呆れて内心でため息を吐つく僕をよそに、瀧浪先輩はブラウスのボタンをとめながら聞いてくる。

「ところで、静流。『薔ば薇らの名前』はどこだったかしら？」

「おしえてもいいけど、僕はたとえ瀧浪先輩が餓が死ししようとも迎えにいかないからな」




　前に聞いたところによると、瀧浪泪華は努力によって優秀な成績を維持しているらしく、それだけに教えるのも上手だった。

　それが終わったころ、ちょうど閉室時間となったので、瀧浪先輩も帰っていった。僕もいつも通りに図書室を閉め、職員室に鍵を返してから下校する。

　そうして昇降口まで下りてきたときだった。

「瀧浪さん、あまり図書室には行かないほうがいいんじゃない？」

「あら、どうして？」

　不意に聞こえてきた声に、僕は咄とつ嗟さに階段の陰に身を隠かくした。

　答えたほうは、当然、瀧浪先輩だ。名前が出なかったとしても、声を聞いただけでわかっただろう。でも、相手は誰だ？　少なくとも鷹たか匠じよう先輩のおっとりとした甘ったるい声でないことは確かだ。

「だって、ほら、あの噂」

「噂？」

　瀧浪先輩は聞き返す。

　つい数十分前に僕と話した話題だ。わからないはずがない。だけど、彼女はあえて聞き返しているのだろう。

「図書委員の子が瀧浪さんにつきまとってるって」

「ああ、それね。大丈夫よ。彼はそんなことをするような子じゃないわ」

　彼女はさらりと言い切った。

「でも、勝手に勘違いするってこともあるし」

「そうそう」

　どうやら瀧浪先輩にご忠告申し上げているのは複数いるようだ。彼女のクラスメイトあたりか。

　瀧浪先輩は放課後、教室で友達同士おしゃべりをしたり勉強を教え合ったりして時間を潰していると聞いた。今日もそうしてから図書室にきて、帰りに彼女たちと再合流したのだろう。それが偶然か待ち合わせてのものかはわからないが。

「それにああいう子にかまってあげるのって瀧浪さんのイメージじゃないと思うの」

「そ、そう……？」

　瀧浪先輩は戸惑い気味に返事をした。

　彼女たちは至極まっとうなことを言っていると思う。きっと彼女たちもまた瀧浪泪華に理想を抱くひとりなのだ。

「イメージとちがう、か……」

　僕は我知らずつぶやいていた。

　静かに踵きびすを返す。

　先生に忘れものをしたとでも言って図書室の鍵を借り、そこで少し時間を過ごしてから出よう。





　　　　§§§






　いつもより三十分ほど遅おそく家に帰る。

　幸い、その程度の差で蓮はす見み先輩が怒おこることもなければ、遅くなった理由を聞いてくることもなかった。むしろおじさんの帰宅とタイミングが重なったことで、夕食が一回ですんだから助かったと言っていた。

　そうして夕食を終えた、夜──。

「静流」

　部屋で瀧浪先輩の補習授業の復習をしていると、外から声がした。

　ドアを開けると蓮見先輩が立っていた。ワイドパンツにシャツという、実にひかえめなファッションだ。

「うっかりコーヒーを二杯淹いれちゃったからあげるわ」

　確かに彼女の手にはホットコーヒーの入ったカップが左右にひとつずつ握られていた。にしても、いったいどんなうっかりなのだろう。ひとり沈ちん黙もく提てい督とくごっこでもやっていたのだろうか。

「ありがとうございます」

　そう言って僕がひとつを受け取ろうとしたとき、蓮見先輩がすっとそれを引いた。僕の手が空振る。

「……なんかあった？」

　彼女は真顔で僕を見つめ、問うた。

　どうやら一杯多く淹れたコーヒーはこのためのものだったようだ。……なかなかどうして鋭い。

「別に、何もありませんよ」

「ほんとね？」

　蓮見先輩は重ねて聞いてくる。

「本当です」

　僕は改めて、はっきりと答える。

　特に何もない。ごくごく当たり前に判断がそこにあっただけだ。

「ならいいわ」

　ようやく蓮見先輩はカップを渡してくれた。

「なんかあったらちゃんとあたしに言いなさいよ」

「あの、蓮見先輩」

　そうして部屋に戻ろうとした彼女を、僕は呼び止める。蓮見先輩は振り返り、表情だけで「なに？」と聞き返してきた。

「どうして直井に僕たちが姉弟だって言ったんですか？」

　僕は彼女に問う。

「どうして、ねぇ……」

　質問の意味を頭の中で嚙み砕くように彼女はつぶやき、一度コーヒーカップを口に運んだ。廊ろう下かの壁にもたれる。

「直井君のことは中学のときから知ってるし、あたしを慕したってくれてる。そんな彼には本当のことを言っておきたかったってところかしらね」

　だいたい予想通りか。やはりこの人は噓うそを吐けないのだ。

「蓮見先輩は誠実なんですね」

「誠実？　まさか。そんな大おお袈げ裟さなものじゃないわよ」

　とんでもないとばかりに蓮見先輩は笑う。

「噓ってさ、あんまり吐きたくないじゃない？　一度吐いちゃうと後は『ごめん。あれは噓でした』って謝るか、死ぬまで抱えておくしかないわけでしょ？　あたしにはどっちも辛い」

「……」

「特に自分の気持ちに噓を吐くのはいや。自分を殺してるみたいだから」

　蓮見先輩のこの考えはごく自然に、言葉を飾ることなく発された本心なのだろう。

　それだけに心を打つ。

　僕もこうあるべきだったのだろう。直井に噓を吐いてはいけなかった。彼を信じ、直井恭きよう兵へいとはこういう男であってほしいと願う自分を信じ、本当のことを話すべきだったのだ。

（それにしても、自分を殺してるみたい、か……）
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　そう言えば前に、歪いびつだ、自分を殺していると、蓮見先輩に面と向かって言われたことがあったな。

　僕も彼女の半分でも誠実さを持ち合わせていたらよかったのに。

「蓮見先輩の目には、僕は息苦しそうに見えるんでしょうね」

「んー……」

　蓮見先輩はしばし考え、

「前はね。今はちょっとだけそうでもなくなった」

「今？」

「誰かしらねぇ、人の胸のことを言ったり、水着姿が見たいとか言っちゃったりするのは。誠実って言うか、欲望に忠実？　あーあ、エロい弟をもったものだわ」

「う……」

　蓮見先輩にいたぶるように言われ、僕は返す言葉を失くす。いちおうたいていの場合は狙ねらってやっていることではあるのだが。

「すみません……」

「いいわよ。度が過ぎたら怒るけど、今のところ不快じゃないから。……度が過ぎたら怒るけど」

　大事なことらしく、二度言われた。しかも、二回目はジト目だ。気をつけよう。

「言いたいこと言ってるじゃない。だったら、瀧浪さんにももう少し何か言ったら？」

「え……？」

「好きなんでしょ？　静流が何を抱えて足あし踏ぶみしてるのか知らないけど、もうちょっと何か言ってあげて、その反応を見てからでもいいんじゃない？　考えるのは」

「……かもしれませんね」

　そう、やはり問題も結論もそこにある。

　だけど、状況は変わりつつあった。

「話を戻しますが──」

　と、僕は切り出す。

「僕たちが姉弟であることはもう言わないほうがいいと思います」

「そりゃあわざわざ言って回るつもりはないわよ？　どうしてもお父さんの話にならざるを得ないからね」

　蓮見先輩は苦笑する。

「だからって、そういう話の流れになったときのために噓を用意しておかなくてもいいと思ってる」

「……」

　それは暗に僕を責めているのだろうか？　家が近いだけと言って誤ご魔ま化かそうとした僕を。いや、ちがうか。この人はそんな迂う遠えんな物言いはしない。

「なに、静流、もしかしてあたしが姉だと恰好悪いと思ってる？」

「いえ、そういうわけでは……」

　むしろ逆だ。瀧浪先輩は自分に自信をもてと言った。だけど、図書委員の仕事が誰にでもできるわけじゃないと思うのはごく少数だろう。そう思わない多くの生徒にとって、真壁静流は、蓮見紫し苑おんとはまったく釣り合わない不出来な弟となる。にも拘らず、僕が弟であると明かせば、蓮見先輩のイメージが悪くなる。

　しかも、間の悪いことに僕はストーカーだと思われつつあった。

「蓮見先輩に噓を吐かせるみたいになってしまってすみません。でも、僕が弟であることはできるだけ伏せておいてください。お願いします。……コーヒー、ありがとうございました」

「え？　あ、ちょっと、静流！」

　僕は一方的に言うだけ言って、蓮見先輩の返事も聞かずドアを閉めた。

　蓮見先輩はこれでいい。瀧浪先輩についてももう決まっている。──なら、後は直井だな。

　彼には、まず謝ろう。

　直井は己の嫉妬を、僕に噓を吐かれたことへの怒りにすり替かえてしまっている。それは間違いない。だけど、僕が噓を吐いたこともまた事実だ。まずはそれを謝る。

　そうすることで頑かたくなな彼の態度を切り崩せるかもという計算も当然あるのだが、それ以上に自分の間違いにけじめをつけておきたかった。
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　翌日。

　登校のため電車に乗ると、そこに瀧浪泪華がいた。

　彼女は片手で吊り革を持って立ち、もう片方の手にはテキストを持っている。学校の教科書とは異なるサイズなので、市販の問題集か参考書なのだろう。

　真剣に読んでいるので、まだこちらに気がついていない。今のうちに少し離れて背中を向けてしまおう。そう思ったとき、彼女は何かに呼ばれたように顔を上げた。当然、僕の姿を認める。

「あら、おはよう、真壁くん」

「おはようございます」

　離れるタイミングを逃してしまった。

「いたのなら声をかけてくれたらよかったのに」

「勉強中みたいでしたから」

「もう、恥ずかしいわ……」

　瀧浪先輩ははにかむ。

　僕たちはドアの近くで向かい合った。

「いつもこのドアから？」

「いいえ、空いてるところから乗るようにしているので、固定はしていないですね」

　人によっては通勤、通学の際、電車の時間どころか乗るドアまで決まっているらしい。クラスメイトの辺へ志し切きり桜さくらもそうだと言っていた。いつもとちがうことをするのが不安なのだそうだ。

「そう。いつもこれくらいの電車に乗るって前に真壁くんが言っていたから、試しに少し遅らせてみたのだけど……これも運命かしら」

「そんなことを言っていると、男は勘違いしますよ。……ただの偶然です」

　おそらく彼女の場合、普通の男なら勘違いしそうなことを、僕なら勘違いしないとわかっていて言っているのだろうけど。

　と、そこで電車が少し揺れた。

「あっ」

　よっぽど不安定な姿勢で立っていないかぎり踏ふん張ばれそうな揺れ。にも拘らず、瀧浪先輩は小さな悲鳴とともにバランスを崩し、僕の胸の中にぼすんと収まった。

「っ!?」

　とてもやわらかい感触が僕を満たす。変な意味ではなく、瀧浪泪華という少女自身がやわらかい何かでできているかのようだった。そして、ここまで近づいて初めてわかる上品な香りが鼻をくすぐる。

「……大丈夫ですか？」

「ご、ごめんなさい。わたしったら……」

　実に白々しい。

　しかも、離れるどころかむしろ体を寄せてくる。

「瀧浪先輩」

「いいじゃない。この前は鷹匠さんに後ろから抱きつかれてたくせに」

　僕がその行為を咎とがめるように瀧浪先輩の名を小声で呼べば、彼女は顔を上げ、至近距離で囁くようにそんなことを言う。

　僕は小さなため息を吐いた。

「真壁くん？」

　さすがにいつまでもくっついているわけにもいかず、瀧浪先輩は体を離す。そして、僕の様子に不審なものを感じたのか、首を傾げた。

　僕は黙る。

　電車が総そう合ごう運うん動どう公こう園えんの駅に着き、背後でドアが開いた。

　この駅の乗降客は少ない。一日の平均なら学園都市の半分から三分の一だ。このドアからも誰も乗らなかったし、誰も降りなかった。

　すぐにドアが閉まる旨むねを告げるアナウンスが流れる。

　そうしてドアが閉まる直前──僕は電車を降りた。

「し……っ」

　瀧浪先輩の声。

　振り返ると閉まったドアの向こうに目を見開く彼女の顔があった。それは電車が進む距離と同じだけ僕から離れていき、やがて見えなくなった。

「こんなものか」

　僕は意識的にそう発音する。

　朝は電車の本数が多い。間隔は短くて三分、長くても六分だ。例の如ごとく遅刻ギリギリで行動しているわけではないので、次にきた電車に乗れば学校には十分に間に合う。いつもより早く歩くだけで遅れは取り戻せるかもしれない。

　問題は瀧浪先輩が学園都市の駅で待っている可能性だ。

　当然、こんなことをしたのだから理由を聞きたいだろうし、その確率は高い。それを思うと憂ゆう鬱うつになり、自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいる。

　不意にスラックスのポケットに突っ込んだスマートフォンが小さなメロディを鳴らした。チャットアプリの着信だ。

　開けてみる。




『ごめんなさい。冗談が過ぎました。』




　その丁寧なテキストを読み、見つめている間に、さらに二件のメッセージが届いた。




『先に行きます。』

『放課後、改めて謝りにいきます。』




　申し訳なく思う。きっと彼女は自分の悪ふざけで僕が怒って電車を降りたのだと思ったことだろう。僕はただ瀧浪泪華に自分の理想を押しつけているだけだ。そして、これからもそうするつもりだ。

　その罪悪感に、僕は返信を送れないでいた。
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　放課後になった。

　終礼の後、僕はゆっくり荷物を片づけながら、教室内を見た。

　直井のグループがもう集まっている。だが、今でこそ固まっているが、ここからは別れることになる。

　まず、直井とその相棒を自じ称しようする室むろ堂どうは部活だ。ハンドボール部。コアメンバーのもうひとり、立たて野のというのがいるが、彼は無所属なのでこの後は一年のときに同じクラスだった友人と合流する。そして、泉いずみ川かわはひとりで下校だ。

　直井のグループはリーダーがいればまとまるが、意外と横のつながりは薄い。

　彼らはいくらか言葉を交わした後、それぞれ散っていった。僕は教室を出ていった泉川を追いかける。

「泉川」

　ひとりになったところで呼びかけると、彼はびくっと体を跳ねさせてから振り返った。

「な、なんだよ。俺に何か用かよ……」

　やけにおどおどしているのは周りに仲間がいないからか。それとも何か後ろ暗いところがあるからか。

「聞きたいことがある」

「……」

　いきなり自分個人に話しかけてきた僕を警戒してか、泉川は無言。

「あの噂を流したのは泉川だよな？」

「は、はあ!?　な、何の証拠があってそんなこと言うんだよ!?」

　泉川はおそらく僕がこう言ってくることを薄々わかっていたはずだ。身構えていたにも拘らず、図星を突かれて慌あわてているのだ。ある意味、この反応こそが証拠と言えなくもない。

　彼は大きな声を出したことで近くにいる生徒の視線を集めてしまい、ばつが悪そうに身を小さくした。

「泉川、お前は勘違いしてる」

「勘違い？」

「そう。僕は警察じゃないんだ。確たる証拠はなくても、どうせお前だろで十分なんだよ。そっちだって証拠もない噂話を撒き散らしたんだから、これでおあいこだろ？　後は直井に、泉川をどうにかしてくれと頼むだけだ」

「や、やめろよぉ」

　泉川が悲鳴じみた声を上げる。

　高校生にもなって先生に言いつけるもない。ならば、後は泉川が所属するグループのリーダー、即すなわち直井に言うしかない。彼は清せい廉れんな男だから有う耶や無む耶やにせず、泉川に事実を確認するだろう。そして、泉川は先生から指導を受けるよりも、直井に愛想を尽かされることこそを怖れる。

「しょ、証拠ならあるぞ。俺は見たんだからな。この前の日曜、ハーバーランドで真壁が瀧浪さんと一緒にいるところを」

「……」

　どうやら学校での僕と瀧浪先輩の様子だけで、噂を流したわけではないらしい。泉川は見たのだ。日曜日に僕と瀧浪先輩が外で会っている場面を。あの日は蓮見先輩もいたが、ハーバーランドならもう先に帰っている。

　実際のところ、それだけでは僕が瀧浪先輩につきまとっていることにはならないのだが、泉川はあえてそこは意図的に事実を曲げたのだ。

「何なんだよ、お前は。蓮見さんとも瀧浪さんとも仲よくして。それじゃ恭兵君がかわいそうだろ。恭兵君は蓮見さんのことが……」

　さすがに口にすることは憚はばかられたのか、泉川は最後の部分を曖あい昧まいにした。

「そういうことか……」

　僕は思わずつぶやいていた。

　泉川はただ楽しい高校生活が送りたくて直井にすり寄ったのではない。そこには直井に憧あこがれる純粋な気持ちもあったのだ。だからこそ彼の蓮見先輩への淡あわい恋心にも気づき、ここ最近の異変も察したのだろう。

　刈部が推理したように、泉川は直井が僕を気に入ったことで相対的に自分の評価が下がり、グループから弾はじき出だされるかもしれないという恐怖を抱いていた。だけど、それ以上に直井のことを考え、僕を排はい除じよしようとしているのだ。だから、僕の悪評を流すという行動に出た。

　僕は少しばかり泉川寿ひさしという男のことを見誤っていたのかもしれない。

「なんだよ」

「別に？　ただ、泉川は友達思いなんだなと思っただけだよ」

「は、はぁ!?」

　何でお前にそんなことを、とでも言いたげな泉川。

　彼は友達思いだ。だからこそこれだけは言っておかないと。

「だけど、泉川。直井は清廉な男だ。お前のやったことは喜ばない」

　その直後、泉川がぴたりと足を止めた。

　僕も立ち止まって、彼に体を向ける。

「う、うるさいっ。そもそも真壁さえいなかったら──」

「わかってる。だから後は僕に任せろ。直井は僕が何とかする」

　僕も泉川同様、直井をどうにかしたいと思っている。問題は、思うだけでまだ具体案を考えつけないでいることだろう。

　気がつけば階段だった。泉川はここを下り、下校する。僕は下りずに図書室だ。

「じゃあな、泉川。また明日」

「お、おい……」

　僕は泉川の肩を二回叩くと、彼と別れた。

　今のところ、直井の様子がおかしいことに気づいているのは、せいぜい彼のグループのメンバーくらいだろう。だけど、直井は注目される存在だ。このままだと遅かれ早かれクラス内に広がっていくにちがいない。

　そうなる前に何とかしたいところだ。
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　放課後の図書室。

　いつもより心持ち早い時間に瀧浪泪華は現れた。

「こんにちは、真壁くん」

「こんにちは」

　いつものように挨あい拶さつ。

　だけど、そこから続かなかった。瀧浪先輩は何か言いたそうに、でも、踏ん切りがつかない様子で、カウンターの前に立っている。

「その、今朝のことだけど──」

　やがて意を決し、彼女は口を開いた。

「悪ふざけが過ぎたわ。ごめんなさい。たぶん浮かれてたのね。真壁くんに会えるかもと思って乗った電車で本当に会えたから」

　と、申し訳なさそうに謝る。

「いえ、僕も悪かったです。衝しよう動どう的てきにあんな行動に出るほどのことでもなかったのに。すみませんでした」

「ううん。それに鷹匠さんに抱きつかれたのだって真壁くんは悪くないのだし」

「まぁ、あの人はああいう冗談が好きみたいですから」

　困ったものだと、僕は苦笑する。

「でも、瀧浪先輩ともあろうものが、僕に会ったくらいで浮かれるのはどうかと思いますよ」

「そうね」

　そこで瀧浪先輩は少しだけ顔を近づける。そして、そのまま内ない緒しよ話ばなしでもするように小声で続けた。

「周りに人がいるときは気をつけるわ」

「いなくてもですよ。人が見ていないときこそちゃんとする。誰も見ていないときにサボっているのは意外と気づかれる──。亡くなった母がよく言っていました」

　いたずらっぽく言う彼女に、僕はそう返す。つい先日他界した母のことを持ち出しているので、雰ふん囲い気きが重くならないようにできるだけ軽い調子にした。

「いい言葉だと思うわ」

　瀧浪先輩は顔をもとの位置に戻す。かすかに怪け訝げんそうな表情を浮かべていた。

「そう言えば、明日は映画鑑かん賞しようね」

　そして、一度話題を変える。

「そうでしたね。映画を一本観て終わりなので楽なものです」

「お昼過ぎには解散だから、真壁くん、よかったら一緒に昼食でもどうかしら？」

「せっかくのお誘さそいですけど、遠慮しておきますよ。学校中の男を敵に回したくありませんので」

　僕はやんわりとお断りする。

　これはポーズでも何でもなくて、半ば以上本気だ。僕と瀧浪先輩が言ったように、明日は映画を一本観て昼過ぎには解散になる。そのまま仲のよい友達同士で昼食を食べ、遊ぶ生徒は多いだろう。どこに茜あかね台だい高校の生徒がいるかわからない、というか、そこかしこにいるにちがいない。そんな中で堂々と瀧浪泪華と昼食なんか怖ろしくてできやしない。

「わかったわ。でも、まだ時間があるもの。気が変わったらおしえてね」

　優しい上級生らしい微笑みを浮かべる瀧浪先輩。

　程なくしてチャイムが鳴った。残っていた生徒は、もうそんな時間かといった顔で荷物を片づけはじめる。

　そうして奏かな多た先輩以外の生徒が退室した直後、

「ねぇ、静流？　三さんの宮みやがダメなら、そこからそう離れてないところに穴場があるんだけど、そこならどうかしら？」

　例の如く砕けた話し方に変わる。

「何度聞かれても答えは変わりませんよ。……ほら、瀧浪先輩も帰ってください。もうすぐ閉室ですから」

「待ちなさい、静流」

　間かん髪はつ容いれずだった。

「さっきから気になってるの。その話し方は何？」

　険しい顔で問うてくる。

「何と言われましても、これが目上の人間に対する態度でしょう？」

「ええ、そうね。それが正しいわ。でも、わたしにはちがうはずよ。素っ気なくて失礼な物言いをするのが静流だわ」

　冷静に見て、実にたちの悪い下級生だ。

「その態度をあらためようというわけです」

「やめて。そんなありきたりの愛想笑いをわたしに向けないで。礼儀正しい下級生みたいに話さないで」

　僕と瀧浪先輩は対峙する。

　彼女は僕を睨にらみつけ、僕はその視線を受け流す。

「ねぇ、静流。何を怒ってるの？　朝のことなら謝ったじゃない。それともやっぱりまだ怒ってるの？」

「怒ってませんよ」

　そもそも最初から怒ってなどいない。

「瀧浪先輩、そろそろ閉室時間です。退室の準備をお願いします」

「ッ!?」

　僕が図書委員として静かに告げると、彼女はかすかに喉を詰まらせた。

　瀧浪先輩は改めて僕をひと睨みすると、足もとに置いてあった制鞄を拾い上げ、図書室を出ていった。その後ろ姿は肩を落とすわけでもなく、怒いかりに歩調が荒くなるわけでもなく、とても毅き然ぜんとしたものだった。

　少しだけ胸が苦しくなる。

　今朝と同じ、罪悪感だろう。大丈夫だ。いずれ麻ま痺ひする。いや、瀧浪先輩に愛想を尽かされるのが先か。

「面白い見世物だったわ」

　僕が瀧浪先輩の姿が消えた出入り口を見つめていると、背後で声が聞こえた。振り返るとテーブルに軽く尻を載せて立つ奏多先輩がいた。

「あの程度で瀧浪が諦あきらめるとは思えないけど」

「……」

　奏多先輩の言う通りだろうな。でも、そうしてもらわないと困る。

「理由は聞かないんですね」

「お前の考えそうなことくらいわかる」

　あっさりそう言われてしまった。……まぁ、我ながら短絡的だとは思うけど。

「お前はそれでいいの？」

　続けて奏多先輩は問う。

「僕がいい悪いじゃなくて、これがいちばんいいんですよ。すべての要素を平等に扱わないと正解は出ない」

「そう？　私からすれば、むしろ逆にお前はいちばん大事な要素から目を背けているように見えるわ。それこそ平等に扱わないと正しい答えは出ないのではなくて？」

「何ですか、その大事な要素って」

「驚いた。それを私に聞くほどお前は愚おろかだったの？」

「……」

　僕は思わず押し黙る。

「それにお前は勘違いしているわ」

　奇くしくもそれは、昼休みに僕が泉川に言ったのと同じ言葉だった。




「なぜ正しい答えを出さないといけないの？」




「は？」

　僕の口から間の抜けた音がもれた。

「正しいか正しくないかなんて、どうでもいいこと。お前がどうしたいかを考え、お前にとっての答えを出しなさい」

[image: ]

　よく見ると奏多先輩はすでに帰る準備を終えていた。

「正しい答えなんて案外簡単に出るものよ。ただ、頭で正しいとわかっていてもそうできなかったり、正しい答えの連続が正しい道とはかぎらないだけ」

　そう言うと奏多先輩は図書室を出ていった。

「含がん蓄ちくのあるお言葉で……」
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　翌日。

　映画鑑賞の日。

　小中学生の遠足ではないので、当然現地集合。場所と時間は、午前九時に三宮の映画館だ。

　蓮はす見み邸ていは学校に近い分、三宮へは遠い。それでも集合時間が学校の始業よりも遅いので、普段に比べていくらかゆっくりできた。

　八時少し前には出かける準備ができ、部屋からリビングへ下りていく。

　そんな僕よりさらに早いのが蓮見先輩だ。彼女はいつものように本を読んでいた。今さらながら、この人は意外と読書家なのかもしれない。今度、機会があったら士つかさ総そう一いち郎ろうを薦すすめてみよう。

「早いですね」

「今日はお弁当がないからね。その分よ」

　蓮見先輩は本を閉じながら答える。

「え？　でも、おじさんは……？」

　昨夜は当直もなく、蓮見氏は普通に帰宅した。今朝も一緒に朝食を食べ、少し前に出ていった。僕たちには弁当はいらないが、おじさんは必要なはずだ。

「自分の分だけ作らせるのは悪いから、今日はいらないって。病院の食堂で食べるそうよ。お弁当なんてひとつ作るのもみっつ作るのも、たいして変わらないのにね」

　そう言って蓮見先輩は苦笑するが、そこに嘲ちよう笑しようするような響きはない。気を遣われたことが嬉しかったのだろう。

　確かに一と三はあまり変わらないだろうが、零ぜろと一の差は大きい。その数字の通り、やるかやらないかのちがいになるのだから。

　僕は改めて蓮見先輩の服装を見た。

　今日はゆったりとしたシルエットのフード付きパーカーに、デニムのロングパンツというファッションで出るようだ。ほっと胸を撫で下ろす。

「ぁによ、その反応」

　と、蓮見先輩。顔を歪ゆがめていうものだから、最初の音が変な発音になっている。……鋭いな。顔や態度に出していないつもりだったのに。

「い、いえ、別に……」

「静流がそう言うときは絶対ろくなこと考えてない。……言ってみなさい」

「ろくなこと考えてないとわかってるのに、それを聞こうとしますか」

「つべこべ言わない」

　有無を言わさない口調の蓮見先輩。

　僕は慎しん重ちように言葉をチョイスしてから口を開いた。

「あ、いや、男どもが喜びそうな服でなくてよかったな、と」

「何それ？」

　その結果、妙に迂遠な表現になってしまい、蓮見先輩が聞き返してくる。

「蓮見先輩はスタイルがいいのであまり体のラインがわかる服を着ると、男どもが大喜びしますから」

「ああ、そういうことね。でも、それを言ったら、あんただって大喜びする男どものひとりじゃない？」

「まぁ、そこは否定しませんけどね」

　頭に『大』がつくほどじゃないにしても。

「ただ、ほかの男が喜ぶのは癪しやくです」

「あんた、本当に変なところで正直よね」

　蓮見先輩はけらけらと笑う。

「あたしは常々正直ものがバカを見る社会はよくないと思ってるのよね」

　そして、なぜか社会学者のようなことを言い出す。

「それは同感ですね」

　正直に生きるものが損をして、そうでないものが得をするようなことはあってはならないことだ。

「正直な人間には見返りがあるべき。あたし、この下はわりとぴったりしたタンクトップなんだけど……見たい？」

　唐突に、蓮見先輩はパーカーの胸もとを指でつまみながらそんなことを言う。

　その言い方はどこか挑ちよう発はつ的てきで挑ちよう戦せん的てきだった。

「いいんですか？」

　僕も負けじと、彼女に真っ直ぐ視線を返しながら答える。

「……」

「……」

　僕と蓮見先輩は睨み合う。

　やがて、

「ごめん。むり」

「すみません。やっぱり遠慮しておきます」

　僕たちは降参したように、同時にそう口にしていた。

「いや、普段も部屋着にしてるから平気なはずなんだけど、自分から見せるのは抵抗があるわ」

「僕も堂々と見るほど神経太くないので」

　どうやらこの勝負、引き分けのようだ。

「図らずも瀧浪さんみたいになったけど、よくこんなことできるわね」

　呆れたように蓮見先輩は言う。

「ほら、バカなことやってないで早く行きなさい」

「自分もやってたくせに、人のこと言えた義理ですか」

　追い払うような蓮見先輩の言葉に急き立てられ、僕は踵を返そうとした。

「あ、そうだ、静流」

　その僕を蓮見先輩は呼び止める。

「帰りさ、瀧浪さんとデートでもしてきたら？」

「いえ、やめておきます」

「そ、そう……？」

　欠片も考えることなく出てきた僕の言葉に、蓮見先輩は目をぱちくりさせたのだった。
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　三宮の映画館に行くと、ロビーどころか表まで茜台高校の生徒で溢れ返っていた。

　当然だ。全校生徒が集まっているのだから。

　これだけの生徒が同じ場所で観られるはずがなく、ここからいくつかのスクリーンに分かれることになる。僕はクラスに割り振られたスクリーンのある階へと移動した。

　そこで刈部景光、辺志切桜を見つけ、合流する。

　本日の映画は、学校の授業の一いつ環かんとして観るものなので、当然流行のものではない。

『おろしや国こく酔すい夢む譚たん』。

　大だい黒こく屋や光こう太だ夫ゆうら十七人を乗せた船『神しん昌しよう丸まる』がロシアに漂ひよう着ちやくし、厳しい寒さに仲間を失いながらも帰国の道を模も索さくするという内容だ。もう四半世紀以上前に制作されたもののようだ。

「わたし、もう小説で読んでるから、映画で観ても面白くないかも。原作にはあったエピソードがカットされてるって聞いたし」

　辺志切さんは苦笑する。

「あ、原作があるんだ」

「うん、ある。井いの上うえ靖やすしの。確かうちの図書室にも置いてたはず」

「それはいいことを聞いた。最悪、小説を読んで感想を書けばいいか」

　当たり前だけど、観て終わりではない。感想を書かされるのだ。

「映画よりも小説のほうが内容を把は握あくするのに時間がかかるだろうに、わざわざ面倒なほうを選ぶとはな」

「確かにね」

　だから、最悪の場合だ。内容がわからなくなるほど寝てしまわないかぎり、小説で補完なんて事態にはならないだろう。

『きてる生徒は各担任のところに行って、名前を言ってから中に入るように』

　不意に拡声器を通した先生の声が聞こえてきた。外やロビーでも同じようなアナウンスがされていることだろう。

　僕は辺りを見回す。……いた。浅あさ羽ば先生だ。

「僕が行ってこよう」

　刈部と辺志切さんにそう言い、僕は人の海の中を浅羽先生に向かって泳ぎ出した。

「浅羽先生、真壁きてます。あと、刈部と辺志切さんも」

「真壁か。悪いんだが、出席確認は顔を見てからと言われてるんだ。刈部と辺志切にもこっちにくるように言ってくれないか」

　浅羽先生は面倒くさそうに告げる。

「わかりました」

　要するに、友達に出席の申告をさせて、実はきていないという状況を避さけるためなのだろう。

　そんなこんなで十時から映画鑑賞ははじまり──何ごともなく終わった。

　生徒は正午過ぎには解放されたのだった。
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　全校生徒が五つほどのスクリーンに分かれて映画を鑑賞したものの、はじまりも終わりも同じ。

　朝と同じようにフロアは約二時間の映画から解放された生徒でごった返していた。一階のロビーや映画館の外も似たようなものだろう。やはりみんな、この後はどうするかといった話で盛り上がっているようだ。たまに映画の内容についての会話も耳に入ってくる。

　さて、僕はどうしよう。

　蓮見先輩とはそのあたりの話はしていないが、おそらく彼女は友達と一緒にお昼を食べるにちがいない。僕が蓮見邸に帰り、キッチンにあるものを適当に食べたところで怒られはしないだろうが、やはりこのまま刈部、辺志切さんと一緒に何か食べて帰るのが無難だろうか。

「真壁くん」

　そう思案していると名前を呼ばれた。

　声が聞こえたほうを見れば、そこには瀧浪先輩がいた。鷹匠先輩をはじめとする、いつもの面めん々めんもいる。

　瀧浪先輩はロングパンツにオーバーサイズのブラウスを抜き襟で着るというスタイル。ほかの先輩たちも思い思いの私服で、実に華はなやかだ。

「こんにちは、真壁くん」

　昨日のやり取りなどなかったかのように、瀧浪泪華は嫋たおやかな微び笑しようとともに挨拶を投げかけてくる。

「こんにちは。瀧浪先輩もこのフロアだったんですね」

「ええ」

　それは僕も一緒で、やはりあくまでも親切な図書委員として接した。

「わたしたち、これからお昼なの。よかったら一緒にどうかしら？」

　これは僕を試している──そう思った。

　まるで最後通つう牒ちよう。

　この誘いに乗るか断るかは、今後の僕たちの関係を決定的なものにするだろう。

「せっかくですが、遠慮しておきます。僕が先輩方に交じるなんて不釣り合いですから。いつかみたいに直井がいればよかったんですけどね」

　だけど、僕が出した答えは変わらない。

　瀧浪先輩は諦め切ったようなため息を吐いた。

「ほらぁ、だから言ったじゃない」

　と、周りのひとりが袖そでを引っ張る。僕を気にして耳打ちするように言うが、しっかりと聞こえていた。この声は先日、昇降口で聞いたもののひとつのような気がする。

「あの噂もあるし、話すのならせめて図書室の中だけにしといたほうがいいって」

「え……？」

　なぜかそこで瀧浪先輩はその彼女を見ながら首を傾げ、それからはっと何かに気づいたように僕を見た。

「あなた、そういうつもりだったの……？」

「……」

　まぁ、遅かれ早かれわかることだったか。

「ね、直井君たちでも捜しにいこ」

　そうして瀧浪先輩は友達に腕を引っ張られるようにして、僕から離れていった。

　また、胸が痛んだ。




　地上階に下りるべくエレベータに乗ろうとしたら、そこに直井恭兵と、泉川をはじめとする取り巻きたちがいた。瀧浪先輩のグループはこの人混みの中うまく彼らを見つけられなかったようだ。

　一緒にエレベータに乗る。

　こういう場合、自然と黙り込むものだが、仲のいい友達同士で乗っている上、周りは同じ学校の生徒ばかりとあって、みんな大きな声でしゃべっている。その中で僕と直井だけが肩を並べて黙っていた。

「やあ」

「ああ」

　まさか何も言わないのも必要以上に意識している気がして──交わした言葉はとても短く、意味のないものだった。

　エレベータが地上に着く。

　ロビーもやはり友達と待ち合わせている生徒たちや、まだ外に出ずにおしゃべりをしている生徒たちで溢れ返っていた。

　直井と話をしなければと思う。だが、せっかく授業もなく、いつもより早い時間に三宮というターミナル駅で解放されたのだ。重い話を持ち出せば、そこに水を差すことになりかねない。……いや、今はそんなことを言っている場合ではないか。

「直──」

「あ、図書委員くんだ！」

　僕の言葉をかき消すように飛び込んできた声は、椎しい葉ば茜先輩のものだった。

　ということは……と、そちらを見てみれば、案の定、椎葉先輩とともに蓮見先輩や、そのグループのメンバーもいた。

「真壁くんに……お、直井くんもいるね。よかったらこれから一緒にお昼を食べにいかない？」

「え？　いいんですか!?」

「行きます行きます！」

　蓮見先輩のお誘いに、真っ先に反応したのは直井の取り巻きふたりだ。

　そして、僕と直井はというと、戸惑いとともに横にいるお互いのことを強く意識していた。

　正直なところ、今はできれば呑のん気きに直井と同じテーブルを囲むことは避けたい。彼も同じ気持ちだろう。いや、僕以上かもしれない。だけど、直井は断ることができない。自分だけが辞退できるなら兎とも角かく、直井が断れば泉川たちも後に続かなくてはいけなくなる。彼はリーダーとして自分の都合に仲間を巻き込むことをよしとしないだろう。

　直井がその選択肢を採れない以上、僕が辞退するしかない。

「聞いて聞いて、図書委員くん」

　その矢先、椎葉先輩が話しかけてきた。

「実はいいお店、押さえてあるんだ。こんな時間になるのはわかってたしね。十人くらいで、多少増えたり減ったりするかもって感じで予約してあるから」

「意外と手回しがいいですね」

　いつも騒がしくてはしっこいイメージなのに。

「そうなのよね。茜ったら時々妙にしっかりしてるの」

　不思議そうに言うのは蓮見先輩だ。

「ふっふーん。うちは今どき珍めずらしい四人姉弟で、わたしが長女なのだ」

「ああ、それで」

　長女として下の子の面倒を見ていれば、いやでもしっかりしてくるのか。意外だ。手を広げて走ってきたら、思わず受け止めて抱きかかえそうになる見た目だというのに。

「そのわりにはちょくちょく手がかかるのですが？」

「手がかかるってゆーな」

　半眼で睨んでくる椎葉先輩。

　探している本の場所を確認しないまま書しよ架かに入っていったり、もっと読みやすい本を紹介してくれとか。……まぁ、どちらも図書委員の仕事ではあるけど。何となく手がかかる感じがある。

「うん。だから時々なわけ」

　と、蓮見先輩。

「いやぁ、家でしっかりものをやってる分、学校では友達に甘えたいなぁ……って、それは置いといて。はい、じゃあ、兎に角そのお店に移動ね。しゅっぱーつ」

「……」

　しまった。うっかり断るタイミングを逃してしまった。こういうところが、しっかりものたる所以ゆえんか。……仕方がない。どうせならこの中で直井と話す機会を探ろう。




　大きな道路と、その向こうに見える三宮センタープラザビルを横目に、僕たちは歩道を歩く。

　さっきまで一緒にいた刈部と辺志切さんはもういない。当然、蓮見先輩や椎葉先輩が持ち前のフレンドリーさを発揮して一緒にと誘ったが、ふたりは辞退した。性格的にこのグループと行動をともにするのは気疲れするだろうと思う。

　集団は自然、蓮見先輩と直井が先頭の中央になり、僕は直井に声をかけるタイミングを摑つかめないでいた。

「茜って男を取っ替え引っ替えしてるのよね」

「ひ、人聞きの悪いこと言うなあっ」

　椎葉先輩が予約しておいたという店に移動しながら、おしゃべりは彼女をネタにして盛り上がっていた。……僕たちがお昼時にも拘らず、待つことなく昼食にありつけるのは椎葉先輩のおかげだというのに。不ふ憫びんな。

「わたしってさ、こんなだから何となくマスコットっぽく見えるんだろーねー。で、試しにお友達からはじめてみて、ちょっとした拍子にテキパキ仕切ってみせたら、あれ、なんかちがうぞってなるみたい」

「ああ、それは男が悪いですね」

　答えたのはその直井。

「たとえ先入観があったとしても、それが椎葉先輩の本当の姿なんですから、それを受け入れないと」

　実に優等生らしい意見だ。椎葉先輩も「直井君、いいこと言うねぇ」と喜色満面でうなずいている。

　ほかの先輩たちも、直井の取り巻きたちも笑っていた。

　和気あいあいとした空気。

　どこかで直井と話せればと思ってついてきたが──何となく自分の存在が場違いな気がしてならない。彼の件はまたにして、僕も刈部たちと一緒に行けばよかった。
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　椎葉先輩が予約してくれていたインド料理の店で昼食をすませ、その後、三宮周辺をあちこち歩き回って解散となった。

　僕たち姉弟と直井は最寄り駅が同じなので、最後の最後まで一緒にいることになる。今日のメンバーのほとんどが地ち下か鉄てつ西せい神しん・山やま手て線せん沿線に住んでいて、ひとり、またひとりと降りていき、最後のひとりが乗のり換かえのため板いた宿やどで降りると、僕と蓮見先輩と直井の三人だけとなった。

　板宿からふた駅で名みよう谷だに。その名谷で降り、改札口を出た。

　直井と話すならここがチャンスだろう。彼と話したいことがあると言えば蓮見先輩も先に帰ってくれるだろうし、少し卑ひ怯きようだがその状況なら直井も突っ撥ねることはできないはずだ。

　そう考えていたら、先頭を歩いていた蓮見先輩がくるりと振り返り、おもむろに口を開いた。

「で、君たちはケンカでもしてるわけ？　まったくしゃべろうとしないけど」

　思わず僕と直井は顔を見合わせ……でも、すぐにお互い視線を外した。

「い、いえ……」

「別にそういうわけでは……」

　いくら蓮見先輩でも本当のことを言うわけにはいかない。というよりは、蓮見先輩だからこそ言えず、僕たちは口ごもる。

「ま、男同士だし？　いろいろあるか」

　それを見た蓮見先輩は小さく苦笑した。

「直井君さ、君から見たら静流はパッとしないやつかもしれないけど、これで案外いいところあるのよ。……この前まで腕を吊ってたでしょ？　あれ、なんでか聞いてる？」

「蓮見先輩！」

「いいじゃない。なかなかの武勇伝なんだから」

　僕はよけいなことを言いそうな気配を察してやめさせようとしたが、蓮見先輩はまったく意に介かいさなかった。無む駄だに茶目っ気のあるウィンクまで送ってくる。

「いえ、聞いていません」

　と、直井。

「あのケガね、前にちょっとアレなやつがナイフを出してきたときに、静流があたしを庇かばって刺されたケガなの」

「は？」

　さすがに寝ね耳みみに水だったようだ。いや、あまりの蛮ばん勇ゆうに呆れたというほうが正しい表現のようだ。

「そりゃあもう景気よくザックリとね。でも、根性あると思わない？　大袈裟かもしれないけど、あたしの命の恩人。だからさ、直井君、静流と仲よくしてやってよ」

　さらに蓮見先輩は、今度は僕へと向き直ると、

「静流も。直井君はあたしのかわいい後輩なんだから、仲よくしなさいよね」

　まるで聞き分けのない子どもに言い聞かせるように言う。

　僕は直井が返事をしていない以上、ひとりだけ「はい」と返事をするわけにはいかなかった。僕がそう答えてしまえば、感情の整理ができていない直井にまで返事を強要するか、彼だけを拗すねる子どもにしてしまうことになりかねない。

　蓮見先輩は僕たちを見て、ため息をひとつ。

「簡単にはいかないみたいね。ま、いっか。あたしが口を出せるのはここまで。……直井君、じゃあね」

「あ、はい」

　直井が申し訳なさそうに応える。

　そうして蓮見先輩は踵を返して歩き出し、僕はその後を追った。

　直井が何か言いたそうにずっとこちらを見ていたが、結局、最後まで何も言い出すことはなかった。
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　そうして週が明けた。

　すでに映画鑑賞という学校行事も年に一回のボーナスステージも過去のこととなり、いつもと変わらぬ月曜日。

　僕は今日こそ直井と話をしようと決めていた。これ以上先延ばしにはできない。

　昼休み、四時間目の授業が終わり、テキストやノートを制鞄にしまうと、代わりに弁当を出した。そうする間に覚かく悟ごを決め──いざ直井のところへ、と思って振り返ると、すぐ目の前に彼がいた。

「「あ……」」

　ふたりそろって小さく発音。

　わずかに気まずい空気が流れる。

「真壁」

　やがて意を決したように、直井が先に口を開いた。

「なに？　今日も僕は弁当なんだ」

「いや、そうじゃない」

　もちろん、僕だって直井が学食に誘いにきたとは思っていない。

　そこで彼は何かに気づいたように、かたちのいい眉まゆをぴくりと動かした。

「その弁当は、その……」

　直井の視線は、僕が鞄から取り出した弁当に向けられていた。

「ああ、僕の姉が作ってくれたものだ。親しん戚せきのおばさんじゃなくてね」

「君は一回怒られろ」

　と、直井はぎこちなく笑う。

　その彼を見て、僕はおやと思う。直井からどこか吹っ切れた感じを受けたのだ。

「羨うらやましいな」

　彼はそう口にしてから、何かに納得したように一度うなずいた。

「そうだな。俺は真壁が羨ましかったんだ。それでずっと八つ当たりをしてた。……その、どうしてかはわかってくれるよな？」

　言いにくそうに聞いてくる直井。

「僕もそこまで鈍くないよ」

「ありがとう。……だから、すまない。悪かった」

　直井は会え釈しやく程度に軽く頭を下げた。僕も深々と頭を下げてほしいとは思っていないので、これで十分だ。

　彼だって自分のやっていることが八つ当たりだとわかっていたのだ。むしろそう理解できる視点があっただけに苦しかったのではないだろうか。人間には自分でもとめられない衝動が少なからずある。

　じゃあ、次は僕の番か。

「僕も、ごめん」

　直井がしたように、僕も彼に頭を下げる。

「何だよ、急に。真壁が俺に謝るようなことなんて何もないだろ」

　突然の僕のこの行動に、直井が目を丸くした。

「いや、僕は直井に噓を吐くべきじゃなかった。一歩目で間違えてたんだ」

「家のゴタゴタなんて隠すのが当たり前だ」

　爽さわやかに笑う直井に、しかし、僕は首を横に振る。

「直井は度量の大きな人間だ。僕がきちんと説明すれば受け入れたはずなんだ。でも、僕はそれを忘れて安易な噓に逃げた」

「買いかぶりすぎだ。実際はああだったしな」

　直井は己の行いを顧かえりみてか、自じ嘲ちよう気味に苦笑する。

「それにしても真壁が俺のことをそんなふうに思ってくれてたなんて、ますます勝てないな」

「勝てない？」

「ああ」

　僕が聞き返せば、直井はうなずいた。

「俺は蓮見先輩の話を聞いて、真壁には勝てないと思ったんだ。自分に同じことができるだろうかと考えたけど、答えは出なかった。強いよな、真壁は。誰かを守るためにそんなことができるなんて」

　そう言った直井の顔には晴れ晴れとしたものがあった。……なるほど。彼がニュートラルに戻ったのはそれが理由か。

「できるかできないかなんて、その場に立ってみないとわからないよ。それこそ誰かを守るためなら直井にだってできると思う。いや、僕なんかよりもっとうまくやるさ」

「どうだろうな」

　直井は曖昧な相づちを打つ。

「それにしても、俺たちはそろいもそろって情けないな」

「うん？」

「結局、ここまでくるのに蓮見先輩にお膳ぜん立だてをしてもらったんだから」

「確かにね」

　僕たちはふたりまとめて蓮見先輩にケンカするなと怒られたようなものだ。加えて、僕は彼女の言葉から自分の間違いに気づいた。

「その蓮見先輩が言ってたよ。直井とは仲がいいから噓は吐きたくないって。少なくともすでにそういう場所にいるんだ。そこから先は直井次第ってことだよ」

「ありがとう。がんばってみるよ。……それで真壁のほうはどうなんだ？」

「僕？　僕が何だって？」

「惚とぼけるなよ。瀧浪先輩のことに決まってるだろ。この前だって学食で一緒に食べてたんだ。そんな男はほかにいない。これでただの先輩後輩だなんて言わないでくれよ」

　彼は拳こぶしで僕の胸を小こ突づいてくる。

「僕と瀧浪先輩じゃ釣り合わないよ」

「またそんなことを」

　直井は呆れたように頭を搔かく。

「……なぁ、真壁。釣り合うとか釣り合わないとか、自分でそう感じるときも周りがそう騒ぐときもあるけど、そういうのって所しよ詮せんは雑音だと思わないか？　だって、結局最後はそんなこと関係なくなるんだからさ。だったら、そんな雑音なんて最初から気にしなけりゃいい。そうしたら後は真壁次第だ」

　自分次第──それはつい先ほど、僕が直井に言った言葉だ。

　彼は真剣な表情をしている。

「自分の感情に誠実であれ──」

　誤魔化せそうにないと思った僕は、そう口にする。

「それは？」

「僕の尊敬する人の言葉だよ」

「いい言葉だ。それにもうそこに答えがある」

「かもね」

　そう。答えは出ている。

　僕の新しい答え。

　後は、それこそ僕次第だ。

「恭兵君、早く行こうよ！」

　そこに聞こえたのは泉川の声だった。ピリピリしているのがありありとわかる。見れば彼は、室堂や立野と一緒に教室の入り口で直井を待っていた。

「怒ってるね。空腹で気がたってるのかな」

「わかってて言ってるだろ、君は」

　直井が呆れる。

「泉川には俺から言っとくよ」

「ほどほどにね。泉川のことはそんなにきらいじゃない」

「本当に真壁には勝てる気がしないよ。……じゃあ」

　そうして直井は離れていく。これからいつものメンバーと一緒に学食だろう。

「さて──」

　意識的にそう発音する。

　僕も昼食にしよう。こちらもいつも通り、弁当を持って刈部や辺志切さんのところに向かう。

　気まぐれに窓の外を見ると、そこには七月に入っても未だ明けぬ梅雨の空が広がっていた。せっかく直井と和解したのだから、抜けるような青空にしてくれてもよさそうなものを。空気の読めない空だ。
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　放課後の図書室。

　空を覆おおっていた不ふ穏おんな雲は、午後にはしっかりと雨を降らせていた。いつゲリラ豪ごう雨うやゲリラ雷らい雨うになるかわからない昨今の気候、少ない常連の生徒の何人かは授業が終わると真っ直ぐ家に帰ったようだ。当然いつそうなるかわからない以上、早く学校を出るのが吉きちと出るか凶きようと出るかは神のみぞ知ること。ひとつわかっているのは、今日はいつも以上に利用者が少ないということだ。

　そんな図書室のカウンターに座りながら僕は、今日は瀧浪先輩はくるだろうか、と考えていた。

　こないかもしれない。いや、きっとこないだろう。何せ僕は最後通牒のようなお誘いを突っ撥ねてしまっている。あれで決定的に決けつ裂れつしたはずだ。彼女がここにくる理由はもうない。

　こんなことなら自分から捕つかまえにいけばよかった、と己の責任感を恨うらめしく思う。どうせ利用者は少ないのだから、今日くらい開けなくても問題はなかっただろう。

　時間が過ぎていく。

　外では相変わらず強い雨が降っていた。きっと瀧浪先輩も早そう々そうに家に帰ったのだろう。うまく雨あま脚あしの弱いときに帰れていればいいが。

　そうして閉室三十分ほど前。

　こんな日のこんな時間に、誰かがやってきた。今さら生徒ではないだろう。調べものをしにきた先生だろうか。そう思い、人の気配に顔を上げれば、それは瀧浪泪華だった。

「……」

「……」

　見つめ合い、無言。

　僕はまさか瀧浪先輩が姿を現すとは思っていなくて言葉を失くしたのだが、果たして彼女は何を思っての沈黙だったのだろうか。

　先に視線を外したのは瀧浪先輩のほうだった。

　カウンターの前を通り過ぎ、閲覧席のひとつに腰を下ろす。まるで僕の存在を無視するかのような態度だった。

　あと十日もすれば期末テストだからだろう。隣の席のイスの上に置いた制鞄からテキストやノート、筆記用具を取り出す。勉強をするようだ。

　僕は『只今席を外しています。すぐに戻ります』の札をカウンターに出すと、意を決して立ち上がった。瀧浪先輩のもとへ行く。

「……少し話せるだろうか？」

　そう声をかけた。

　しかし、彼女はすぐ横に立つ僕にはかまわず、前回の続きを探すようにテキストをパラパラとめくっている。無視を決め込むつもりだろうか。

　やがて瀧浪先輩は目的のページを見つけると、開いたままのテキストを置いた。

「二、三問解いてから帰ろうと思ってたの。すぐにすむ？」

　顔を上げ、僕を見上げながら問う。

「たぶんすまない」

「そう。なら聞くわ。外に出ましょ」

　瀧浪先輩はすっと立ち上がった。そのまま図書室の出入り口へと向かう。僕も後をついていった。

　場所を移した先は、図書室を出てすぐの廊下。入り口の扉を開け放っておけばここからでもカウンターが見えて、誰かきたとしてもすぐにわかる。

　図書室前の廊下で、僕は瀧浪先輩と向かい合った。

　当然、彼女の顔に笑みはない。が、反対に怒っているわけでもなく、僕が何を言い出すのかと待ちかまえているかのようだった。

　さて、どう話そう？　僕はこれから実にみっともないことを言うつもりだ。せめて最初くらいうまく切り出したいものだ。

　そうやって話があると言ってつれ出したわりには僕が何も話さないからか、瀧浪先輩がため息をひとつ吐ついた。

「わたし──」

　そう話しはじめた彼女の表情と口調は、実に淡々としたものだった。

「静流が急に他た人にん行ぎよう儀ぎになったのは、電車でのわたしの悪ふざけが原因だと思ってた。でも、本当はあの噂のことね？」

「まぁ、そうなるかな」

　僕はそう答える。

　彼女が言った通り、それも理由のひとつだろう。さほど支配的ではないが。

「あんなのはくだらない噂。本当じゃないわ。それは静流自身がいちばんよく知ってるはずよ」

「噂に本当も噓も関係ない。『面白ければ何でもいい』、それが噂の本質だからね。真実や正確性は二の次だ」

　噂というシステムを支えているのは、誇こ張ちようしてでも面白い話をして耳目を集めたいものと、真実じゃなくてもいいから面白い話を聞きたいもの──その二者の関係だ。

「その点、僕がストーカーのほうが話は断然面白い」

「滅め茶ちや苦く茶ちやね」

　瀧浪先輩は鼻で笑う。

「そう、滅茶苦茶で無責任だ。でも、瀧浪先輩だって噂うわさ話ばなしに花を咲かせたことくらいあるだろう？」

「……そうね」

　彼女にも心当たりがあったようで、言葉短く肯こう定ていした。

　もちろん、僕にもある。刈かる部べや辺へ志し切きりさんと弁当を食べながら、小耳にはさんだ噂について話した。少し記き憶おくを手た繰ぐっただけでもふたつみっつ思い出すし、きっと思い出せないものもあるだろう。本当かどうかもわからない話を口にし、そのことすら覚えていない。無責任にもほどがある。でも、ちょっとした話の隙すき間まを埋うめるには最適なのだ、噂というものは。

「だから、わたしから離れるというのね？」

「僕では役者が足りないと思ったんだ。瀧浪泪華というブランドのイメージが悪くなる」

　ストーカーが真実であれ噓であれ、瀧浪泪華がそんな男子生徒と仲よく話をしたり、学食で一緒に食事をしている姿をよしとしない生徒は多いだろう。今までもそんな場面を衆目に晒さらしてしまっているが、よくない噂が出た今が潮時だと思った。

　瀧浪泪華は美しく聡そう明めいで、お淑しとやか。誰にでも平等に優しく、でも、下級生から見れば少しだけ話しかけにくい存在。そうあってほしいし、そうあるべきだ。僕のような普通の男子生徒が、彼女から特別扱いを受けるなどあってはならない。




　僕はそう思う。

　思っていた。




「でも、それは間違いだった」




　そう。また間違い。

　直井恭兵に噓を吐いてはいけなかったように、ここでもまた噓を吐いてはいけなかったのだ。

　自分に。

　瀧浪先輩に。

　僕は瀧浪泪華に好意をもっている。そこは間違いない。ならば、それでいいではないか。確かにこの気持ちが本物か作りものかという問題はある。だけど、それを考えるあまり、自分の気持ちに目を瞑つむり、棚たな上あげにするのは自分に噓を吐いていることにならないだろうか。そして、そのまま瀧浪先輩への態度を決めることは、ひいては彼女に噓を吐いていることになるのではないか。

　僕が何度か瀧浪先輩を突き放したとき、必ず罪悪感に襲おそわれた。

　今ならわかる。あの胸の痛みこそが蓮見先輩の言う、自分に噓を吐くことの辛つらさだったのだ。

「間違いだった？」

　瀧浪先輩がそう問い返してくる。

「ああ、間違いだった。確かに僕は理想の瀧浪泪華であってほしいと思った。でも、僕は、僕だけはその理想を押しつけるべきではなかったんだ」

　自分でもいつか言ったはずなのだ。彼女の本当の顔を知ることができてよかった、と。なぜ僕はその気持ちを貫つらぬき通さなかったのか。

　直井恭兵も言っていた。周りが言うことなど雑音だ。いや、それどころか自分で思ったことすら雑音になり得る。雑音を切り捨て、最後は自分で決めろ、と。




「ここ何日かの態度は謝る。だから──」

「勝手ね」




　瀧浪先輩は僕に最後まで言わせなかった。

　たったひと言で一いつ蹴しゆうされる。

「一方的に離れていこうとして、それが間違いだと気づいたから今度はやり直したい。一から十まで勝手ね。そう思わない？」

「……思う」

　もちろん思うさ。これほど勝手な男もいない。

「だったら、答えはわかるわよね？　もうこれ以上わたしの気持ちを乱さないで。わたしを怒らせないで」

　瀧浪先輩は冷ややかに言い放つと、踵を返して図書室の中に戻っていく。

　僕だけがひとり廊下に残された。

　彼女が怒るのも当然だ。謝るからなかったことにしてくれなど虫がよすぎるというもの。きっと瀧浪先輩の心はとっくに決まっていて、今日はそれを告げにきたのだろう。

　どうやら遅きに失したようだ。




　瀧浪先輩が中にいるというのに同じ場所に戻るのも間ま抜ぬけな話で、このまま帰ってしまいたいと思ったが、僕には図書委員という役割があり、責任があった。日々の仕事をまっとうせねばならない。

　図書室の中に戻り、カウンターに座る。

　と、それを待っていたように奏多先輩がやってきた。

「静流、探している雑誌がないわ」

　いきなり用件を切り出してくる。……よけいなことを考える暇がなくて、少しありがたかった。

「念のため、一度こっちでも検索してみます。何て雑誌ですか？」

「『茶さ道どう』よ」

　言われた通りに打だ鍵けんし、検索してみる。結果をさらに雑誌で絞り込めば、タイトルにその文字列を含む雑誌はひとつしかなかった。これだろう。

　僕は書誌を表示させ、書誌事項を確認していく。──僕が入学するよりも前に受け入れをやめているが、ちゃんと所蔵はしている。配はい架か場所も雑誌のバックナンバーの書架で間違いないようだ。雑誌タイトルの変へん更こうもなし。そうやってひとつひとつ確認していき、念のため誌名を確認したことでようやくわかった。

「奏多先輩、どこを探しました？」

「バックナンバーの書架。サ行のところよ」

「よく見たらこのタイトル、読みは『ちゃどう』ですね。タ行で探せば見つかると思います」

　僕もテレビで聞いたことがあるような気がする。茶道の家元が『ちゃどう』と発音しているのを。どうやら茶道の専門雑誌であるこれも、誌名は『ちゃどう』のようだ。

「探してみるわ」

　彼女は礼も言わず、雑誌のバックナンバーが配架されている書架に向かって歩き出した。……歴史が専門の奏多先輩にしては珍しい見落としだな。案外僕に言われて、ああそうだったと思い出したかもしれない。

　程なくして、奏多先輩が戻ってきた。手には一冊の雑誌。わざわざ見せにきてくれる。

「あったわ」

「それは重ちよう畳じよう」

　役に立てたことに小さな喜びを感じつつ、僕はうなずく。

「瀧浪がいないわね」

「うん？」

　奏多先輩の言葉に促うながされるようにして閲覧席を見てみれば、確かに瀧浪先輩の姿がなかった。テキスト類はそのままなので、どこかで参考になりそうな本を探しているか、もしかしたら何かの用で図書室の外に出たのかもしれない。

「お前、さっき瀧浪と一度出ていったわね。何を話したの？」

　主のいなくなった席をじっと見つめていると、奏多先輩がそう問うてきた。

「別に。たいした話じゃありませんよ」

「だいたい予想はつく」

　だろうな。だったら、なぜ聞いたのか。

「『同じことを繰くり返して違ちがう結果を期待するのは狂きよう気きの沙さ汰たである』」

　唐突に奏多先輩がそんな言葉を口にした。

「確かアインシュタインでしたっけ？」

「そう思われがちだけど、実際には言っていないという話が浸しん透とうしてきたわね」

　つまりアインシュタインではないらしい。

「で、その心は？」

「無駄なことを何度繰り返しても無駄は無駄。早く気づくにこしたことはないわ」

　奏多先輩はまるで僕を褒ほめるように言う。

「僕としては、実験を繰り返して望む結果が得られないのは再現性がないということで、別のアプローチを考えろ、という意味だと思っていました。……ただし、それは物理学者アインシュタインの言葉であるという前提での話です」

　物理学ならひとつの事象から得られる結論はひとつだ。間違った仮定で実験を繰り返したところで、望む結果を得られるはずがない。

「どこの誰が言った言葉か知りませんが、今の僕には諦めず挑み続けることの否定のように聞こえます」

「それで？」

　奏多先輩は問う。

　お前はどうしたいのだ、と。

　そんなことわざわざ聞かれるまでもなく、最初から決まっている。

「すみません、奏多先輩。カウンターを見ててくれませんか？　少し離れます」

　そう言って僕はカウンターを出る。

　もともと諦める気などなかった。ならば、二の矢は早いほうがいい。

「お前、なかなかいい度胸ね」

「何度も無人にするのは気が引けるんで。座ってるだけでいいです。どうせ誰もきませんよ」

　そもそも今日は利用者が少ない。それにカウンターにいるのが奏多先輩だとわかったら、みんな引き返していくにちがいない。

「ていうか、けしかけた責任くらいとってくださいよ」

　僕はカウンターを奏多先輩に任せ──向かったのは書架の奥だった。

　最さい奥おうからひとつ手前の列に入る。そこは英米文学のコーナーで、『ハリー・ポッター』の原著版もあった。

　そこで僕はおもむろに口を開く。




「ひとつ聞いてほしいことがある」

「ッ!?」




　書架をはさんだ最奥の列からかすかに息を呑む気配があった。

　そう。瀧浪泪華はこの向こうにいる。

　前に彼女は、書架の最奥は考えごとをしたいときやひとりになりたいときに最適だと言っていた。だからここにきていたのだ。

「僕には致命的に欠落しているものがあるんだ」

「……欠落って？」

　瀧浪先輩の声が聞こえた。

　僕たちはお互いの姿が見えないまま会話を続ける。

「僕はその時どきで自分がどう振る舞えばいいか、どんな表情を浮かべればいいかわかる。でも、それに長たけすぎたせいで自分の感情が作りものなんじゃないかと、どうしても疑ってしまうんだ」

　このことを瀧浪先輩に話すのはこれが初めてか。

「要するに、自分の気持ちに自信がもてない」

「静流がよく言っていた恋愛に向いていないってそういうこと？」

「そう。笑えると思わないか？　自分すら含めて状況を客観的に見ているくせに、その中心にある自分の気持ちはまったくわかっていないんだからね」

　思わず自嘲。

「僕は瀧浪先輩が好きだ。自分の感情が本物かどうか疑ってしまうときもある。でも、どんなに考えてもその想いは確かに僕の中にあって、消えたことはない。この想いで瀧浪先輩に向き合いたいと思ってる」

　これが今の僕にとっての精いっぱいの誠実さ。

　でも、瀧浪先輩に通用するとはかぎらない。何せ、心からそう思っているかわからないけど好きだ、と言っているに等しい。これほど不誠実な話もない。しかも、つい十数分前、彼女は僕を拒きよ絶ぜつしている。それを簡単に翻ひるがえすだろうか。

　でも、返ってきたのは答えではなかった。

「わたしにも少なからずあるわ」

　瀧浪先輩は静かに言葉を紡つむぐ。

「言ったでしょ？　自分が『空っぽ』かもしれないと思うときがあるって」

「ああ」

　彼女は周りが自分に求めているものを敏びん感かんに感じ取り、その期待に応えて今の『瀧浪泪華』になった。だけど、そのせいで彼女は自分には主体性がなく、『空っぽ』なのではないかという思いに駆かられるようになる。

　瀧浪先輩は初めて会った日、僕に問いを投げた。

『あなた、ちゃんと「自分」はある？』

　と──。

　僕たちは似ているのだ。

　己と、その周囲を俯ふ瞰かんし──その上で正しい自分の立ち回り方を弾き出す。瀧浪先輩は長期的で、僕は短期的。それだけのちがい。

　だからこそ、瀧浪先輩は僕を『同類』だと言っているのだ。

「でも、わたしには静流がいるわ。同じ目をもっていて、同じモノを見ている静流のそばでなら、わたしは周りの期待に応えなくていい。わたしは『空っぽ』じゃない、ちゃんと『自分』があると思えるの」

　そう。だから、瀧浪先輩は僕の前では素の彼女でいる。僕でいいのだろうかと思う一方、僕はそのことに少しだけ優ゆう越えつ感かんを覚えている。

「ねぇ、静流？」

　僕の名を呼ぶその声は書架の向こうからではなく、横から聞こえた。そちらに体を向ける。

　と、そこに瀧浪泪華が立っていた。




「わたしに静流がいるように、静流にはわたしがいる──そう思わない？」




「え……」

　言葉がすんなりと頭に入ってこなくて、僕は問い返す。

「だって、わたしとふたりっきりのときは、静流、敬語は使わないし、愛想もないじゃない？　でも、それが素の静流で、そこには噓がないってことだと思うの」

　確かに僕は彼女の前でだけそういう態度をとっている。

　瀧浪先輩は、僕が状況に合わせてうまく表情を作ったり、言葉を選んだりしていることを見抜いた。見抜いた彼女の前で、そんなことをやり続けることは逆に無防備な自分を晒すことになると思ったからだ。

「……かもしれない」

　僕と瀧浪先輩は似ている。彼女の言葉を借りれば、『同類』だ。だとすれば、瀧浪先輩の『自分』が僕のそばにあるように、僕が己の感情を疑わなくていい僕の『自分』も瀧浪先輩のそばにあるのかもしれない。

「だからね、確かめてみればいいと思うの。その、今まで通り一緒にいて、ね」

　瀧浪先輩は妙に歯切れ悪く、そう提案する。

「まぁ、それがいいのかな」

「ほ、ほんとに……？」

　なぜか目をぱちくりさせる彼女。

「何だよ。言い出したのはそっちだろ」

「だ、だって、ついさっきわたし、静流のこと……」

「ああ」

　ようやく瀧浪先輩が何を気にしているのかがわかった。彼女は一度僕を拒絶した。にも拘らず、それをなかったことにしようとしている。そこに自分でも引っかかっているのだ。

「いいよ。僕も同じことをしてる」

　そもそもそんな虫のいいことをやろうとしたのは僕が先なのだから。彼女がそう言ってくれるなら願ったり叶かなったりだ。

「よかった。これで元通りね」

　瀧浪先輩は花のように笑う。

　何となくその笑顔が眩まぶしくて、僕は視線を逸そらした。或あるいは、この場から逃げたかったのかもしれない。
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「先に戻るよ」

「待って、静流」

　瀧浪先輩の横を抜けてカウンターに戻ろうとした僕を、彼女が呼び止める。

「あ、あのね、静流──」

　なぜか急に発音が不ふ明めい瞭りようになった。




「わたしのことが好きって、本当……？」




「……」

　顔を赤くしながら自信なさそうに聞いてくる彼女に、僕は思わず無言になる。

「言ったかな、そんなこと……」

「い、言ったわ。さっき、確かに言った」

　どうにか誤魔化そうとしたが、瀧浪先輩は喰くい下さがってきた。

　僕は心の中だけで天を仰あおぐ。

　確かに言ったな。顔を見て話していないから油断したのかもしれない。だからこそそこに触ふれられないよう、早く瀧浪先輩の前から立ち去りたかったのだ。

「さっきも言った通り、本物かどうか怪あやしいけどね」

「でも、確かにある？」

「まぁね」

　彼女を想う気持ちはあると豪ごう語ごしたのは僕だ。だけど、それを他人から確認されるのは気き恥はずかしい。それが本人からなら尚更だ。

　そんな曖昧な返事でも満足したのか、瀧浪先輩はまた笑みを見せる。

「……戻る」

　奏多先輩に留守をお願いしているのだ。いいかげん戻らないと。

「静流」

「まだ何か？」




「せっかくだからキスしていかない？　前も言ったでしょ。学校の図書室で隠れてキスをするのが憧れなの」




「いかない」

　僕は彼女へのせめてもの抵抗のつもりで、はっきりとそう言い放った。
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　七月七日。

　七夕。

　例の如く、放課後の図書室に彼女はやってきていた。

「最近自撮りにはまってるの」

　時間は午後六時前。

　五分前の予鈴は鳴っているので、図書室を利用していた生徒はほとんど帰ってしまっている。おかげで瀧たき浪なみ先せん輩ぱいの口調も、実に砕けたものとなっていた。

「今まで自撮りなんてやったことなかったからわからなかったけど、うまく撮るって難しいのね」

　彼女はスマートフォンを手で弄もてあそびながら、そんなことを言う。

　確かに瀧浪先輩がかわいい猫やきれいな花など、手あたり次第に写真を撮っているようなイメージはない。そんな写真を撮ることに慣れていない人間が自撮りに挑ちよう戦せんしようというのだから、当然悪あく戦せん苦く闘とうもするだろう。

「それでもどうにかいいのが撮れたわ。……見る？」

「せっかくだし拝見しようか」

　僕がそう答えたときだった。




「静しず流る、まだいるー？」




　現れたのは蓮はす見み先輩。

　そのとき、瀧浪先輩がかすかに「む……」と発音し、眉み間けんに皺しわを寄せたのを僕は見逃さなかった。

「あら、蓮見さん、どうかしたの？」

　しかし、彼女はそんなことなどなかったかのように聞く。

「なんかいやぁな予感がしたのよね」

「本当なの!?」

「冗談よ」

　蓮見先輩はさらりと言う。

　いや、その予感は案外当たっているかもしれない。

「何か手伝えることがあるかと思って寄ってみたのよ」

　まるでいつぞやみたいだ。

「静流、何かある？」

「そうですね。実は瀧浪先輩が自撮りを見せてくれるというのですが、蓮見先輩、先に確認してもらえますか」

　いわゆる毒見役。

「ん～、どれどれ……」

「あっ」

　蓮見先輩が瀧浪先輩の手からさっとスマートフォンを取り上げると、瀧浪先輩は小さな声を発した。

　そうして端たん末まつのディスプレイを見た瞬間、蓮見先輩の顔が真っ赤になった。

「静流に何てもの見せようとしてるのよ!?」

「だって、いいかげん選んでもらったランジェリーを見せないとと思って……」

　言い訳がましい言葉を吐はく瀧浪先輩の隣で、僕は頭を抱える。……案の定、毒だったか。しかも、猛もう毒どくだ。同じ女性が赤面するとか、いったいどんな写真なんだ。

「これに大きめシルエットのセーターっていいと思うのよね」

「うーん……」

　蓮見先輩が真面目に考えはじめた。そこは女の子。やはりファッションの話には敏びん感かんということか。

「ニーハイのストッキングにガーターベルトなんてどうかしら？」

「ああ、そこまでいくと蓮見先輩の好みから外れそうですね」

「そうね。暑そう。あたしはパス」

　蓮見先輩は暑がりなのか、もしかしたら冬になってもそうなのか、とにかく着る服の枚数は少ないほうがいい、肌を覆う面積は小さいほうがいいという人だ。

　そして、そもそも瀧浪先輩とは立ち位置がちがう。瀧浪先輩はファッション性、というか、いかに扇せん情じよう的てきな恰かつ好こうかで語っているが、蓮見先輩はあくまでも機能面、それも自分好みの機能面で考えているのだ。

「ねぇ、静流？　あなた、ずいぶんよくわかってるのね？」

　瀧浪先輩がこちらに笑みを向ける。ただし、目は笑っていないので非常に怖い。

　いや、まぁ、ひと月近く私生活をともにしていれば、多少なりとも趣しゆ味み嗜し好こうはわかってくるわけで。




「お前たちも学習しないわね。静流はそれくらいじゃ動じないわよ」




　現れたのは奏かな多た先輩だ。思わず僕の口から「げ……」という声がもれる。

「思い出したわ」

　声を上げたのは瀧浪先輩。

「静流は女の体なんか見慣れてるって言ってたわよね」

「なに、それ!?　あたしも聞きたい」

　そして、詰め寄られるのはいつも僕。たまには問題発言をしている本人のほうに行ってくれないだろうか。

「……」

　僕は上体を仰のけ反ぞらせながら斜ななめ上を見た。もうこの展開にも慣れてきたな。悟さとりを開きそうだ。

　そもそも奏多先輩は間ま違ちがっている。マンガ雑誌のグラビアページに載のっているアイドルの水着姿ならいずれ見慣れるだろう。しかし、身近な人間には当てはまらない。ましてやそれが魅み力りよく的てきであったり、己が好意を抱く相手なら尚なお更さらだ。

　先ほどの瀧浪先輩の自撮りをうっかり見ていたら驚いてイスから転げ落ちていただろうし、蓮見先輩の露ろ出しゆつ度どの高い部屋着には毎度毎度どきっとさせられる。もちろん、それは奏多先輩とて同じだ。いくらスレンダーな体でも何回見たから慣れるというものではない。

「……どうしてくれるんです、これ」

　僕は諸悪の根源に恨うらみがましい目を向ける。

「仕方ないわね」

　やれやれとばかりに奏多先輩は肩をすくめる。

「ふたりとも出なさい。もう閉めるそうよ」

「え？　ちょ、ちょっと……」

「やだ、押おさないでよ」

　片手で交こう互ごに瀧浪先輩と蓮見先輩を突き、出入り口へとずんずん進んでいく。そうしてやがて三人の姿は見えなくなった。

　どうせ問い詰めるなら奏多先輩にしてくれないだろうか。……いや、そうしたらいつもの如くあえて誤解を招く表現をして、僕がとばっちりを喰くうだけか。

「さて、片づけるか」

　僕は意識的にそう発音し、閉室作業をはじめた。
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　図書室を閉め、鍵かぎを職員室に返してから昇しよう降こう口ぐちに下りると、そこに瀧浪泪るい華かがいた。

　七夕の笹ささを見上げている。

　どうやら彼女だけのようだ。蓮見先輩と奏多先輩は先に帰ったのだろう。

「これも今日で片づけだな」

「そうね」

　僕も彼女の横に並び、同じように笹を見上げる。

　初日とは比べようもないくらい短冊を増やした笹は、今日片づけられる。設置も遅い時間だったようなので、このまま待っていたら生徒会あたりが片づけに現れるかもしれない。

「最後に何か願いごとでも？」

　あまりにもじっと見ているので、僕は彼女にそう問うてみる。

「そうね。お願いだわ。でも、織おり姫ひめじゃなくて、静流にお願いするの」

「僕？」

「ええ」

　瀧浪先輩は僕へと向き直った。

　人気も途絶えた夕方の昇降口、僕たちは七夕の前で向かい合う。




「わたし、静流が好きよ」




　そして、瀧浪先輩は真しん剣けんな顔で、静かにそう告げた。

「これ、ちゃんと言ってこなかった気がするわね。グイグイ迫るばかりで」

　そこで彼女は一度苦笑すると、また真顔に戻った。

「静流が好き。だから、わたしをあなたの彼女にしてほしいの」

　今まで見たこともないような、怖いくらい真剣な表情で、瀧浪泪華は僕に想いを伝えてくる。

　確かにここまで真っ直ぐな言葉は初めて聞く気がする。

　だから、僕もきっと真剣に答えなくてはいけないのだろう。彼女にも、自分にも誠実に、だ。

　僕は踵きびすを返した。




「断る。そういうのはほかをあたってくれ」

「え……？」




　瀧浪先輩の口から間の抜けた声がもれた。

　その彼女を置いて、僕は下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえはじめる。

「ちょ、ちょっと待ちなさい」

　はっと我に返った瀧浪先輩が慌あわてて追いかけてきた。

「ここは首を縦に振ふるところじゃないの!?」

「どうして？」

　学校指定の革かわ靴ぐつに足を突っ込みながら問い返す。

「どうしてって……わたしのこと好きなのよね？」

「あー、うん、そんなことも言ったかな」

　そこをつつかれるのは当然だろう。

「じゃあ、両想いじゃない！　彼かれ氏し彼女になって、普ふ段だんは周りにそれを伏ふせながらふたりきりのときはベタベタしたり、人がいても書しよ架かの陰かげでこっそりキスしたりするのが筋ってものでしょう！」

「そんな筋は知らんっ」

　前半部分は理解できるのだが、途中から彼女独自の価値観が強すぎる。

「一緒にいましょうって言ったじゃない」

「そう。でも、正確にはこうだ。──『今まで通りに』」

　だから、瀧浪先輩の言うように彼氏彼女の関係になってしまうと、それは『今まで通り』ではない。

「屁へ理り屈くつ！」

「屁理屈でけっこう。……まぁ、好きだという気持ちはちゃんとあって、そこは間違いないと思ってる。もっとほかの感情にも自信がもてるようになったら、今度こそ瀧浪先輩の気持ちに応えるよ」

「もぅ、そんなこと言われたら何も言えなくなるじゃない」

　瀧浪先輩は口を尖とがらせる。

「そろそろ帰らないか？　ここで長居してると生徒会が現れて、笹の片づけを手伝わされるかもしれない」

「で、先にひとりで帰らないあたり、多少は進歩してるのかしらね」

　今度は小さなため息をひとつ。

　そうしてから彼女は自分も靴を履き替えはじめた。
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　ある初夏の夕刻。

「おー、懐なつかしいー」

　地下鉄を降り、駅の外に出ると、わたしは思わず声を上げた。

　このわたし、弓ゆみ月づき貴き理り華か（旧きゆう姓せい佐さ伯えき）は少しばかり用があって、久しぶりに学がく園えん都と市しにきていた。

　何年ぶりだろうか？

　うん、何年ぶりだろうね？　それは数えないことにする。

　この学園都市にはわたしとユキくんが通っていた私立水みずの森もり高校があり、ふたりで暮らしていたマンションもある。

　わたしの旦だん那な様さまであるところのユキくんは、高校を卒業してすぐにお店をもった。でも、その後もわたしは学校に在ざい籍せきしていて、大学もここから通っていた。この学園都市から今の住まいに引ひっ越こしたのは、わたしがその大学を卒業してからのことだ。

「さぁて、どうしよっかな……？」

　わたしは駅舎を出たところにある街の地図を見る。

　母校をあたるのはもう決まりとして、この学園都市にはほかにどんな学校があったんだっけ？

　そう思って地図を眺ながめていたら、『私立茜あかね台だい高等学校』の文字が目に飛び込んできた。

「確かここは……」

　と、ひとりごと。

　確かこの学校には泪るい華かちゃんや紫し苑おんちゃん、奏かな多たさんが通っていたはず。

「よし、まずはここだ！」

　別に彼かの女じよたちに会えるとは思っていないけど、これも何かの縁えんだろう。





　　　　§§§






　茜台高校へは学園都市の駅から歩いて十分ほど。

　わたしが高校生だったころは有名なお嬢じよう様さま学校だったけど、今では共学校になっているらしい。門を入ってすぐのところから立ち並ぶ校舎を見てみれば、どれも女の子受けしそうなデザインをしていて、かつては女子高だったという面おも影かげが窺うかがえた。

　放課後になって少し時間がたつせいか、下校する生徒の姿は疎まばら。帰る生徒は帰って、部活に出る生徒はそれぞれの活動場所に行ってしまったからだろう。

「こんにちは。うちに何かご用ですか」

　と、下校する男の子のひとりに声をかけられた。

「職員室でしたらご案内しましょうか？」

　どうやらわたしは来客で、職員室の場所がわからず立たち尽つくしているように思われたみたい。

　わたしは首を横に振ふる。

「大だい丈じよう夫ぶよ。職員室なんてどこの学校でも似たような場所にあるもの」

「そうですね」

　男の子は笑う。

「では、失礼します」

「親切にありがとう」

　そうして彼かれは帰っていった。

　わたしはその背中を見送りながら、笑顔が上手で、だけど、笑顔が似合わない子だなと思った。そう思った理由は自分でもよくわからない。

「さてと──では、飛び込み営業といきますか」

　と、口にして気合いを入れる。

　そうして職員室や事務課がありそうな場所に体を向けたときだった。

「ちょっとぉ、何で図書室が休みなのよ。瀧たき浪なみさん、何か聞いてなかったの？」

「聞いてたらデートに誘さそってるわよ」

　何やら言い争うような声が近づいてきた。しかも、聞いたことがある声に、聞いたことがある名前。

　昇しよう降こう口ぐちから出てきてこちらに向かってくるのは、思った通り、瀧浪泪華ちゃんに蓮はす見み紫苑ちゃんだった。

「どうしたんです？　ケンカはよくないですよ？」

「え!?」

「貴理華さん!?」

　ふたりがわたしを見て目を丸くする。

　本来こんなところで会うはずがないのだから、そのリアクションも当然だろう。

「貴理華さんこそこんなところで何やってるんですか？」

　問うてきたのは泪華ちゃんだ。

「実は、まだ少し先のことなのですが、お店をリニューアルすることになりまして」

「え、そうなんですか？」

　今度は紫苑ちゃん。

「はい。かつての常連さんに建築デザイナーの女の子がいるのですが──」

　わたしが『かつて』と表現したのは、今は疎そ遠えんになっているからではない。高校生のときからよくお店にきてくれていた彼女も、現在は活動拠きよ点てんをアメリカに移しているのだ。帰国したときには必ず顔を見せにきてくれる。

「その子がうちのデザインを手がけたいと言ってくれてるんです。で、いいお話なのでお願いしようかと」

「素敵！」

「へえぇ」

　泪華ちゃんと紫苑ちゃんは口くち々ぐちに感かん嘆たんする。

「あ、でも、それだとお店は？」

「しばらくお休みですか？」

「そう、そこです」

　と、わたし。

　そこにこうして学校巡めぐりをはじめた理由がある。

「店てん舗ぽを一度壊こわして建て直すわけではありませんので、そんなに長い間お店が開けられないわけではありません」

　要するに、内装のリニューアル。

「その間、夫婦でゆっくりのんびりしててもいいのですが、少しでも売り上げがほしいのでキッチンカーを出そうと思っています」

「キッチンカー？」

　紫苑ちゃんが首を傾かしげる。

「はい。そのキッチンカーでコーヒーと、あとサンドウィッチくらい売ることができたらいいなぁ、と」

「そのアイデアはすごくいいと思います。わたし、貴理華さんのサンドウィッチ好きですよ」

「ありがとうございます、泪華ちゃん」

　思わず笑みがこぼれる。

　サンドウィッチは看板メニューのひとつだ。そして、作り方は母から教わったものでもある。それを気に入ってもらえるのはとても嬉うれしかった。

「そのキッチンカーをお昼休みの学校に出すのはどうかと思ってるんです」

「それでうち、ですか？」

「はい」

　問う紫苑ちゃんに、わたしはうなずく。

　そうするにしても当然勝手にはできない。それをお願いし、相談するための学校訪問、飛び込み営業である。

「いいアイデアだと思いますが、うち……というより、高校はそういうのに向かないと思います」

　一方、先ほどの感激とは一転して、泪華ちゃんは難しい顔をする。

「貴理華さん目当てで男子が群がりそうだけど」

「そして、既き婚こん者しやと知って落らく胆たんして帰っていくところまでがワンセットね」

　好き勝手なことを言うふたり。

　コーヒーを買いにきてくれるならわたし目当てでも何でもいいのだけど、その流れではリピーターがつきそうにない。ここはやはり正せい攻こう法ほうでいかないと。

「キッチンカーを出すなら大学ではないでしょうか」

「確かに……」

　となると、後で水の森高校も回ろうと思っていたけど、無む駄だかもしれない。彼女たちの意見を尊重して、先に大学を当たってみようか。

「ところで、おふたりは何か言い争っていたみたいですが、どうかしたんですか？　あ、立ち話もなんですから、どこかでゆっくり話しませんか？」

　わたしがそう提案すると、ふたりは顔を見合わせる。

「まぁ、静しず流るももう帰ったんでしょうし」

「貴理華さんをほったらかしにするほどでもないか」

　ということで、話はまとまった。
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　わたしたちは、中庭を横切るかたちで校舎と校舎をつないでいる連れん絡らく通つう路ろにきていた。

　そこには自じ動どう販はん売ばい機きとベンチがある。泪華ちゃんと紫苑ちゃんに飲みものを買ってあげ、わたしはベンチに腰こしを下ろした。ふたりは立ったままだ。

「静流くんがどうかしたんですか？」

　ミルクティの缶かんを手に、ふたりを見上げながらわたしは尋たずねる。

　聞いた話だと、静流くんは図書委員をやっていて、放課後は図書室のカウンターにいるのだとか。その図書室に泪華ちゃんは静流くん目当てて足あし繁しげく通い、紫苑ちゃんも時折り顔を出しているようだ。

「今日は図書室が開いてなかったんです」

「あらら」

　不ふ貞て腐くされたように言う泪華ちゃんがちょっとおかしかった。年上のわりにはぞんざいに扱あつかわれているというか、手玉に取られているようだ。

「瀧浪さん、何か聞いてないの？」

「さっきも言ったけど、聞いてたらデートに誘ってるわ。そもそも前まえ々まえからわかってる休みなら、静流はいつも告知を出してるもの」

「なるほど。じゃあ、突とつ発ぱつ的てきな休室か……」

　神しん妙みようにうなずく紫苑ちゃん。

「まぁ──」

　と、泪華ちゃんはどこか諦あきらめがついたような発音をする。

「何も言ってくれなかったのが癪しやくなだけで、静流に文句を言うほど怒おこってるわけでもないのだけど。今度デートでもしてもらうわ」

「転んでもただでは起きないわね……」

　紫苑ちゃんが苦笑する。

「おふたりとも、その静流くんとは最近どうなんですか？」

　確か前にふたりと会ったときは、泪華ちゃんは彼かれ氏し彼女未満で、紫苑ちゃんは姉弟として一いつ緒しよに暮らしはじめたばかりというタイミングだったはず。

「わたしは少し進展があった、かな」

　少しだけ恥はずかしそうに言う泪華ちゃん。

　聞いた感じ静流くんというのは、わたしの旦那様と同じで気持ちを言葉や態度に表さないタイプだと思っている。それが泪華ちゃんにここまで言わせるのだから、かなり進展があったのではないだろうか。

「そうですか。順調のようでよかったです。……さっそくキスとか？」

「それは、断られました」

「あらら」

　ちょっとからかうように聞いてみれば、泪華ちゃんからは不貞腐れるようにして答えが返ってきた。またも『あらら』だった。

　それにしても、断られたというのが彼女らしい。つまりそれは、するかどうかを聞いたわけで。

「じゃあ、とりあえず今は彼氏彼女？」

「いえ、それもまだ」

　なんかもう、諦めたような言い方だった。

「それで何で進展があったって言えるんだか」

　これは紫苑ちゃんだ。彼女の口くち振ぶりからして、ここまでの話は聞いているのだろう。

　確かに何も進展していないように感じる。けれど、前に泪華ちゃんは、静流くんが自分に好意をもってくれていると、自信をもって言っていた。言葉や態度でそれがわかるのだ、と。今回も、少なくともお互たがいの気持ちを改めて確認するような出来事があったのだろうと思う。

「まぁまぁ、いいじゃないですか。そういうのは周りよりも本人たちがいちばんよくわかっているものですよ。……もしかして紫苑ちゃんとしては、これは心穏おだやかではない感じですか？」

「べっつにー？」

　わたしが紫苑ちゃんに目をやれば、彼女は少しだけ口を尖とがらせ、気にしていないことをアピールするかのようにそっぽを向いた。

　これはどうやら心中複雑のようだ。

「家ではどうなんですか、静流くんは」

「うちですか？　うーん……」

　と、考える彼女。

「相変わらずエロいですね」

「……」

　そして、出てきた答えは身も蓋ふたもないもの。わたしは思わず目だけで斜ななめ上を見てしまった。頭に思い描えがく人物像と乖かい離りがある。

「静流くんってそんな子なんですか？」

「そうですよぉ。スタイルがいいとか水着姿が見たいとか、わりと欲望に忠実なことを言ってくるんですから」

「だから三角ビキニを着てあげなさいって」

「まだ言う!?」

　横から泪華ちゃんのチャチャが入り、紫苑ちゃんがカッと睨にらむ。

　三角ビキニと言うと、あれかな？　グラビアアイドルが着たりする、上も下も、右も左もはみ出しそうなやつ。

「いいですね。きっと似合いますよ。それで一緒にお風ふ呂ろです！」

「やりませんって！　貴理華さんもたいがいしつこいなぁ……」

　紫苑ちゃんに呆あきれられてしまった。

「わたしの知り合いに、年下の彼氏の入浴中に乱入した子がいましたよ」

「年下!?」

　泪華ちゃんにはそっちのキーワードが琴きん線せんに触ふれたようだ。

「そ、それでどうしたんですか……？」

　おそるおそる聞いてくる紫苑ちゃん。

「さぁ？　仲よくお風呂に浸つかって、ゆっくりお話でもしたんじゃないですか」

「何ですかその、後ろに『知らんけど』がつきそうな無責任な言い方は」
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　だって、わたしも聞いていないのだから仕方がない。

「それで紫苑ちゃんはそんな静流くんに腹を立ててると？」

「いえ、そういうわけでは……。何か呆れて毎回『ばーか』で終わっちゃうんですよね」

「ふうん」

　それは静流くんの人ひと柄がらか、それとも狙ねらってやってるのか。狙ってやっているのだとしたら、きっとタイミングや呼吸みたいなものが読める子なのだろう。

「聞いてくださいよ、貴理華さん。静流ったらうるさいんですよ」

　と、紫苑ちゃんは何やら腹に据すえかねていることを思い出したよう。

「外に出るときはあまり体のラインが出るような服は着るなって注意してくるんです」

「弟さんとしては心配なんですよ」

　紫苑ちゃんはスタイルがいい。夏だからといって体にぴったりした薄うす手での服を着たら、彼女持ちの男の子でも思わず目がいくだろう。

「まぁ、そうかもしれませんけどね。しかも、自分が見るのはいいけど、ほかの男どもが喜ぶのは癪だとか言っちゃって。もぅ、意外とワガママっていうか、独どく占せん欲よくが強いっていうか」

「……」

　気のせいか紫苑ちゃんが妙みように嬉しそうで、わたしは思わず首を傾げてしまう。……これは確か静流くんについての文句だったはず。

「まぁ、仕方がないから外ではそういうのは着ないようにしてるんですけどね」

「何ですか、これ……？」

　ついに泪華ちゃんに尋ねた。

　すると、彼女はちょっと白けたように、

「嬉しいんじゃないですか。褒ほめられるわ心配してくれるわで」

「ああ、なるほど」

　納得した。

「つまり家では静流くんのために薄うす着ぎなわけですね」

「ち、ちがいますよ！」

　紫苑ちゃんは真っ赤な顔で慌あわてて否定する。

「ちがうんですか？」

「ち、ちがわないけど……別に静流のためってわけじゃないです。いっぱい着るのって苦手なんですよね。夏はもちろんだけど、冬でも。肌はだを出してるほうが調子いいっていうか」

「……」

　ニンジャかな？

　静流くんの目を意識せずにやっているのだとしたら、それはそれで彼の気苦労も多いだろう。そりゃあ紫苑ちゃんの外出着にも口を出すってものだ。

　紫苑ちゃんが泪華ちゃんを見た。

「静流のことも気にしたほうがいい？」

「して」

　泪華ちゃんの答えは実に簡潔だった。それだけに本気度が高い。気のせいか、頭の横にうっすら怒りマークが見える。

　前にお店でこうして三人で話したとき、裸はだかみたいな恰かつ好こうで家の中を歩き回るなと紫苑ちゃんは注意されていた。それを無視したようなものなのだから、泪華ちゃんが怒るのもむりはない。逆に、余所行きじゃない自分も見せないと、というわたしのアドバイスはナチュラルに実行しているようだ。

「静流ったらどうしてこうもわたしと蓮見さんで態度がちがうのかしら？　わたしにはそんな素そ振ぶりなんて微み塵じんも見せないのに」

　そのまま怒いかりの矛ほこ先さきは静流くんに向く。

「言われたいの？」

「言われたいわよ！」

　即そく答とうだった。

「家に帰ったら裸の蓮見さんがいるから霞かすむけど、わたしだってそんなにスタイルは悪くないのよ!?　水着姿が見たいって言われたら喜んで見せるし、それくらいの自信はあるわ」

「誰だれが裸よ……」

　大だい胆たんなことを言う泪華ちゃんの横で、紫苑ちゃんが口をへの字に曲げる。

　確かに泪華ちゃんのスタイルは悪くない。というか、むしろいい。それこそ隣となりにグラビアアイドルもかくやという紫苑ちゃんがいるせいで割りを喰くっていて、少しかわいそうになる。

「もう思い切ってとびきり色っぽい自じ撮どりを送ろうかと思ったわ」

「まだそんなことやってるの!?　やめなさいよね」

「静流にも言われたわよ。それならこっちにも考えがあるって。どんな考えか言わないから、怖こわくてできないでいるわ」

　面白そうな高校生活を送ってるなぁ……。

「わたしとしては、どっちも静流くんなんだと思いますよ。彼氏彼女待ったなしの泪華ちゃんには男の子としてのいやらしい部分は見せたくないし、お姉さんの紫苑ちゃんとはちょっとふざけてみたいしって感じじゃないでしょうか」

「「うーん……」」

　ふたりは考え込む。

「焦あせらなくても大丈夫ですよ、泪華ちゃん。今は気持ちだけのつながりでも、いずれ触れ合うことを求めてきますから。それが自然です」

　ユキくんがそうだった。それまでそんな素振りもなかったのに、いきなり触れてきたときはびっくりたまげたけど嬉しかった。

「紫苑ちゃんも、静流くんは男の子ですから普ふ段だんはふざけていても、いざというときには男らしいところを見せてくれますよ」

　恋こい人びとであれ家族であれ、大切な人のためならどんなことだってできるのが男の子というものだ。

「もぅ、年下なんだから別に恰好つけなくても。それに男の子なんていやらしいものと相場が決まってるのだし」

　泪華ちゃんはため息交じりに苦笑。

「ま、弟なんだからそれくらい大目にみるかな。やるときにやるのはよく知ってるから」

　紫苑ちゃんはすっかりお姉さんの目だ。

　わたしはそんなふたりの姿に思わず頰ほおが緩ゆるむ。相変わらず愛し愛されているようだ。

　ところで奏多さんはどうしたのだろう？　彼女もまた静流くんを別のかたちで気にかけるひとりだ。……まぁ、そんなに運よくみんなに会えるわけないか。

「あ、ずいぶん話し込んでしまいましたね」

　気がつけば、ここにきてからけっこうな時間がたっていた。思い立ったが吉きち日じつでお店をユキくんひとりに任せて飛び出してきたので、そろそろ帰らないと。

「いえ、どうせ後は帰るだけでしたから」

「貴理華さんに会えてよかったです」

「わたしもですよ。……帰る前にちょっとお店に電話を入れておきますね」

　何せ帰ったら何の成果も得られませんでしたと報告することになるのだ。ここでワンクッションおいておこう。

　わたしはスマートフォンを取り出すと、ユキくんに電話をかける。すぐに出た。お店はさほど忙いそがしくないようだ。

『もしもし』

「あ、ユキくん？　わたし。現役女子高生の貴重な意見を得ることができたので、そろそろ帰るね」

『そうですか。わかりました。確か絶対話をまとめてくると勢い込んで出ていった気がしますが、まぁ、いいでしょう』

「……」

　丁てい寧ねい語ごで痛いところを突ついてくる。

『あ、そうそう、君──』

　ユキくんが付け足すように最後に語った内容はというと──。

「え!?」

　それを聞いたわたしは思わず声を上げた。

　泪華ちゃんと紫苑ちゃんの視線がこちらに集まる。

「あ、うん。じゃあ、今から戻もどるね」

　そう話を締しめくくって、わたしは通話を終えた。

　それから泪華ちゃんと紫苑ちゃんを見る。

「おふたりに残念なお知らせがあります。……静流くんがうちのお店にきたそうです」

「え……？」

「はい？」

　ふたりの目が点になる。

　本題はここからだ。

「しかも、奏多さんと一緒に」

「「出だし抜ぬかれた!?」」

　泪華ちゃんと紫苑ちゃんの声がハモった。そのままふたりは固まる。

　わたしも裏をかかれた気分だった。

　いつか静流くんに会ってみたいと思っていたのに、まさかわたしがいないときに現れるなんて。

　仕方がない。またの機会を楽しみにしていよう。
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　本作品をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　またお会いできましたね。九く曜ようです。

　こうして無事に二巻を出すことができたのも、ひとえに一巻を購こう入にゆうしてくださった皆みな様さまのおかげです。




　前巻が二○二○年の九月だったので、七ヶ月あいたことになりますか。

　長いですね。ライトノベルはもっと短い間かん隔かくで、長くても半年以内には続刊を出すべきと思っているので、七ヶ月は長すぎかなと。




　いろいろありまして──と、言いたいところですが、実は何もありません。益体もないことでひたすら悩なやみ、さっぱり原げん稿こうが進まなかっただけです。

　あちこちに迷めい惑わくをかけてしまいました。こうして二巻を待ってくださっていた皆様も、待ちくたびれたのではないでしょうか。




　いろいろあったのは、むしろ一巻のときですね。

　知っている人も多いかと思いますが、実はわたしは生まれつき目が弱くて──去年の夏、ついに角かく膜まくの移植手術を受けました。

　幸い、術後の経過も良好で、順調に視力が戻もどりつつあります。




　前述した通り、手術を受けたのは去年の夏。ちょうど一巻が出る前です。

　おかげですべての作業を前まえ倒だおしにして、ぜんぶ片づけた上で入院することになりました。それでも後からいろいろ出てくるのがこのお仕事。

　入院中、正確には手術をした翌日に担当さんから連れん絡らくがありまして、「特典用の短編をもうひとつお願いします」と。




　ええ、病室で書きましたとも。




　ぶっちゃけ、目での入院って体は健康だわ、手術を終えたら目が見えてくるわで、元気がありあまってるんですよね。……一部の病気を除いて、ですが。

　なので、三千文字のところを五千文字書いて、しかも、ほぼ一日で仕上げました。




　ほかにも病室で四編ほど書いていて、それは書しよ籍せき未収録の番外編として各投とう稿こうサイトで公開しています。興味のある方はぜひ見にいってみてください。本編とはまたちがったテンションの、ややはっちゃけた話になっておりますので。




　では、ここで前巻では書けなかったタイトルの話をひとつ。

　わたしは昔、タイトルに登場人物の名前を含ふくめることに抵てい抗こうがありました。その手のタイトルで名作がいくつもあるのはわかっているし、拙せつ作さく『佐さ伯えきさんと～』もその系統なのですが、初見の読者に「誰だれ……？」と首を傾かしげられそうな気がしていたのです。

　それでもちょっとずつ「そういうタイトルもありなのかな？」と思うようになりました。交流のある作家仲間の代表作にそういうのがあるのも影えい響きようしたのかもしれません。別にラムネ瓶びんでぶん殴なぐられるような衝しよう撃げきがあったわけでもなく、本当にただ何となく気持ちがそっちにシフトしていきました。




　そんなわけで今作もタイトルはその方向でいこうと思い、いくつか考えてみました。『真ま壁かべ静しず流ると、三人の年上の彼かの女じよたち』、『真壁静流に恋れん愛あいは向かない』あたりからスタートして、いろんな言葉を足したり引いたり。

　そうして決まったのが今のタイトルです。




　わたしにはセンスがなかったようです。

　なるほど。毎回毎回タイトルを決めるのに苦労するわけだ。




　では、最後に謝辞です。

　まずは担当編集の佐さ々さ木き様。今回もいろいろ手を焼かせたにも拘かかわらず、ここまで導いてくださり、ありがとうございました。

　次に、イラストを手がけてくださったフライ先生。素敵な絵を添そえてくださり、ありがとうございます。なんか眼鏡ばっかりでしたね。どうせなら佐伯さんにも眼鏡をかけさせればよかった……。

　そして、校正やデザインなど、この作品の刊行に力を貸してくださった方かた々がたにも、心よりお礼申し上げます。

　最後に、今この作品を手に取ってくださっている皆様、本当にありがとうございます。

　では、またお会いできることを願って。


二○二一年四月　九曜




















放ほう課か後ごの図と書しよ室しつでお淑しとやかな彼かの女じよの譲ゆずれないラブコメ２








九く曜よう





ファミ通文庫





2021年4月30日　発行





ver.002





©Kuyou 2021





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ファミ通文庫『放課後の図書室でお淑やかな彼女の譲れないラブコメ２』

2021年4月30日　初版発行





発行者：青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










デザイン／かがやひろし












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















OEBPS/Images/embed0029_HD.jpg
AT

BOOKY~WALKER





OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg
MAIMIIIMIDIDIIIIN






OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg
AMIMIIMIMUIMINMNIIIRY

Souvassa
T HONMMX





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg
o 38

Houkago No
Tosyoshitsu De
Oshitoyakana
Kanojyo No
Yuzurenai
Rabukome

LIBRARY

RD
%’4

ARANED






OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
B OXERET
B r L L oEN T WS Tax
Houkago No Tosyoshitsu De Oshitoyakana
Kanojyo No Yuzurenai Rabukome

293 283 203

199 156 152 121 18 60

Hlustration: 77 4

57

e O B oMM Ok 2 F OB
1A B oo X AL 2 0K
s B& LT ET OB
A woHOB A R s % R
L [ %X Ok B Iz
W B & kI 0%
o % w %2 2
2 @ FA
W L

7z v :

Y

{EE

"
St

WOS CHWS





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0030_HD.jpg
Tosyoshitsu De
Oshitoyakana
R .
Yuzurenai
Rabukome





OEBPS/Images/embed0026_HD.jpg
, 0= > 0k TF R

&
N

> i

Houkago No
Tosyoshitsu De
Oshitoyakana
Kanojyo No
Yuzurenai
Rabukome






OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg
=
P’

CHO B
Hlit— S

H

Houkago No
Tosyoshitsu De
Oshitoyakana
Kanojyo No
Yuzurenai
Rabukome

LIBRARY

RD
%’4

ARANED






OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
HABOREET
BHPIL R OBENT T2

Julé






OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg
T YRR

-

R0 g

Houkago No
Tosyoshitsu De
Oshitoyakana
Kanojyo No
Yuzurenai
Rabukome

LIBRARY
CARD

ARANED






OEBPS/Images/embed0027_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg
AMMIIMIMIMINMNIIIRY

= »w S £ N
SCovassw
T =OX=gx





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg
% 3 K

Houkago No
Tosyoshitsu De
Oshitoyakana
Kanojyo No
Yuzurenai
Rabukome

LIBRARY

RD
%’4

ARANED






OEBPS/Images/embed0024_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
[WOBR L 4L |

(R QNI © 42 1) 0 L HIH 0 20556 50 7, +4 3 |
8 4R 5 8 DU VIR D se 07 MIVE R O

bz SN GTON | P

[$Q 4207 BEREBLIn -2 QB¢ O Wil 52

o B e NS OIS 9 B sy

7 7
/ \n\l\\\
/
/

~






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		プロローグ


		第１章　真壁静流の新しい日常


		挿話１　彼女が気になる彼女


		第２章　隣の彼女


		挿話２　デ、デートじゃないし……！


		第３章　そんな未来を探す


		挿話３　未来予想図


		第４章　理想と現実と、噂


		挿話４　姉の役割


		第５章　真壁静流は恋愛に向いていない


		エピローグ


		番外編　佐伯さんと、悩める乙女たち


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg
MAIMIIIMIDIDIIIIN






OEBPS/Images/embed0028_HD.jpg
L FEBI VI

ko /alice-iddell candypon o/

AMEOMER

734

fy

BRBEEDRER, A FTAN—5—,
e, F—LOFESII—FIA AR

EDTEMFELVSTIFEICER ﬁ‘(féb\ai’smm
BEOBEENTEPICHATND L. %ﬁﬂ)fi%&u‘b I
SOBBICHERTHNUSN &7 H\*(?\EXU »U9D
/Eéhm.ﬁﬁrxlibmé ZhEE, RS —ITR
DZ'L\Z)&L5>Eﬂ’?&$!DE# CRDOMOTULES. %3
EORBfFIEESE LI K BLERIBBEVORMENE EZED<
DD, #EEFHREBRBEFELTLEN. RELRBEL
—RIZ. BEFEANT [HEEHRD FCOEFEST
W3] EVWSIEHNRIADT o BERES TR BRI

NRUNNICHSROR RIS 3§

A
\\ Houkago No

Tosyoshilsu De

Oshitoyakana 3

Kanojyo Nov ;E

Yuzurenai X

PIASZRI54 RAbukome B





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg
Jof

Houkago No
Tosyoshitsu De
Oshitoyakana
Kanojyo No
Yuzurenai
Rabukome

LIBRARY

RD
%’4

AKAN






OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg
N R = i gy

vy

vy
s
W

Houkago No
Tosyoshitsu De
Oshitoyakana
Kanojyo No
Yuzurenai
Rabukome

LIBRARY

RD
%’4

ARANED






OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg
————ee TSNS T T — N LN
al

Houkago No
Tosyoshitsu De
Oshitoyakana
Kanojyo No
Yuzurenai
Rabukome

LIBRARY

RD
%’4

ARANED






OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
™ 2 N \,
S 1 \\\\/\\J)] \M\\\
/7

PR S B HIiH 2

Barara e

LIBRARY CARD

2 o
ooooooooo





